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はじめに 

 

日本語教師に求められる役割は、日本語学習者のニーズの多様化、日本語教育を取り巻く

環境や状況の影響を受け、絶えず進化している。ここでは、本学の工学系研究科日本語教室

の目的やビジョンに基づき「日本語教師の役割」について記す。 

古屋他（2018）は、日本語教師の役割について、以下の 4 つの言説に分類している。1970

年代からは、「１.学習者に日本語を習得させるために学習を管理する役割」である。1980 年

代からは、「２.学習者が自律的に学習できるようになるために支援する役割」、および、「３.

学習者の学習を取り巻く環境やシステムを整備する役割」である。1990 年代からは、「４.  

学習者と教師という二項対立的な捉え方から脱却し、学習者と他者との学び合いを促進す

るための場を設計する役割」に分類している。1980 年代以降、日本語教師に求められる役

割は、新たな言説が既存の言説に取って代わっているのではなく、さまざまな言説が並立し

ている状況だと述べている。 

工学系研究科日本語教室における日本語教育は、学習者個人にとどまらず、ゼミやキャン

パス、社会環境など学習者を取り巻くコミュニティ全体にまで及ぶ。日本語教育の対象は留

学生だけでなく、日本人学生や留学生を取り巻く人々も含まれている。日本語教師は学習者

と他者との学び合いを促進し、多様な人々とのつながりを深め、共に生きるための力を育成

する役割も担っている。 

具体的には、図 1 に示すように、教師は、５つの目的と３つのビジョンに沿い、教育場目

に応じた役割を担う必要がある。第一に、留学生の基礎・専門日本語力を養うことが挙げら

れる。日本語教育の授業では、多忙で専門性を持つ大学院生を「学ぶ主体」として捉え、自 

図 1 工学系日本語教室の目的とビジョン 



律的な学習を支援する。第二に、日本語の背景にある伝統文化（書道、茶道、着付け、折り

紙、落語）を体験的に学び、新たな価値を創造する力を養うことが求められる。第三に、日

本人学生と留学生の双方を学ぶ主体とし、多文化理解プロジェクトや International Lounge、

授業ボランティアなどを通じて、多文化理解の相互学習を促進し、グローバルキャンパスの

構築に寄与している。第四に、国際連携特別実習や海外体験活動では、海外協定校の留学生

と日本人学生の相互学習の環境を開発し、整えている。このように、当教室では、古屋（前

述）の分類における２．３．４．の役割を担っている。 

今後、学習者を取り巻く環境やニーズはますます多様化、複雑化することが予想される。

そのため、日本語教師は、自身の役割を自覚し、学び、成長し続けていくことが求められる。 

本報告書は 2023 年度の工学系研究科日本語教室の授業・諸活動を振り返り、今後の課題

を明確にすることで、さらに充実した日本語教育の実施を目指して作成した。日本語教育の

状況は常に変化するため、今後も日本語教育の動向を注視し、改善と発展に向けて努力し、

社会に貢献する活動を展開していきたい。本報告書が工学系研究科の教職員や関係者、また

日本語教育に関心のある方々にとって役立つことを願うと同時に、平素より工学系研究科

日本語教室へのご理解、ご支援を頂いている皆様に深く感謝を申し上げる。 
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工学系日本語教室 2023 年度活動概要 

（https://www.jlcse.t.u-tokyo.ac.jp） 

 

 工学系日本語教室は 1981 年に開室され、2023 年度で 43 年目を迎える。また年次報

告書の作成は、2010 年度から始まり1、工学系日本語教室の活動記録、学内・学外への

情報発信の役割も担っている。 

2023 年度の年報は、「はじめに」「目次」「工学系日本語教室活動概要」(本稿)に続

き、全 7 章（第 1 章～第 7 章）および巻末資料で構成されている。以下、各章の概要

と巻末資料の概要を記す。 

第 1 章「日本語教室の概要」は 4 節に分かれており、第１節では、当教室の運営方

針と目的、第 2 節では、受講対象者の範囲や受講が優先される専攻、当教室の教職員

の紹介、第 3 節では、学内日本語教室との関係・連携についての説明、第４節で、年

間スケジュール一覧を掲載している。 

第 2 章「日本語教室の実践と運営」は、全 7 節で構成されており、第１節では、入

門から上級 2 レベルまでのコース一覧と使用教室、授業時間などについての説明、第

2 節では、学習者のニーズを踏まえたレベル別コースデザインの特徴を初級、中上級、

専門日本語教育、多文化理解教育、就職支援の 5 項目に分けて記載している。第 3 節

では、当教室の授業運営管理システムである STAR（Student Tools for Access and Review）

を用いた履修登録の流れを紹介している他、文化体験や留学生および日本人学生を支

援する活動にも触れている。第 4 節は 2023S1S2 に実施された全 33 コースのシラバス

の紹介と授業実践報告であり、各コースの担当教員それぞれの授業実践や内省、教育

的考察などが記されている。第 5 節は 2023 年度 S1S2 および A1A2 の受講者と修了者

に関する報告で、2011 年度から 2023 年度までの年度別受講者の推移の他、受講者数

に関しては、「研究科別・レベル別」「身分別」「専攻別」に、修了者数に関しては「研

究科別・レベル別」「専攻日本語教室別」に分けて報告している。また、前年度同学期

との比較なども行い、よりよい学習者支援のための考察の一助としている。第 6 節「日

本語教室のコース評価」では、2023A1A2 におけるコース評価アンケートの結果をま

とめている。2023 年度のアンケートは全 31 の質問からなり、学習者からの回答を今

後の学生支援の立場から分析している。続く 7 節「言語使用実態調査」は、全 27 の質

問からなるアンケートで、学習者の母語や日本での滞在予定、コース修了後の進路な

 
1 2011 年度は年報に代えて『日本語教室 30 年の歩み –東京大学大学院工学系研究科- 1981 年－2011 年』

（古市由美子、山崎佳子、西野章代 執筆）を作成した。 
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ども確認した上で、学習者がどのような場面で日本語を必要としているか、困難を感

じているのはどのような場面かなどを調べている。調査の結果は今後のコース展開お

よび授業内容の検討に活かされる。 

第 3 章「日本文化事情・文化体験」は 2 節に分かれ、第 1 節では 2023S1S21 に、第

2 節では 2023A1A2 に行った文化体験やワークショップの報告がなされている。この

ような文化イベントの開催は当教室の大切なミッションの一つである。 

第 4 章「国際交流支援」は 3 節に分かれている。第 1 節「学生授業ボランティア」

は、2012A1A2 から日本人学生の国際化教育の一環として始まった活動で、年報では、

その募集方法から、参加学生の学期末アンケートの結果までを報告している。第 2 節

「多言語交流会 International Lounge」では、2012S1S2 から実施している留学生、日本

人、教職員のキャンパス内国際交流活動、通称 IL の活動報告を行っている。IL は国

際教育部門に属するグローバル教育と当日本語教室の共催で実施されており、活動の

発展を目指し、様々な取り組みを行っている。第 3 節「日本語ラーニングアドバイス

セッション」は、大学の長期休暇における留学生支援活動で、2022A1A2 から始まっ

た。2023 年度年報では、2023S1S2（2 月、3 月）および 2023A1A2 （7 月、8 月）の活

動報告がなされている。アドバイザーは東京大学大学院の修士・博士課程の学生であ

る。 

第 5 章「海外協定校とのネットワークの構築と連携」は全 5 節で構成されている。第

1 節では、古市教室長が今後の工学系日本語教室の発展を視野に実施した「戦略的サバ

ティカル」の報告が行われている。第 2 節「米国世界展開強化事業（COIL）」では、国

際工学教育推進機構の科目である国際連携（特別）実習の報告をしており、交流先のカ

リフォルニア工科大学の学生との協働学習プログラムについて記載されている。第 3 節

「インド体験活動プログラム」では、2023A1A2 にインド工科大学カンプール校および

バナラス・ヒンドゥー大学での活動が報告されている。こうした活動を通じて、優秀な

工学系インド人学生が今後東京大学で学ぶ機会となることも期待されている。第 4 節

「さくらサイエンスプログラム」は、 「インドの工学・情報技術を担う高度人材のための

最新技術体験と交流促進プログラム」であり、今年度は 2023 年 12 月 20 日から 12 月 26

日まで実施された。第 4 節ではこの活動について報告をしている。第 5 節「海外協定校

との連携」では、2023 年度に海外の協定校から当教室に来室した協定校や現地事務所と

の交流について紹介しており、今年度はインド、イタリア、アメリカ、バングラデシュな

どから来室があったほか、短期日本語授業も計 3 回行った。 
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第 6 章「研究活動・教材作成」は 3 節に分かれている。第 1 節では、日本語教育の

実践・研究の発表を、第 2 節では各専門分野における研究成果について紹介している。

また、第 3 節では、2022 年に開発された MOOC の現在の利用状況などについて紹介

している。なお、2023 年度末の登録者数は、Part 1 登録者数：16,852 人、Part2：1,761

人となっている。 

第 7 章「今後の課題」第 1 節「日本語教育」、第 2 節「日本文化事情・文化体験」、

第 3 節「留学生と日本人学生の国際交流支援」、第 4 節「国際化教育」、第５節「実践

研究および教材開発」からなり、留学生に対するよりよい日本語教育、生活支援、日

本人学生の国際化支援、教材開発など、当教室の課題と今後目指すべき方向性を示し

ている。 

巻末資料には、2023 年度の使用教材、時間割、受講者数、修了者数（当教室および

専攻日本語教室）、身分別、専攻別受講者数のほか、学期登録時に学生が自己評価を行

う「Can Do Statements」、「言語背景調査」および「コース評価」の質問一覧を掲載して

いる。また、留学生と日本人学生の交流活動や文化体験イベントに関するポスターも

掲載している。 

以上が 2023 年度年報の概要である。各章とも、よりよい授業実践、留学生と日本人学生

への支援、学内外の充実した交流活動を目指して執筆されている。詳細については、各章、

各節をお読みいただければと思う。 

 
 





 

第１章 日本語教室の概要 

 

1.1 運営と目的 

 

工学系研究科日本語教室は 1981 年に設置され、2011

年度からは工学系研究科国際工学教育推進機構国際

事業推進センター下に配置された。その後、2020 年

4 月の国際工学教育推進機構の組織変更に伴い、国際

教育部門に所属することとなった。現在は、高鍋和弘

部門長の下で日本語と日本文化の教育実践を行って

いる。 

当教室の日本語科目は、2015 年度に工学部・工学

系研究科の教育問題検討会で審議、承認されて以

来、単位付与の科目として実施されている。留学生・研究員を取り巻く環境づくりの一環

として、円滑な研究生活および日常生活の実現のための日本語教育・日本文化事情教育を

提供することを目標としている。 

また、近年、日本語教育の分野は、国際化教育の観点から留学生と日本人学生の双方を

対象とした多文化理解教育、すなわち、国際感覚を鍛え、世界の多様な人々と共に生きる

ための力を育成する教育へと領域を拡大しつつある。このため、当教室でも、留学生が様々

な背景を持つ他者と国籍、専攻を超えて関係を構築し、多文化理解を深めることを目標と

している。当教室が日本語を学ぶ留学生の「居場所」となり、留学生が持つ文化を日本人

学生などに発信する場となることも目指している。 

以下の 5 項目が、当日本語教室が掲げる具体的な目標である。 

1 留学生・研究員などに対する研究・生活支援としての日本語教育 

2 留学生・研究員などに対する日本文化事情教育 

3 留学生・日本人の交流および多言語・多文化支援 

4 国際化推進の一環としての日本人学生の国際化教育 

5 工学系に特化した専門日本語教育の実践研究と教材開発 

1. To provide Japanese language education to support academic life and life in Japan of international 

students and researchers. 

2. To provide Japanese cultural education to international students and researchers. 

3. To promote and develop friendship and understanding amongst multi-lingual and multi-cultural 

group of people.   

4. To broaden Japanese students’ knowledge and understanding of other cultures as a part of 
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internationalization. 

5. To conduct research on Japanese language education especially for science and engineering 

area, and to develop new learning materials. 

 

1.2 受講対象者および教職員 

 

当日本語教室の受講対象者は、工学系研究科、情報理工学系研究科および新領域創成科

学研究科の修士、博士、交換留学生（学部、大学院）、研究生、研究員、インターンシッ

プ生とその配偶者である。これに加えて 2014 年度からは全学交換留学生（USTEP）の受

け入れを開始するとともに、現在では他研究科の修士、博士、交換留学生、研究生も数多

く受け入れている。日本語教室の教職員は、現在教授 1 名、特任准教授 1 名、特任講師 1

名、特任助教 2 名、非常勤講師 12 名、職員 2 名である。（各職位の氏名は下記の通り）。 

教授：古市由美子  

特任准教授：牛山和子 

特任講師：猪狩美保 

特任助教：金瑜眞、劉羅麟 

非常勤講師：内田あゆみ・大西由美・片岡さゆり・米谷章子・佐藤瑞恵・鈴木恵理・ 

      中村亜美・ハワード文江・東平福美・藤井明子・宮瀬真理・佐野理恵 

職員：早坂美和子・山畑めぐみ 

  

2



 

1.3 学内日本語教育関連組織との連携 

 

1.3.1 東京大学内の日本語教育プログラム 

東京大学では 3 つのキャンパスで多様な日本語教育プログラムが開講されている（図 2 参

照）。 

本郷キャンパスでは、グローバル教育センター日本語教育部門（日本語教育センター）、

工学系研究科・工学部、人文社会系研究科・文学部、薬学系研究科・薬学部で日本語教育プ

ログラムが開講されている。グローバル教育センター日本語教育部門（日本語教育センター）

は、所属を問わず、全留学生、研究者、配偶者を対象に日本語教育をオンライン形式で行っ

ている。工学系研究科・工学部、人文社会学系研究科・文学部日本語教室は、所属留学生、

研究者、配偶者を主な対象者とし、全留学生を定員の範囲内で受け入れている。薬学研究科・

薬学部は所属の留学生、研究者、配偶者の日本語教育を担当している。 

工学系研究科内には、当教室のほかに、4 つの専攻日本語教室がある。当日本語教室は工

学系研究科、情報工学系研究科、および新領域創成科学研究科の留学生、研究生、研究員、

USTEP（全学交換留学生）、配偶者などを対象にしているのに対し、専攻日本語教室は専攻

の留学生が主な対象である。専攻日本語教室は、設立年度順に社会基盤学日本語教室（1982

年）、都市工学日本語教室（1987 年）1、システム創成系日本語教室（1989 年）、IME 大学

院特別コース（2001 年）の 4 つで、各々が独立し、日本語教育を行っている。 

駒場 I キャンパスでは、①PEAK（専門を主に英語で学ぶ正規課程プログラム）、②

KOMSTEP  （総合文化研究科・教養学部交換留学）と USTEP （全学交換留学）、③前期課程

日本語（専門を主に日本語で学ぶ正規課程生の基礎（外国語科目）、④補講（単位取得ので

きないコース）の日本語科目が提供されており、駒場Ⅱキャンパスでは、「駒場リサーチキャ

ンパス日本語教室」で日本語コースを開講している。 

 
図 2 東京大学の日本語教育の概要（https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/jle/ja/index.html） 

 

柏キャンパスでは、新領域創成科学研究科国際交流室日本語教室で日本語プログラムが
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提供されている。 

 

1.3.2 工学系研究科内日本語教室との連携 

2023 年度第 23 回工学系研究科日本語教室年次報告会は、2024 年 3 月 8 日にオンライン

で行われた。当日は、各日本語教室顧問及び担当教員が出席し、当教室及び 4 つの専攻日

本語教室からカリキュラム、活動内容、課題などについて報告が行われた。 

今年度も当教室は「上級 日本組織事情 B」コースを除き、全コースで対面授業を行っ

た。また、都市工学日本語教室も 4 年ぶりに対面授業を実施した。システム創成系日本語

教室は、対面とオンラインを同時に行うハイブリッド形式の授業を、社会基盤学日本語教

室は、言語指導はオンライン、定期試験、作文指導、文化活動は対面という形で授業を実

施し、夜間に授業を行う IME 大学院特別コース日本語教室は、これまで同様、オンライン

で授業を行った。なお、当教室は、2017 年度から都市工学日本語教室、システム創成系日

本語教室と STAR（Student Tools for Access and Review）を共有しており、3 教室間の学習レ

ベルが統一され、定員内であれば他専攻の学生も受け入れることができるようになってい

る。また、システム創成系日本語教室、社会基盤学日本語教室が当教室と初級テキストを

同一にしていることで、教室間の学生移動もスムーズに行われている。 

年次報告会では、顧問の先生方からコメントをいただくとともに、教室間の交流と連携

を強化し、言語および文化の両面から留学生を支援すべく、活発な意見交換が行われた。 

 

1.4 年間スケジュール 

2023 年度の日本語教室のスケジュールは、以下の通りである。 

[2023 年] 

4 月    S1S2 学期授業開始（4 月 5 日-7 月 26 日） 

学生授業ボランティア受け入れ 

6 月    S2 入門コース開始（6 月 6 日） 

     書道ワークショップ、浴衣ワークショップ開催 

7 月  七夕体験 

    S1S2 学期授業終了 

8 月   工学系研究科日本語教室教師会 

就職支援短期集中講座（留学生就職促進プログラム） 

9 月  2023 年度 A1A2 学期時間割・概要を HP に掲載、登録開始 

10 月  A1A2 学期授業開始（10 月 3 日- 1 月 30 日） 

体験活動にて学生授業ボランティア受け入れ 

11 月   A2 入門コース開始（11 月 30 日） 

    茶道体験、着物体験開催 
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12 月   さくらサイエンスプログラム IITK＆IITH 受け入れ（7 日間、教員 1 名、学生 9 名） 

折り紙ワークショップ、書道ワークショップ開催 

冬休み（12 月 28 日-1 月 3 日） 

 

[2024 年] 

1 月 お汁粉体験開催 

A1A2 学期授業終了 

2 月 工学系研究科日本語教室教師会 

    インド体験活動（「インド人学生との学生交流およびインド文化体験活動 

日本語教育のサポートと企業訪問をとおして」）実施 

国際連携特別実習（カリフォルニア工科大学 COIL 型教育）の実施  

    就職支援短期集中講座・内定者‣OB 講話会（留学生就職促進プログラム） 

3 月    第 23 回工学系研究科日本語教育年次報告会  

 2024 年度 S1S2 時間割・概要を HP に掲載、登録開始 
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第２章 日本語教育の実践と運営 

 

2.1 概要 

日本語科目は、留学生を対象としており、2015年度に単位化されて以来、原則1コマ2単位

が付与されている。レベルは、入門から上級2まで7レベルに分かれており、総合、会話、聴

解、読解、文章とその他のコース（専門語彙・漢字、多文化理解プロジェクト、上級日本組

織事情）がある。開講日程は、工学系研究科の学事日程に倣い、4月からS1S2 （14週間）、10

月からA1A2（14週間）としている。各学期の時間割、概要、シラバスは、当日本語教室の

ホームページに掲載されている（http://www.jlcse.t.u-tokyo.ac.jp/）。授業は1コマ105分で、1限

目8時30分～10時15分、2限目10時25分～12時10分、3限目13時～14時45分、4限目14時55分～

16時40分である。日本語教室のオフィスは工学部8号館1階128B号室、非常勤講師室は2階88S

号室である。当教室は、工学部8号館を中心に授業を行っている。 

 

表 1 工学系日本語教室 レベル別コース ＊（ ）内はコマ数、入門は S2/A2 に開講  

   

ｽｷﾙ 

ﾚﾍﾞﾙ 
総合 聴解 会話 読解 文章 その他 

 レギュラー インテンシブ      

初級Ⅰ 

 

初級 1（3） 
ｲﾝﾃﾝｼ

ﾌﾞ初級

Ⅰ（5） 

＊入門 

(3） 
     

初級 2（2）       

初級Ⅱ 

 

初級 3（2） ｲﾝﾃﾝｼ

ﾌﾞ初級

Ⅱ（4） 

      

初級 4（2）       

中級 1 総合(2)  
聴解

(1) 

会話

(1) 

専門読解 

(1) 

文章

(1) 
 

中級 2 総合(2)  
聴解

(1) 

会話

(1) 

読解 

(1) 

文章

(1) 

専門語彙・ 

漢字(1) 

中級 3 総合(2)  
聴解

(1) 

会話

(1) 

専門読

解(1) 

文章

(1) 

多文化理解 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(1) 

上級 1 総合(2)  
聴解

(1) 

会話

(1) 

読解 

(1) 

文章

(1) 

日本組織事情 

(1) 

上級 2 総合(1)   
会話

(1) 
 

文章 

(1) 
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2.2 コースデザインの特徴 

 

当日本語教室では、レギュラーコースのほか、インテンシブコースやスキル別コースなど、

多様なコースを提供している。また、工学系および情報理工学系の大学院生が主な対象者で

あることを踏まえ、中上級レベルでは、工学系に特化した日本語教育を実施している。さら

に、専門分野の授業や実験と平行して出席できるよう、コース選択にバリエーションを持た

せた時間割を設定している。以下に、日本語科目の特長をまとめた。 

 

（1）バリエーション豊かな初級日本語コース 

工学系研究科では、研究活動に用いる言語は主に英語であるが、日本社会での生活には、

やはり基礎的な日本語の運用力が必要となる。そこで、さまざまな留学生のニーズに合わせ

た多様な初級日本語コースを提供している。 

・レギュラーコース：週 2 回 計コマ（初級１は計 3 コマ） 

・インテンシブ初級Ⅰコース：週 3 回 計 5 コマの集中コース 

・インテンシブ初級Ⅱコース：週 2 回 計 4 コマの集中コース 

・入門コース：S2/A2 から開始する週 2 回 計 3 コマ 

 

レギュラーコースは、初級 1、2、3、4 に分かれており、修士・博士の学生が専門科目と

両立させながら日本語を習得するコースである。インテンシブコースは、集中的かつ効率的

に基礎的な日本語を習得するコースで、インテンシブ初級Ⅰはレギュラーコースの初級 1 と

2 の内容、インテンシブ初級Ⅱは、レギュラーコースの初級 3 と 4 の内容を S1S2 または、

A1A2 で修了する。入門コースは S2 および A2 に開講され、基礎的な日本語の口頭表現に焦

点を絞って習得するコースである。このように、学習時間数、開講日にバリエーションを持

たせ、多様なニーズを持つ留学生が学習目的や学習状況によって日本語を学べるようなコ

ース展開となっている。 

 

（2）スキル別の中級・上級日本語コース 

中級 1～3 および上級 1 レベルは、総合コースの他、聴解、会話、読解、文章のコース

を設け、スキル別に日本語が学べるコースデザインにしている。スキル別にすることによ

り、多忙な工学系留学生が実験や専門授業の合間に伸ばしたいスキルのコースを選択して

受講することができるようになっている。上級 2 レベルについては、総合コースに加え、

会話、文章のコースを開講しているが、2024S1S2 学期以降、聴解、読解コースに関しても

開講を予定しており、すべてのレベルで多様なスキルを受講できることを目指している。 
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（3）工学系に特化した専門日本語教育 

当日本語教室は、工学系研究科、情報理工学系研究科および新領域創成科学研究科の学

生などを主な対象としていることから、生活で使われる日本語だけでなく、研究室でよく

用いられる専門的な語彙や表現の指導も行っている。そのコースの一つである「中級 1 専

門読解」では、東京大学工学部の広報誌『Ttime!』の記事に基づいた東京大学オリジナル

のオンライン読解教材を大学総合教育研究センターと共同で開発した。この教材は東京大

学の研究内容に関する文章の読解、語彙、文型、表現の習得を目指している。「中級 2 専

門語彙・漢字」では、当教室のコーパス研究チームで調査・研究した結果をもとに、専門

語彙・漢字教育を行っている。「中級 3 専門読解」では、中級１専門読解と同様に、

『Ttime!』の記事をもとに作成した工学系の研究内容に関する文章を読み、専門分野に関

する語彙力、読解力の育成を目指している。このように、当日本語教室で工学系に特化し

たオリジナル教材を作成し、日本語教育を実施している。 

 

2.3 コースの履修プロセス 

 

コースの履修登録のプロセスは、次の通りである

（図1参照）。開講1か月前に日本語教室のHPに時間

割・概要・シラバスを掲載し、各専攻事務室に周知

した後、STAR（Student Tools for Access and Review）

システムを通したオンラインコース登録を開始す

る。 

日本語教室で運営するコース履修を希望する学生

は、レベル判定のためのプレイスメントテストを受

ける。まず、「Can Do Statements（巻末資料参照）」

に基づいて作成した日本語レベルを自己評価し、そ

のレベルに基づき、スキル別（文法、読解、聴解、

作文）のテストを受ける。その判定結果に応じて表

示される履修可能なコースから希望科目を選び、登

録する。 

このように、オンライン上で登録が可能なため、 

渡日前に日本語コースを決定することができる。 

各コースの第 1 週目はオリエンテーション・ウィークであ

る。教師はオリエンテーションガイドに沿ってコースのレベルや内容、スケジュールの説

明を行う。また、履修登録をした留学生がそのコースのレベルに合っているかどうかを確

【履修登録】 

①学生：STAR アカウント作成 

②レベル判定（プレイスメントテスト） 

  ・日本語レベルの自己評価 

【開講期間】 

日本語教育：オリエンテーション 

講義および中間・期末試験 

短期集中日本語コース 

【開講期間終了後】 

修了証発行（希望者） 

図 1 コース履修のプロセス 
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認し、レベル変更を希望する留学生に対応する。 

開講期間中には、日本語の講義の実施以外に、文化体験として茶道体験や着物体験、浴

衣や書道のワークショップなど、様々な文化的なイベントを企画し開催している。他に

も、シニアボランティアとの自由会話を行うビジターセッション、日本人学生や他の留学

生と交流する International Lounge（IL）の開催、日本人学生の授業ボランティアとしての

クラス参加など、日本人と留学生との活発な交流支援を行う。 

開講期間終了後、規定の要件を満たした学生には、希望に応じて修了証を発行する。 

 

2.4 日本語教育コースのシラバスおよび報告 

 

本節では、2023 年度に実施した各コースのシラバスと授業実践報告および冬季日本語特

別集中科目 1、チュートリアルセッション、ビジターセッション＆日本事情についての活

動報告を行う。シラバスならびに授業実践報告は、「冬季日本語特別集中科目 1」を除き、

2023S1S2 における報告であるが、2023A1A2 も、すべてのコースで授業を実施した2。 

  

 
2 S1S2、A1A2 とも、授業はすべて対面で実施したが、就職支援、キャリアサポートの観点から、「上級 
日本組織事情 B」コースのみ、オンラインで実施した。 
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入門 

  

報告者：金 瑜眞・中村 亜美 

                           

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

入門コースは、日本語学習において、ゼロ初級の学習者を対象とする。特に、新学期開始

以降に来日した学習者や、スケジュールや日本語レベル、進度の関係などで初級１コースの

履修が難しい学習者を対象に、日常生活において必要な表現・語彙を習得することを目的と

している。S2 学期に開講し、週 3 コマ、7 週間の授業を行った。教科書は『はかせ１』（ス

リーエーネットワーク）を用い、授業は主に 1） 新出語彙の導入、2） 文型の導入、3） 会

話練習などによる応用練習の流れで行った。 

【授業の内容】 

7 週間という短い授業期間のため、『はかせ１』の L1～9 及び L11～14 を扱った。教科書

のトピックに沿って授業を進め、挨拶、数字、時刻、動詞、形容詞などを学び、その定着を

図った。教科書はローマ字が併記されているものであったが、文字学習の時間を設け、カタ

カナとひらがなの導入を行い、基本的な文字習得ができるように指導した。導入が終わった

時点で、カタカナとひらがなのクイズをそれぞれ実施し、文字の定着を図った。 

 

2. その他 

本コースでは、上記のカタカナ・ひらがなクイズに加え、中間試験、期末試験、語彙クイ

ズ、課題、期末口頭発表も評価に入れた。語彙クイズは予習型にし、各課の導入前に学生が

語彙を勉強し、オンライン上のリンクにアクセスしてクイズを受けることにした。課題は学

期を通して 5 回に渡り、宿題として配布し、学習者が文字に親しみを持てるよう、レストラ

ンのメニューなどからカタカナのことばをさがす「カタカナハンティング」や習った表現を

使用し作文を書く「日記」などの練習を行った。 

 

3. まとめ・今後の課題 

今年度は、対面授業で授業を行い、昨年度より多い 6 名の学生が修了した。受講生は毎回

の授業内の活動だけでなく、授業外の課題にも意欲的に取り組み、初級初期における基礎的

な日本語能力を十分に身につけることができ、全員優秀な成績で修了した。 
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インテンシブ初級Ⅰ 

 

報告者：大西 由美・鈴木 恵理・金 瑜眞 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 本コースは、はじめて日本語を学ぶ学習者を対象とした初級のインテンシブコースであ

る。授業は週 3 回行われ、週 5 コマである。主教材として、スリーエーネットワーク社の

『日本語初級 1 大地』を使用した。学習目標として、初級前半（L1-22）の文型および語彙

を学習することで、総合的な日本語の運用力を身につけることを挙げた。文字については、

ひらがな・カタカナを含め、日本語能力試験 N5 相当の漢字を 110 字習得することを目標と

して、アスク出版の『にほんごチャレンジかんじ N4-5』を使用して指導を行った。 

【授業の内容】 

本コースにおける内容および進度は、概ね次の通りである。月曜日と水曜日の授業におい

て、それぞれ一つの課を終わらせるように進め、金曜日はその週に学習した課の応用練習を

行った。学生が各自語彙リストを参照し語彙を学習した後、オンラインの語彙クイズのリン

クにアクセスし、クイズを受けてもらった。授業では、文型の導入、パターンプラクティス、

教科書の問題や会話練習などを行った。なお、各課の終了後は、文法クイズと聴解練習等を

行い、学習した内容について確認を行った。その他、授業外で作文課題・聴解課題・録音課

題を与え、文法・語彙・表現などの添削指導、日本語の会話を聞き正しく理解するための練

習、日本語の自然な発音と抑揚を身につけるための練習などを行った。 

 

2. その他 

学期の中間と学期末において、口頭発表を実施した。口頭発表の目的は、これまで学習し

た文型を使い口頭表現の練習を行うことと、インプットが多い授業の中でアウトプットの

練習を行うことで、学習者が自分の能力をモニターする機会を提供することである。口頭発

表では、2～3 分のプレゼンテーションの後、1 分間の質疑応答を行った。学習者には、発

表の前にスクリプトを作成・提出させ、担当教員が文法や構成等についてチェックするとと

もに、発表の際のパフォーマンスや発音等についてフィードバックを行った。 

 

3. まとめ・今後の課題 

今学期の受講生は総じて真面目であり、授業や課題などに誠実に取り組み、授業内で積極

的に質問などもしていた。一方で、入試の準備などで多忙な学生も多く、授業を休んでしま

い、修了に至らなかったケースもあった。対面授業の再開に伴い、登録者が大きく増えたこ

とも踏まえ、今後も、登録だけにとどまらず、コースを最後まで履修できるよう教師側がさ

らに動機付ける必要性が窺えた。 
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初級１ 

  

A クラス：金 瑜眞・片岡 さゆり・ハワード 文江 

B クラス：鈴木 恵理・藤井 明子・宮瀬 真理 

 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『大地１』（スリーエーネットワーク）の前半（L1～L12）を扱い、初級前半の文法項目の

定着ならびに「読む、書く、聞く、話す」の４技能をバランスよく伸ばすことを目指した。

授業は、月・水・金の週 3 回（1 回 105 分）で行った。文字については、ひらがなとカタカ

ナを導入した後、『にほんごチャレンジ N4-5 かんじ』（アスク）の L5 までの 50 字を、漢字

シートを配布して指導した。 

【授業の内容】 

 まず、新しい課に入る授業の前に、語彙クイズを満点が取れるまで受けるように学生に指

示し、語彙の定着を図った。授業では、文型の導入、基本練習、応用練習を実施し、口頭練

習を心掛けた。授業後には、「扉の会話」を元に作成した聴解課題の他、録音課題や漢字ク

イズを課し、聴解能力および発音・文字認知能力の向上を目指した。定期試験の前には、復

習プリントを使用した復習や副教材のリスニング問題集を使った練習などを実施した。学

期半ばには、課題の一環として、クラスや研究室など身近な友人へのインタビューを課し、

タスクシートにまとめた結果をクラスで発表させた。学期末には総復習として出身国の紹

介や旅行、趣味などに関する期末口頭発表を実施した。 

 

2. その他 

2022A1A2 からの対面授業再開に伴い、2023S1S2 も対面で授業を実施したことで、各学生

における学習の進捗や様子が把握しやすくなり、ゼロ初級において重要な仮名や基礎的な

漢字の書き方、学生の発音指導なども、問題なく行うことができたと考えられる。 

 

3. まとめ・今後の課題  

A クラス：学期開始時には 21 名が登録し、最終的に 10 名が修了した。修了した学生は、 

いずれもクイズや課題、定期試験を真面目にこなしていた。期末試験を受けたが、出席率が 

基準に満たず、修了できなかった学生や成績が修了レベルに至らなかった学生がいたこと 

から、出席率の管理や復習について引き続き注意していきたい。 

B クラス：学期開始時には 20 名が登録し、最終的に 12 名が修了した。学期開始前から呼

びかけた「かなカナの予習」をしてきた学生と、してこなかった学生の間で少しずつ理解の

差が開いた印象があったので、来学期は文字学習の徹底と各授業の復習を強く促していき

たい。 
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初級 2 

 

報告者：A クラス 金 瑜眞・中村 亜美 

B クラス 東平 福美・金 瑜眞 

   

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは週 2 回（1 コマ 105 分）の授業において『大地１』（スリーエーネットワー

ク）の後半（L13～L22）を 1 課 2 コマのペースで扱い、既習文法を確認しつつ、新しい文

法項目の定着ならびに運用力の向上を目指した。並行して、漢字学習として N5 レベルの漢

字（後半）60 字を導入した。 

【授業の内容】    

各課の初めに語彙クイズをオンラインで実施し、2 コマを使ってその課の文型の導入、基

本・応用練習、確認を行った。また、動詞の活用等については、文法クイズを実施し、定着

を図った。授業内ではコミュニケーション力の向上に力を入れ、聴解、読解、作文について

も課題を出し、学習を促した。並行して、漢字の導入、練習を授業内で行い、クイズを宿題

として受けさせた。学期半ばには、作文の課題をもとに口頭発表会を行った。学期末には、

当該コースで学んだ文型を盛り込み、それぞれのテーマで準備したスクリプトをもとに、

PPT を使用した期末口頭発表を実施した。 

 

2. その他 

 2022A1A2 からの対面授業再開に伴い、2023S1S2 も対面で授業を実施したことで、各学生

における学習の進捗や様子が把握しやすくなり、基礎漢字の書き方や学生の発音指導など

も、問題なく行うことができたと考えられる。 

 

3. まとめ・今後の課題 

A クラス：学期開始時には 16 名が登録し、最終的に 12 名が修了した。全体的に大人しい

学生が多く、授業内での発言などは少なかったが、授業内容をよく復習し、定期試験ではい

い点数を獲得した学生が多かった。引き続き、文法項目の定着を目指しながら、学生が積極

的に発言できる参加型の授業運営のために、工夫を進めたい。 

B クラス：学期開始時には 19 名が登録し、最終的に 14 名が修了した。非常にクラスの雰

囲気がよく、積極的に参加したため、教師側も学生の発話を増やすよう努めた。しかし、文

法の細かいミスなどが残る学生も一定数いたので、引き続き、基礎となる文法や語彙につい

て可能な限り復習を入れながら授業を進めたい。 
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インテンシブ初級Ⅱ  

 

報告者：猪狩美保・米谷章子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは、『大地 2 メインテキスト』、『大地 2 文型説明と翻訳』を使用し、基本的に

2 コマで 1 課を扱う形で進行した。漢字学習には『にほんごチャレンジ かんじ』を使用し、

日本語能力検定試験 N4 レベルの漢字を学習した。 

【授業の内容】 

 授業では、各課のはじめに語彙クイズを行った後、文型導入、基本練習、補助教材を使用

して応用練習、会話の練習などを行い、文型の定着を図った。また、各課の会話を用いた聴

解および会話練習を通して、学習事項の応用を目指した。課題として、「日本へ来てできる

ようになったこと、できなくなったこと」、「私の国にある有名なもの」など 4 つのテーマに

ついて作文練習を行った。漢字は意味と読み方に重点を置き、漢字学習を行った。さらに、

文型や「つかいましょう」から発展させ、話し合いやインタビュー活動、ディベートなど、

発展的な活動も適宜取り入れ実施した。 

 

2. その他  

 毎回、語彙クイズを行った。クイズは予習型で 1 課につき 1 回実施した。文法の活用クイ

ズは、各項目を導入・練習後、その次の回の授業で計 8 回行った。また、聴解課題、漢字課

題を定期的に課し、授業で不足しがちな聴解、漢字に関する活動を補った。また、期末口頭

発表への準備として、中間口頭発表を行った。学期末には、「３歳の子供に英語を習わせる

こと」、「高校生にアルバイトをさせること」など、各自が選んだテーマについて意見を述べ

る口頭発表を行った。発表で使用する表現、構成などを学んだ後、各自学習した文型・語彙

を使用しスクリプトを書き、スライドを作成した。教師は授業内で原稿やリハーサルのチェ

ックを行った。実際の発表では、準備した内容に基づいて順に発表し、質疑応答を通して意

見を述べ合い、話し合うことができた。 

 

 3. まとめ・今後の課題  

 基本的に 1 回 2 コマの授業で 1 課進み、週 2 回というスピードの速いコースではあるが、

どの学生も熱心に参加し、課題や発表などのクラス活動についても真摯に取り組んでいた。

ペアやグループでの活動においても、互いに学び合う雰囲気があり、最終的には 13 名の学

生が修了した。今後の課題としては、学生のニーズを的確に把握しつつ、毎回の授業におい

て、会話やディスカッション等の口頭練習をより多く取り入れるなど、さらにクラス活動の

工夫を進めていきたい。 
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初級 3  

 

報告者：A クラス 佐藤瑞恵・猪狩美保 

B クラス 東平福美・米谷章子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

本コースは、週 2 回（1コマ 105 分）展開のコースで『大地 2 メインテキスト』、『大地

2 文型説明と翻訳』を使用し、前半の L23～32 を扱った。漢字は、N4 レベルの単漢字 100 字

と漢字語彙を学習した。テキストの新出語彙は予習型とし、語彙クイズは各課の授業開始ま

でが提出期限とした。授業ではペア・グループワークを取り入れて学生の積極的な参加を促

した。また、学習の進捗状況に合わせた作文課題の提出、および文法クイズ、聴解課題、漢

字課題を行って学習事項の定着を図った。 

【授業の内容】 

 授業では、テキストの文型・表現を習得し、運用できるようになることを重視した。必要

に応じて、活用など既習の文法事項を復習しながら授業を進めた。学期末には、学習のまと

めとして口頭発表を行った。「日本に留学した理由」「日本で経験したこと」など各自がテ

ーマを選び、原稿作成・修正、PPT 作成、発表リハーサルなど段階的に準備を進めた。どの

学生も熱心に取り組んでいた。 

 

2. その他  

A・B クラスの 2 クラス編成で授業を実施したが、クラスのレベルや授業の進度・内容は

同じである。授業内では時間が限られる書く練習については、作文課題および漢字課題にお

いて、手書きによる課題作成を取り入れることによって補った。  

 

3. まとめ・今後の課題  

＜A クラス＞ 多様なバックグラウンドを持つ学生が集まり、クラス活動にも積極的に取り

組んでいた。修了者 10 名のうち 1名を除いて非漢字圏の学生だったが、漢字を含む日本語

の表記や文法に対しても大きな関心を持って、熱心に日本語学習に取り組む姿が見られた。

今後は、クラス活動や課題を通して、さらに学習事項を定着・応用させていけるよう考慮し

つつ進めていきたい。 

 

＜B クラス＞今学期の受講者は皆とても仲が良く、いつも楽しそうに積極的に授業に参加し

ていた。わからないことは解消できるまで教師に質問し、日本語が上手になりたいという姿

勢も強く感じられた。一方で、研究が忙しいなどの理由から途中から参加しなくなった学生

もいたので、今後は学生一人ひとりの継続学習や自律学習を促す授業作りが必要だと考え

る。 
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初級４ 

 

報告者：A クラス 佐藤瑞恵・猪狩美保 

 B クラス 東平福美・ハワード文江 

1.授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 本コースでは、『大地 2 メインテキスト』を主教材として使用し、L33～42 の初級後半

部分を授業範囲とした。文法項目と様々な言語表現やその背景知識を習得しながら、会

話・作文練習などの教室活動を通し、総合的な日本語能力の向上を目指した。また、N4 相

当の単漢字 100 字と対象漢字を含む語彙学習を行った。授業は、1）文型の導入・練習、

2）応用練習・会話練習、3）漢字導入・練習を中心に実施し、必要に応じて主教材の扉会

話を使った聴解練習や文型を応用した短作文の練習などを行った。 

【授業の内容】 

 各課の初めに学生が各自語彙を学習し、授業前の予習課題としてオンライン形式の語

彙クイズに取り組んだ。授業では、文型導入、基本・応用練習を行い、動詞の活用等につ

いては、受身形、使役形、尊敬動詞、謙譲動詞等の文法クイズを実施し、定着を図った。

授業内ではコミュニケーション力の向上に力を入れ、ペアワーク・グループ活動を積極的

に取り入れた。また、授業外において作文課題、聴解課題を課し、日本語の総合的な運用

能力の向上を目指した。並行して漢字の導入と練習、確認クイズを実施した。 

 

2. その他 

  学期末口頭発表は、学期を通しての学習内容を踏まえ、本コースで学習した文型を盛り

込み、意見文のスクリプトを作成し、PPT を使用したプレゼンテーションを実施した。授

業内でも段階的に準備を進め、発表時には活発な意見交換が見られた。初級 4 レベルは

A、B の 2 クラス編成で授業を行ったが、両クラスの学習内容、レベルは同一である。 

 

3. まとめ・今後の課題  

＜A クラス＞今学期の最終的な修了者は 5 名で、研究活動に忙しいなどの理由からコース

途中で出席が難しくなり、未修了となった学生も多かったが、授業に参加した学生はクラ

ス活動や課題に熱心に取り組んでいた。今後は多忙な学生への支援や、クラス内のコミュ

ニケーションをさらに活性化させるための工夫に取り組んでいきたい。 

＜B クラス＞今学期の最終的な修了者は 7 名で、皆とても真面目に学習に取り組んでいた。

一方、A クラスと同じような理由で未修了となった学生も多かった。本コースは中級レベ

ルへ進むための最後の初級コースとあって、学習意欲が高い真面目な履修者がほとんど

なので、できるだけ日本語学習を負担なく続けられるようにサポートしていきたい。 
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中級１ 総合  

 

報告者：A クラス 牛山和子・ハワード文江 

B クラス 内田あゆみ・中村亜美 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは『中級へ行こう 日本語の文型と表現 55』（スリーエーネットワーク、第 2

版）を使用し、全 10 課中 2 課から 9 課までを 1 課 3 コマ（1 コマ 105 分）で終える形で授

業を進めた。A・B クラス共 Google Classroom を使用し、授業と並行して自習用シート、ク

イズ、課題作文、期末口頭発表関連の課題シート、アンケート回答用の共有シートなどを配

信した。各課共通の配信物は、1)「漢字自習シート」、2)「語彙クイズ」、3)「（本文）内容

理解」クイズ、4）「漢字とことばの練習」クイズの 4 つである。1)は自習用のため評価には

入れず、各学生が自分のペースで学習を進められるシートとなっている。2)および 3)は予

習型、4)は復習型の課題で、いずれも締切日までは何度でも受けられる形にした。 

【授業の内容】 

 各課の 1回目の授業では、教科書の「扉のページ」などを使って、その課のトピックにつ

いて話し合い、次いで新しい文型・表現の前半を導入した。2 回目の授業は、その課の後半

の文型・表現の導入と練習を中心に進めたが、答え合わせなどではピアフィードバックなど

も取り入れ、クラスで学習する利点を生かせるよう、心掛けた。3 回目の授業では本文読解

の他、教科書にある文法や聴解のチェックシートなどを用い、その課の総まとめ的な活動を

行った。各授業では教科書の練習問題以外に、学習した表現を用いて短文を書くなど、アウ

トプット型の活動も取り入れ、授業を構成した。また、期末口頭発表は、アンケート作成・

実施、結果のまとめ、スライドの作成、クラスでの発表および質疑応答という流れで行い、

プロジェクト達成型の課題とした。 

2. その他  

 漢字学習の成果などを確認してもらうため、第 3 回目の授業では本文をルビなしで読む

練習も行った。 

3. まとめ・今後の課題  

＜A クラス＞ 

 熱心に授業に取り組む学生が多く、期末口頭発表もよく準備していた。コース修了者は 18

名中 10 名であったが、期末試験を受けたものの出席率の不足で未修了となった学生も 2 名

いた。来学期も 4 技能のバランスの取れた活動を心掛け、学生の学びを支援したい。 

＜B クラス＞ 

授業内の活動に積極的に参加し、クラスメートとのディスカッションなども活発だった。

コース修了者は 16 名中 11 名であった。教科書の練習問題などがやさしいという意見もあ

ったので、応用練習やインタラクティブな活動をさらに増やしていきたいと考えている。 
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中級１ 聴解 

 

報告者：内田あゆみ 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】  

 本コースでは、『＜テーマ別＞ 中級までに学ぶ日本語 初中級ブリッジ教材』（研究社）を

主教材として使用し、１課１コマのペースで進めた。主教材のテーマは主に「ゴミ問題」「水

資源」などの社会問題や「家族」「国際化」などの留学生にとって身近なもので、本コース

では本文の重要な部分を聞き取れるようになることに重きを置いた。また、『5 分でできる

にほんご音の聞きわけトレーニング』（スリーエーネットワーク）を副教材として使用し、

毎週 2～3 課進めることを自習とした。副教材では、日本語特有の細かい音の聞き分けに慣

れる練習をした。課題は週 5 日 10 分ずつ、主教材の本文音声を聞くこと、副教材の練習問

題をすること、NHK NEWS WEB EASY を聞くことのいずれかをし、リスニング記録をつ

けることであった。リスニング記録をつけながら、本文の大意を聞き取る問題、本文で使わ

れている語彙の事前学習、初級文法の復習問題にも取り組んでもらった。 

 

【授業の内容】 

 授業では、自習としていた副教材の問題から聞き取りにくい問題をいくつか取り上げ全

体で確認をした。次に、事前学習として課題で取り組んだ主教材の語彙と文法の問題のフィ

ードバックと本文の内容確認を行い、より細部の理解を深めるために追加の内容質問や穴

埋め問題、本文とは別の初めて聞く聴解問題などに取り組んだ。主教材の本文と聴解問題は

難易度が高いため、聞く前には本文のテーマについての背景知識を活性化させ、聞き取りの

目的を意識させ、問題の内容は学生のレベルに合わせて適宜調整した。また、学生同士で答

え合わせをしたり、分からなかった箇所を聞きあったり、聞いた内容に関連して学生が持っ

ている知識や情報を発表する時間を積極的に設けた。 

 

2. その他   

 副教材の内容から復習型でクイズを実施した。5 課毎に行い、学生の習得状況を確認した。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 コース修了者は 18 名中 13 名だった。意見交換やディスカッションを多く設けたため学

生の相互理解が深まり、明るく和気あいあいとした雰囲気であった。自習や課題が多いコー

スではあったと思うが、学生は積極的に学習に取り組んでいた。学期開始直後、初級よりも

格段に長くなり、スピードも速くなった聴解問題に圧倒されていた学生が多かったが、継続

的に聴解問題に取り組み、細かい音の聞き分けのトレーニングを重ね、ストラテジーも学ん

だことで、初級から中級への移行ができたのではないかと思う。 
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中級１ 会話  

 

報告者：金瑜眞・内田あゆみ 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】  

本コースは週 1 回の会話コースで、『会話に挑戦！中級前期からの日本語ロールプレイ』

（スリーエーネットワーク）を教科書として使用した。主にロールプレイによる会話練習を

中心として授業を行い、初級レベルで学習した文型・表現の口頭練習や日常生活場面におけ

る日本語を使った会話運用動力の向上を目指し、実践的な会話練習を行った。 

 

【授業の内容】  

教科書から「日にち変更の許可を求める」「医者に状況を説明する」「ゴミの出し方を注意

されて謝る」などの 10 課を選択し、授業で取り上げた。各授業の前に、新出語彙の意味と

読み方を学生が事前に調べる課題を課した。また、学期中 4 回、勉強した表現をもとに、オ

リジナルのスクリプトとその会話の録画ビデオも提出してもらい、会話の内容はもちろん、

実際の発話場面における発音、ジェスチャー、リアクションなども総合的にフィードバック

した。会話表現の指導においては、発話場面や相手と話者間の上下・親疎関係等による表現

の使い分け、日本社会の中で慣習的に好まれる相槌や非言語行動、発話意図に応じたイント

ネーションの区別等について練習を行った。また、各授業で 1～2 名の学生に「私の好きな

もの、好きなこと」というテーマで 3 分程度のショートスピーチをしてもらい、発表と質疑

応答を行った。 

 

2. その他 

 中間・期末試験は、学生同士で会話のペアを組み、ロールプレイの形式で会話試験を実施

した。授業で取り上げたロールカードの内容を一部改変したものを用意し、2 つのタスクを

演じてもらった。評価時には、流暢さ、適切さ（各課で取り上げた重要表現を適切に使用で

きているか）、正確さ（文法や言葉のミス）、敬語と普通形の使い分け、単音の発音とイント

ネーション、相手の発話に対する理解や反応等について評価し、フィードバックした。 

 

3. まとめ・今後の課題  

A クラス：登録者 18 名中、12 名が修了することができた。中には研究活動等で多忙になり

修了できなかった学生もいたが、修了者はいずれも非常に熱心に授業に参加していた。毎回

会話のパートナーを変えたことで、クラスメート全員が交流する機会も提供できた。 

B クラス：登録者 14 名中、9 名が修了することができた。学期後半は人数が減ったため、

発話機会が増え、適宜個別にフィードバックもすることができた。ショートスピーチも多岐

にわたる内容で、お互いのことをより知ることができ、学生から好評であった。 
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中級１ 専門読解  

 

報告者：猪狩美保 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本授業は、科学技術文の読解力を養成すること、その基礎的な専門語彙や表現、文型の使

い方を養成することを目的としている。授業までに、「イラスト動画」と「インタビュー動

画」を視聴し、内容クイズを受けること、本文の語彙を確認することを事前課題とし、授業

で習った文型を使って短作文を行うことを事後課題とした。授業では、提出された短作文の

フィードバックを行い、語彙クイズ、本文のテーマに関するディスカッション、文型・表現

練習、本文精読の順で行った。このように、反転授業を実施し、授業は読解内容およびテー

マに関するディスカッションを中心としたアクティブラーニングを行った。 

【授業の内容】 

 テキストは工学部広報誌（『Ttime!』）の記事に基づいた「人型ロボット：スムーズに動か

すためには？」「道路の渋滞予測：目的地へより早く！」（シラバス参照）など、理工学分野

のテーマの科学技術文を日本語教員がリライトしたものである。「イラスト動画」は、テキ

スト本文を分かりやすくイラストとして示し、音声付きで、内容スキーマを活性化する目的

で作成した。一方、「インタビュー動画」は、東京大学の専門家が研究内容やテーマをわか

りやすく解説したもので、テーマの理解を深めるために利用した。本授業は、受講者自身の

専門的な先行知識を利用し、予測しながら読み解く方法〈トップ・ダウン〉と、その後、語

彙や表現を正確に理解し、文、段落、テキスト全体へと理解を積み上げる（ボトム・アップ）

方法の 2 つの方法を使用し、読解力を養成した。 

 

2. その他 

 本文と動画は、東京大学における工学系全般の研究内容が網羅された当教室オリジナル

の教材で、中級１レベルから科学技術に関する読解文を読むことによって、学生の専門的な

読解スキルを養うと同時に、日本における研究生活支援のために作成したものである。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 受講した学生は事前課題と事後課題に熱心に取り組み、内容にも関心を持って読解授業

に参加していた。内容クイズや短作文の課題についても、根気よく丁寧に学習を進めている

様子が見られた。トピックによっては学生の専門外であったり、知ってはいるものの詳しい

情報までは未知である場合もあり、その場合にはクラス内でインターネットから情報を集

めたり、クラスで情報交換し合うなど、クラス全体で理解を深められるよう試みた。来学期

以降も、理解の助けとなるような情報収集とアップデートに努め、学生がスムーズに読解活

動を進められるよう支援していきたい。 
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中級 1 文章  

 

報告者：佐藤瑞恵 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースは教科書『おしゃべりしながら 書くことを楽しむ中級作文』（凡人社）を使い、

約 2 コマで 1 課を扱うコースである。中級レベルの文章を書く際に必要な知識、構成、表現

を学習するだけでなく、作文を書き始める前のウォーミングアップとして、クラスメートと

おしゃべりを楽しみ、そこから作文を書くという流れで授業を展開した。 

【授業の内容】 

授業の流れは以下である。まず、各課のテーマ(私を表す漢字、私のおすすめ、朝型か・

夜型か 等)について、ペアやグループになり、クラスメートとおしゃべりをしながら、様々

にアイデアを考える。その後、アウトラインやモデル作文の確認を行い、書き言葉の表現、

文法、構成上のポイントを学習する。授業内でアイデアや必要な知識を深めた後、作文課題

（学期前半は 350 字程度、後半には 450 字以内）を出し、次回の授業に持参し、ピアリー

ディング活動を実施する。 

ピアリーディング活動では自身が書いた作文を声に出してクラスメートに読んで聞かせ、

それに対し、質問やコメントを受ける。作文を読む際に読めない言葉がないよう、あらかじ

め読み方を調べてくるという指示も出している。作文課題は学期中 6 回で、ピアリーディ

ング活動後、教師が各人に対し作文のフィードバックを行った。 

 

2. その他  

従来、作文は「黙々と一人で書き、教師に間違いを直してもらうもの」という概念があっ

たのではないかと思われる。それに対し、本クラスは、クラスメートとともに取り組む時間

を多く設け、履修者同士が話し合いを重ねながら作文を書き上げるスタイルをとっている。

これらの活動を通し、他を尊重しながら様々な考えを包括できる姿勢を培いたいと考えて

いるが、履修者は非常に積極的に話し合いに参加し、非常に充実した様子が見受けられた。

作文の文量については、最初はおぼつかなかった履修者でも、学期の後半になると相当量が

書けるようになっており、作文力の向上が目に見える形となった。 

 

3. まとめ・今後の課題  

秋学期については学生ボランティアが 2 名参加し、履修者同士だけでなく、日本人の意

見も聞きながら作文について深めることができ、有意義な時間を与えることができた。春学

期についてはボランィアがいなかったため、留学生同士のみでのやりとりになったのが残

念であるが、それでも自身の作文を通し自己表現ができることは非常に有用な体験であろ

う。 
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中級 2 総合 

報告者：A クラス 牛山和子・宮瀬真理 

B クラス 大西由美・片岡さゆり

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

本コースではスリーエーネットワークの『中級を学ぼう 日本語の文型と表現 56 中級前

期（第 2 版）』を使用し、1 課を 2 回または 3 回(105 分×2)で扱う形で授業を進めた。A・

B クラス共 Google Classroom を使用し、予習型の課題として語彙クイズ、復習型の課題と

して、漢字クイズとリスニングクイズを配信した。いずれも課題達成型のクイズとし、締め

切り日までは何度でも繰り返し学習できる形で実施した。 

【授業の内容】 

各課の第 1 回目の授業では、その課のトピックについて日本語で話すことを目標に、教

科書の「扉のページ」などを用いてクラス全体やグループで自由に話し合ったり、意見交換

などを行ったりした。また本文の大意把握（内容理解）を初回の授業で行い、その課の新出

文型・表現の前半または 1/3 を学び、短文作成などを通してアウトプット活動も行った。2

回目以降の授業では、残りの学習項目を扱い、練習問題や短文作成などの産出活動を引き続

き行ったほか、時間が許す限り教科書にある「読もう」「聞こう」「書こう」「チェックシー

ト」なども扱った。また、作文、発表を通しての表現力向上にも重点を置き、1）「私の研究」

2）「私の町」3）「意見文」の 3 つを課題とした。これらの課題を通して、学生は 1.自分の

研究について専門的な語彙を用いて日本語で説明ができる、2. 中級 2 レベルの語彙・表現

を用いたプレゼンテーション用のスクリプトが作成できる、3. Discussion から得た考察を

もとに意見文が書ける、という 3 つの Can do の達成を目指した。 

2. その他 

上記の活動に加え、「ディスカッション」では、予めクラスでテーマを２つ決め、当日は

その 2 つのテーマに沿ってグループで話し合った。この活動では、言葉の学習だけでなく、

社会文化的な側面についての意見交換も行うことができ、モティベーションを高め、授業で

身に付けた語彙や表現を実際のコミュニケーションの場で使う機会となった。 

3. まとめ・今後の課題 

<A クラス>：10 名中 8 名が期末試験を受け、出席率の不足で未修了となった 1 名を除き 7

名が修了した。全体的に一人で集中して学ぶタイプの学生が多かったが、ディスカッション

では一人一人がよく発言し、意見交換も活発であった。来学期は可能な限りこうした産出型

の活動を増やし、語彙・文法・表現の知識をコミュニケーションに繋げる形を目指したい。 

<B クラス>：11 名中 8 名が期末試験を受け、出席率の不足で未修了となった 2 名を除き 6

名が修了した。非常に仲が良いクラスで、「私の町」の発表での質疑応答、ディスカッショ

ンなどの他、授業前後にもよく日本語で会話をしていた。また、既習の文型や語彙を活用し 

ようという姿勢も見られた。漢字の学習に関しては、非漢字圏の学生を中心に配慮したい。 
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中級２ 聴解  

 

報告者：片岡さゆり 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ聴解（中級）』（スリーエーネットワーク）

を使用し、15 課のうち 11 課を授業で扱った。このテキストは、講義、発表を聴く力を養う

教材であり、要点把握の正誤問題、内容質問、整理ノート作成、要約、スクリプトで構成さ

れている。授業では、聴く前にトピックについて知っていることを話し合う、関連資料を読

む、等の活動を行った後、テキストに沿って進めた。「内容質問」では、聞き取った情報を

小グループでシェアし、よりよい答え方を考える活動を取り入れた。 

毎回授業時に前回のスクリプトから出題するディクテーションクイズを行った。長音、濁

音、拗音、および語彙、文法表現が聞き取れているかを確認した。 

【授業の内容】 

 聴解のポイントとして、接続表現、文末表現に注意することを挙げ、内容を予測し、修正

しながら聴くことを意識化した。さらに聴き取ったことをまとめる、伝えるために次の 3 点

を目標とし、授業を行った。  

① 内容を聞き取るだけでなく、質問にふさわしい形式で答えられること 

  前述のとおり、ピア活動を行って的確な答え方を考え、クラスでシェアすることによっ

て記述での答え方、口頭での答え方を学んだ。 

 ② 項目を立て、箇条書きで内容をまとめることができること 

  研究発表のスライド制作の際にも必要な点である。クラスでは、まとめ方の提案が積極

的になされ、ことばの使い分けについて考える機会となった。 

 ③ 決められた字数で要約文を書くことができること 

    コースの前半は穴埋め問題に答えることによって要約文を作成し、後半では 150₋200

字で要約文を書く課題を実施し、添削指導を行った。 

  

2. その他  

 時間の許す限り、トピックに関連した動画視聴、意見交換を行った。また生活に役立つ聞

き取りとして地震、大雨のニュースを取り上げた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 学生にとって興味深いテーマが多く、積極的にクラス活動に取り組んでいた。今後も学習

意欲を高められるよう尽力したい。 
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中級２ 会話 

 

報告者：佐藤瑞恵・東平福美 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは、教科書『【新版】ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話』（凡人

社）を用い、教員は、各回履修者が実際に遭遇すると考えられる場面のロールプレイを 2〜

3 つ程度選び、指導した。教材は「タスク先行型」で、まず受講者がロールプレイをペアで

実践し、その後クラスメートに発表をした後、必要とされる表現・文型・語彙などの定着を

目指す活動（聴解やモデル会話のディクテーション)を行った。 

 

【授業の内容】 

 授業では、「隣人への苦情」、「遅刻の言い訳」、「映画やスポーツ」、「悩み相談」など、受

講者が身近に感じられるロールプレイを取り上げた。日本語独特のあいづちやオウム返し

などの使い方を指導するとともに、誤用の多い文末のイントネーションや終助詞なども重

ねて練習し、より自然な日本語の習得を目指した。また、状況に応じて丁寧な言い方とカジ

ュアルな言い方を使い分けられるように働きかけた。 

 

2. その他  

 中間・期末試験はロールプレイ会話試験を実施した。1 週間前にランダムでペアを決め、

当日は教員が選んだロールプレイを 2〜3 つ演じてもらい、評価した。試験の際は、授業で

実施したロールプレイの設定内容を一部変更し評価材料とした。定期試験以外には、1 学期

中に 3 つの課題（会話スクリプトの作成や会話の録音）と、パワーポイントを使った「自己

紹介」をしてもらい、合計 4 回の課題を実施することができた。 

 

3. まとめ・今後の課題 

A クラスはボランティアの日本人学生がおらず、全履修者に対する個別フィードバック

が不十分となり、履修者の中には不満を持った者がいた可能性もある。一方、B クラスは当

初は履修登録者が多かったものの、参加者が減り、かつベテランのボランティアの日本人学

生が 1 名入ったため、授業のサポートは十分だったと言え、毎回ロールプレイの前後で学生

同士の会話を楽しんでいる様子が見受けられた。 

今年度より新しい試みとして、一人ずつ自己紹介をしてもらったが、自己紹介により各人

の趣味や、生い立ち、生活環境が開示でき、学生同士の相互理解を深めることができた。会

話クラスにおいては、学生間、学生教師（ボランティア）間のインタラクションが欠かせな

い。今後も限られた授業時間内で、いかに相互理解やコミュニケーションを増やしていける

かが履修者に満足感、達成感を与える重要な鍵になってくるであろう。 
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中級２ 読解 

 

報告者：米谷章子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

本コースは『留学生のための読解トレーニング（読む力がアップする 15 のポイント）』

（凡人社）を教科書として使用し、読解ストラテジーを学習しながら様々なジャンルの文章

を読み、より高度な読解力を身につけることを目標に授業を行った。主に、１）クイズ、２）

トピックの導入および自由会話、３）語彙の確認、文法表現の学習、４）各課の読解ストラ

テジーの確認、練習問題、５）読み物を音読、６）全体で精読・内容確認、７）トピックに

ついてのディスカッション、の順序で進めた。更に、毎回最後の 10～15 分間は『レベル別

日本語多読ライブラリーにほんごよむよむ文庫』（アスク出版）とオンライン読み物（無料）

などから自由に選んで読み、多読授業を行った。 

【授業の内容】 

各課の読解ストラテジーを習得し、読解に応用することを目標とし、練習問題などを通し

て日本語で「読むこと」への認識を深めた。読み物のテーマは、「１人で外食すること」、「大

食い番組の是非」など、現代の日本社会における問題についての読み物が多く、受講者は大

変興味を持ち、ディスカッションでは活発な意見交換が行われた。トピックに関する意見を

書く宿題も課した。 

多読は、「簡単なものから」、「辞書を引かない」、「わからなくなったら飛ばす」、「進まな

くなったら他の本を読む」という４大ルールを説明し、これらのルールを守るように指導し、

授業外でも隙間時間に短い読み物を読むように促した。 

 

2. その他  

 授業最終日には、今学期中に読んだ本の読書記録から 1 冊選び、クラスで紹介する発表

会を設けた。活発に質問やコメントが出され、投票でチャンプ本も選出し、有意義な発表会

となった。今後も教室外でも少しずつ、日本語で読むことを継続するように促した。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 非漢字圏の受講生においては、漢字圏出身者と比べ読解により多くの労力が必要であり、

漢字の知識に差があったため、全体での語彙の確認に時間を要した。今後、語彙は事前学習

として宿題にし、授業内での活動やディスカッションをより円滑に進められるようにした

い。 

 教科書の練習問題や読み物は、語彙も文法も難しいと感じる受講者がいた一方、多読時間

で個人の興味やレベルに合った読書時間を設けることにより、満足度が高まったと思われ

る。 
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中級２ 文章 

 

報告者： ハワード 文江 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは『小論文への 12 のステップ』（スリーエーネットワーク）を主教材として用

い、１から 7 までを扱い、基本的に 1 回の授業で１課ずつ進めた。中間試験までは「１．表

記の仕方」「２．文体」「３．モードチェンジ 話し言葉から書き言葉へ」「４．正しい文の

構造」を扱い、正しい文章形式や文体、文構造を用いるための基礎力を付ける練習を行った。

中間試験以降はテキストの「５．文のつながり」「６．小論文によく使われる表現」「７．段

落」を扱い、文章の構成力を付ける練習を行った。 

【授業の内容】 

 毎回授業後に 400 字程度の作文課題を課し、次回の授業前までに Google Classroom を利

用し提出してもらうことで、授業時間内に確実にフィードバックができるようにした。学期

末クラスアンケートの学生からのコメントでも、タイムリーなフィードバックに対し好評

価を得ることができた。教員からの授業前のフィードバックは、添削記号を予め定め、誤り

の種類（例えば Pa 助詞、Vf 動詞の形、H 話し言葉なので書き言葉に、など）を指摘するの

みに止め、誤りの修正は学生自身ができる限り行えるように進めた。 

授業中に扱う基礎学習や練習問題は Excel シートをクラスワークファイルとして学生毎

のタブを用意した。タブには学生からは執筆終了、確認終了、教員からは添削修了の各色を

付けることとし、教員は執筆終了、確認終了の色に変わったタブから順に添削・コメントを

行うことで学生の待ち時間にロスが無い様に工夫した。 

 

2. その他  

本クラスは毎学期学生の力の差が大きいことが多く、練習問題が充実している教科書を

先学期より新たに選定し使用したが、力が弱い学生には練習問題を時間内に解くことが難

しいことも多かった。その為語彙力や文法力が充分な学生には苦戦している学生とペアを

組み行ってもらうことで、日本語の語彙を日本語で説明する練習や、文法の誤りを言語化す

る練習を加えるなど、手持無沙汰とならないような工夫を行った。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 今学期は新たな教科書を使用してから 2 学期目ということもあり、中級１文章で学んだ

「だ・である体」、話し言葉と書き言葉の違いなどを定着させる授業を進めることができた。

しかし次のレベルの中級 3 文章で扱われる比較的長い文章を書くための準備としての段落

構成の練習があまり充分であったとはいえず、来学期からはそのバランスを図っていくよ

うにしたい。 
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中級２専門語彙漢字 

 

報告者：中村亜美 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースは「理工学系話し言葉コーパス」の研究を応用実践したコースの一つである。 

日本語能力試験の旧 3,4 級レベルの単漢字をベースに、日常生活で使われる語彙のほか、研

究室内で話されているアカデミックな語彙や工学系分野に特有な語彙も学習する。 

 教材は、前任者作成の自主教材で「理工学系話し言葉コーパス」をもとに、７つの専攻（「化

学システム工学」「建築学」「社会基盤学」「情報理工・電子情報学」「電気系工学」「都市環

境工学」「都市計画」）に共通する頻出語彙を中心に旧 3 級レベルの漢字を 60 字程度選んだ

ものである。授業では漢字語彙の導入、意味や使い方の学習、短作文や会話文の作成と添削、

翌週のクイズ実施などを繰り返し、語彙の定着と運用能力の向上を図った。 

【授業の内容】 

1 コマの授業で 5 つの単漢字および、当該漢字を含む語彙を導入し、共起することばやゼ

ミで使う表現などを教員側が提示した。提示する際には、学生による例文の音読や意味の説

明を適宜行った。その後、学習者は漢字を使った用例を作成し、Google ドキュメント上に

書き込み、他の学習者と共有した。ペアで会話作成を行うこともあった。授業内で全ての学

習漢字の短作文を行うことは時間の都合で難しかったため、毎回タスクシートを課題とし提

出させた。また、タスクシートとは別に自宅学習用に解答付きの練習問題を配布した。 

 

2. その他  

 学期の後半に 1 コマを使い発表を行った。学習者は「私の専門」「私の趣味」「○○で知っ

た漢字（例：病院、ポスターなど）」の中から好きなテーマを 1 つ選び、日本語の授業外で

知った語彙、興味を持った部首、関連表現について発表した。今学期は、専門に関する発表

のほか、「相撲」や「妖怪」など趣味についての発表があり、活発な質疑応答が行われた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 漢字圏の学生 3 名、非漢字圏の学生 2 名というクラス構成で、授業中の短文作成や宿題

として課した会話作りなどに熱心に取り組んでいた。ターゲットの語彙を全て盛り込んだ

会話を作るなどの力作も見られ、学習者同士で学び合い、刺激を受けている様子だった。毎

週の漢字クイズや試験で高得点を取る学生がほとんどだったが、漢字圏と非漢字圏の学生

との差があり、非漢字圏の学生 1 名は S2 学期の受講を続けることができなかった。学期に

よって両者の差があまりない場合と今学期のように大きな差がある場合がある。「漢字が好

きで受講する」という学生と「漢字が苦手で受講する」という学生のニーズに応えられるよ

う、それぞれの学習をサポートできる教材、授業作りに努めていきたい。 
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中級３ 総合 

 

報告者： 猪狩美保・鈴木恵理 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは『中級を学ぼう 日本語の文型と表現 82 中級中期』（スリーエーネットワ

ーク）を使用し、全 10 課を１課 2.5 コマ（1 コマ 105 分）で扱いながら授業を進めた。し

ばらくオンライン（同期型）での授業形式が続いたが、昨年度後半からは対面授業に戻った。

対面授業に戻ったが、各課の語彙課題（予習型）と課末課題（復習型）は学生各自が締切日

までにオンライン上で課題をこなすこととした。ほかに学期中２回の作文課題と学期中１

回のスピーチも課した。授業に関係する連絡や課題の管理は Google Classroom を用い、学

生に対して細やかなサポートを心掛けた。 

【授業の内容】 

各課の１コマ目は、その課のトピックについてグループディスカッションなどを行い、学

習項目の前半部分の理解および練習、2 コマ目は、後半部分の学習項目の理解と練習、本文

読解、聴解という流れで行なった。いずれのコマでも学習項目は文型練習に留まらず、学生

が実際にその文型を使えるように、さまざまな応用練習も提示した。また教科書内の「読も

う」「「聞こう」「話そう」なども扱い、できるだけ総合的な活動を取り入れるように努めた。 

 

2. その他  

 一昨年度まで、この中級 3 総合コースは週 1 回展開であったため、時間的な制約上、教

科書全 10 課中、6 課までしか扱うことができない状況が続いてきた。しかし昨年度より週

2 回の授業展開となったことから、教科書の全課を扱うことができるようになった。加えて

一昨年度まで十分に扱うことができなかった聴解や読解の練習も充実させ、さらにスピー

チも導入して、より「総合」コースらしくなってきた。本コースは高度な日本語力を要求す

るため、予習や復習が欠かせないが、学期を通じて多くの履修者が高い出席率を維持し、最

後まで熱心に授業に参加していた。 

 

4. まとめ・今後の課題 

 週２展開になり全課を扱えるようになったとはいうものの、扱う内容（課）が増えたため

スケジュール的な余裕はなく、「復習」に時間を割くことは難しい現状がある。学生からも、

授業のスピードの速さやただ前に進み続けるスケジュールについて多少の不満や戸惑いの

声が聞こえてくる。本コースは全課扱うことを目指して週２展開になった経緯があるが、来

期以降は 1課分をプリント学習で補うことで、少しスケジュールに余裕をもたせ、より確実

に学生の日本語力をつけるべく「復習」の時間を作り、よりよいコース作りを目指したいと

と考えている。 
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中級３ 聴解  

 

報告者：藤井明子 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 『留学生のためのアカデミックジャパニーズ聴解（中上級）』（スリーエーネットワーク）

を使用し授業を行った。授業中のクイズ、3 回の課題、中間試験、期末試験を実施した。 

【授業の内容】 

 授業で扱った課は、第１、２、３、４、５、６、７、８、10、12、13、14 課であった。 

授業では、音声を聞き、教科書の質問に答えた後、要約練習を行った。質問や要約は、学習

者が自分の答えをまとめたあと、ペアで答え合わせを行い、よりよい答えを学習者同士で導

けるよう授業を行った。 

 クイズは、前回の授業で聞き取りが難しかった部分を中心に、内容的に似た文を聞いて、

答えを書いてもらうディクテーションを行った。暗記してきた文をそのまま答えることに

ならないようするためである。学習した語彙は使えるよう出題を工夫した。 

 

2. その他  

 授業外の課題として、教科書の第 9、11、15 課を使用した。課題シートの質問は教科書の

質問を少し変え、答えは学習者自身で考えなければならないようにしてある。 

 また、後半、授業参加者が減ったため、参加者に希望を聞き、学習者が勉強したいという

希望を取り入れて、学習者の専門分野の語彙を学習し、専門分野について日本語で話す練習

を行った。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 今回は、最後まで熱心に参加した学習者は 1 名だった。学期当初、単位習得希望だった

が、脱落してしまった学習者が複数いた。これは本当に残念だった。反面、学習者が 1 名に

なったおかげで、この学習者が本当に勉強したかったことを授業中扱うことができた。中級

３レベルでは、学術用語など学ぶことができないので、残念に思っていたということで、こ

の学習者は日本語の学術用語に触れる機会ができ、喜んでくれていた。学習者の専門分野の

話をいろいろ聞くことができ、教員にとっても新しい知識を学ぶことができ、楽しかった。 

 中級 3 レベルの聴解ということで、聞き取りさえできればいいのではないかと思って履

修する学生がいる。しかし、授業中には、答え合わせや意見交換など行う機会が多い。自分

の聞く・話すのレベルに本当にあっているかどうか、参加希望者に見極めさせることも重要

だと、改めて思った。 
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中級３ 会話  

 

報告者：大西由美 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは、教科書を用いずに対面で授業を行った。Google Classroom を使用し、課

題を出した。 

【授業の内容】 

 学期を通じて：毎回冒頭にて、グループでの 15 分程度のアイスブレーク活動を行った。

就職活動やインターンシップなどで実際に行われているものを取り入れた。 

 学期前半：ショートスピーチを行った。各自が好きなテーマで 3 分のスピーチを行った。 

また、大学で実際に経験する可能性が高い場面において、謝罪や交渉などを行う練習をし

た。敬語で目上の人と話す、くだけた話し方で友人と話す、という両方の練習を取り入れ

た。課題でロールプレイの会話を各自が作成した。中間試験では、このロールプレイ会話

をもとに、教師と 1 対 1 で会話を行った。ロールプレイにない発話を教師から行うと予

告してあり、それに対する回答や会話の進行などを評価した。 

 学期後半：ディベートを行った。ディベートのトピックをグループで提案し、全体でのト

ピックを決定した。スライドによるプレゼンテーションを行った。プレゼンテーションの

テーマは、ディベートのトピック、または採用されなかったトピックから、自分が意見を

言いたいものを選択した。期末試験では、上記のプレゼンテーションを行い、質疑応答も

評価に含めた。 

 

2. その他  

 ショートスピーチを行った。時間の制約のため、全体での発表の時間を授業内に設けず、

グループごとでの発表と相互評価、また録画による提出での教師のフィードバックを行っ

た。 

 

3. まとめ・今後の課題 

 人数が多く、これまでの全体での発表の形式では授業内に時間が確保できず、グループで

の発表や録画による評価などを行った。人数が多く困難があったものの、Google Classroom

の活用や相互評価などで、全員が発表できた。学期後半のディベートでは、各自の研究の都

合による欠席があり、そのため準備したメンバーで本番が行えず、苦労したグループもあっ

た。ボランティアの日本人の助けもあり、ディスカッションは実施できたが、準備回と本番

回を分けないなどの対応が必要である。 
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中級 3 専門読解 

 

報告者：猪狩美保 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースは東京大学工学部の広報誌『Ttime!』のインタビュー記事をもとに作成された読

解教材を使用し、科学技術日本語の読解力を養成することを目的としている。授業では、語

彙クイズ、読解内容に即したディスカッション、本文の精読、内容の確認、表現文法や語彙

の練習、本文に関連したウェブサイトの参照などを行った。また、コースの最後には学生自

身が『Ttime!』の中から記事を選び、内容に関する発表を行った。 

 

【授業の内容】 

 東京大学工学部の広報誌『Ttime!』の記事を元に作成された読解教材は、東京大学大学

院工学系研究科日本語教室の講師、あるいは過去に本授業を受講した学生が作成したもの

である。工学系の様々な分野の記事を読むことで工学系分野に関する語彙力と読解力を高

め、同時にその分野の知識を深めた。また、読解教材本文に加えて、各トピックに関連す

る最新の情報を幅広くクラスで共有し、内容を読み解くことで読む力をさらに伸ばし様々

な観点から深く考え、話し合う時間を取り入れた。 

 

2. その他  

 学生はクラスの参加前に事前学習として本文を読み、内容確認クイズを受けることとした。

語彙クイズは予習型で実施し、専門用語の定着を図った。学期末発表では、学生自身が関心

を持ったトピックについて、その記事の内容と興味深い点を紹介し、それに関して意見交換

を行った。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 受講した学生はどの学生も各トピックに大きな関心を持ち、熱心に読解活動に取り組ん

でいた。事前学習が必要なコースであるため、研究活動が忙しくなるとクラスへの参加が難

しくなるケースも見られたが、少人数のクラスであることを活かし、学生の理解度を確認し

つつ授業を進めた。クラス活動としてのディスカッションも活発に行われ、教材で取り上げ

られたトピックから、関連する研究やニュース、世界の様々な時事問題へと発展させて話し

合うことができた。現在、研究活動を行っている学生同士、また教員が互いに学び合う時間

となったことが非常に有意義であった。今後も最新の研究内容を取り入れつつ、より効果的

な読解学習となるよう授業内容を工夫していきたい。 
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中級３ 文章 

 

報告者：宮瀬 真理 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 『小論文への 12 のステップ』（スリーエーネットワーク）を主教材として使用し授業を行

った。当教室では中級２文章クラスでこの教材の１課から７課を扱っているため、当クラス

ではその後半の８課から 11 課を扱った。また昨年度まで主教材として用いていた、研究計

画書の作成を目的としたテキスト『大学・大学院 留学生の日本語②作文編』を補助教材と

して用い、大学で必要なレポートの書き方や研究計画書を書くための中級で必要な文章能

力を総合的に仕上げることを目標とした。また、目上の人に対するメール文の書き方を合わ

せて扱い、お願いのメール、お詫びのメールなど、改まったメールの書き方の習得も目指し

た。 

 

【授業の内容】 

 テキストに沿って、まず文法・表現を学び、練習問題や短文作成問題などを行った。短文

作成の後、自分の研究内容について、クラスで学んだ文法や表現を用い、文章作成を行った。

授業内の活動はスプレッドシートを用いた個別作業と、グループワークを適宜合わせて行

った。グループワークでは、お互いが書いたものを発表し合ったり、直し合ったり、内容に

ついて意見交換をし合ったりした。 

 400 字程度の作文を毎回課題とし、個別に添削・フィードバックした。また次の授業で誤

用について考えるなど全体フィードバックを行った。 

課題のやりとりには Google Classroom を使用した。 

 

2. その他  

 自動詞他動詞の使い方の間違いや、ねじれ文などの呼応の間違いも多く、文法の必要性を

感じた。文単位の文法にとどまらず、段落そして複段落という文章全体に関わる文法も扱っ

ていく必要がある。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 受講生のレベル差が大きく、グループワークやペアワークでうまくいかないときがあっ

た。文章作成という個別作業と全体活動をどう組み合わせていくことがベストか考えてい

きたい。 

 また、作文教育として ChatGPT など AI ツールの使用とどう向き合っていくかも大きな課

題である。評価も含めてシラバスを再考する必要があると感じた。 
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中級３-上級２ 多文化理解プロジェクト  

 

報告者：牛山和子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

本コースは、当教室のコースとしては、唯一、日本人学生も履修登録ができるコースであ

り、留学生と日本人学生が対話を通してお互いの文化を学び合い、国内にいながらにして異

文化交流を行い、異文化理解のみならず、自国の文化についても再発見をしていくことを目

標としている。また、地域社会への貢献という観点から春学期は小学校、秋学期は中学校を

訪問し、文化紹介や交流活動の枠でゲームや Discussion 活動などを行うこともプログラム

の一部となっている。本コースはコロナ禍のため 2020S1S2 から 2022S1S2 までの 2 年間は

不開講を余儀なくされたが、2022A1A2 から再び開講されることとなった。授業では毎回そ

の週のテーマを元にしたグループワークおよび Discussion を中心に進め、学生はその活動

内容をワークシートに記入して提出し、教師はフィードバックを添えて返却するという形

を取った。また Google スプレッドシートを用いて、グループ間の活動内容を共有した。 

【授業の内容】 

 授業には、留学生 11 名（中国 6 名、台湾 2 名、香港 1 名、イスラエル 1 名、アメリカ 1

名）と日本人学生 6 名(工学部 5 名、工学系研究科 1 名）が参加し、初回はオリエンテーシ

ョンを行い、2回目は異文化理解の枠組みとなる概念などを紹介した。3回目以降は「教育」、

「食文化」、「中学生が興味を持つ文化」などをテーマに Discussion を重ねて異文化理解を

深め、7 週目からは中学校訪問および当日の活動準備をはじめ、回目の授業に当たる月日に

大田区立矢口西小学校 3 年生（4 クラス、計 108 名）との交流活動を行った。 

当日は 4 つのグループが３年生の 4 つのクラスに分かれて、自分たちが用意した Power 

Point を使い、留学生は自国の、日本人学生は出身地の文化紹介を行い、異文化理解につな

がるゲーム、クイズなどを通して小学生との交流を深め、小学校訪問後は、当日の振り返り

と意見後根をクラスで行った。期末口頭試験は、「多文化理解プロジェクト」のプログラム

を通じてもっとも印象に残ったこと、というテーマで口頭発表をしてもらったが、どの発表

にも多くの気づきがあり、学生の視野の広がりを感じた。また、期末試験(期末レポート)に

おいても様々な考察がなされ、学生の異文化理解が認められた。 

2. その他  

 2023S1S2 においてはコロナ禍で交流が途絶えていた大田区立矢口西小学校の先生方に再

びご協力をいただき、対面での交流が実現した。ここに感謝の意を表したい。 

3. まとめ・今後の課題  

留学生と日本人が共に対等の立場で日本語を共通言語として活動するなかで得られる学

びは大きいと感じた。多忙などの理由で期末試験を受けられなかった学生もいたが、17 名

中 15 名が修了した。今後も学生の内なる異文化発見・交流につながる活動を続けたい。 
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上級１ 総合 

報告者：牛山和子・宮瀬真理 

１.授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 本コースでは、『留学生のための時代を読み解く上級日本語』（スリーエーネットワーク）

を用い、学生生活や日常生活を取り巻くさまざまな話題を取り上げ、教科書から 9 課を選ん

で授業を行った。各課を 2 回または 3 回（105 分×2 / ×3）で終えるペースで進め、授業で

は、日本語を通して日本社会や文化への理解を深めながら、上級レベルの 4 技能をバランス

よく身につけることを目標とした。また、テキストが比較的長いため、読解活動に偏らない

よう、ピアラーニング、アクティブラーニングを取り入れた学習を中心に据え、クラスメー

トと協働しながら、1)  語彙・表現力、2）読解力、3）聴解力 および 4）アカデミックプレ

ゼンテーションやアカデミックライティングの力が伸ばせるよう心掛けた。 

【授業の内容】 

各課の 1 回目の授業では、まずその課に関連する動画やインターネット記事などをクラ

スで紹介し、アイスブレーキングを兼ねて、感想などを話し合い、キーワードになる語彙な

どを確認した。次に本文前半に出てくる表現からいくつかを選び「表現シート」を配布し、

短文作成などを行った。また、教科書にある「話す練習」も適宜入れながら語彙や表現を練

習した。2 回目の授業では本文後半を扱い、「話す練習」も引き続き行った。また教科書の

語彙練習に幾分負荷を掛けたものを Form に入れ、授業を欠席した学生のフォローや定期試

験前の復習用として提示した。3 回目授業は、テキストの精読のほか、2 回目の授業までに

扱えなかった項目やグループディスカッションなどを行った。 

２.その他 

上級 1 総合はこれまで週 1 回の授業であったが、2023S1S2 より週 2 回展開となり、教科

書も新しいものに変えてのスタートとなった。新カリキュラムを作成するにあたり心掛け

たことの一つは、上級 2 総合への連携を見据えた日本語の語彙と表現力をつけること、ある

程度の長さの文章を理解し、内容を再構築できる力をつけることであった。またプレゼンテ

ーションにおいてもアカデミックプレゼンテーションを目指し、社会的なテーマについて、

上級レベルの語彙・表現を用いつつわかりやすくまとめ発表できることを目標とした。 

３.まとめ・今後の課題 

 クイズや中間試験などを受けた学生 23 名の内 13 名が期末試験を受け、出席率の不足で

修了に至らなかった 1 名を除き、12 名がコースを修了した。新しい教科書にあるテキスト

は全て生教材から取られており、文法や表現の面ではあまり難しくないものの、語彙のレベ

ルが高く、非漢字圏の学習者にとっては新出語彙と漢語の多さが負担になったのではない

かと思われる。それをフォローするために自習用シートなどを作成したが、授業のスピード

などとの関係で修了に至らなかった学生も数名いた。「上級の壁」の一つと言われる語彙を

効率的に増やし、産出が出来るレベルに持っていくための工夫を重ねていきたい。 
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上級１ 聴解  

 

報告者：藤井明子 

1. 授業の方法と内容 

【授業の方法】 

 『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ聴解（上級）』（スリーエーネットワーク）

を使用し授業を行った。授業中のクイズ、3 回の課題、中間試験、期末試験を実施した。 

【授業の内容】 

 授業で扱った課は、第１～14 課（第５、９、15 課を除く）であった。授業では、まずト

ピックについて知っていることを話し合った後、音声を聞き、教科書の質問に答えてもらっ

た。その後、ペアで答え合わせを行い、答えの内容だけでなく語彙・文法などについてもよ

りよい答えを考えてもらった。この際、教員からもフィードバックを行った。その後、要約

をまとめる練習を行った。要約も、学習者で答え合わせを行い、よりよい答えを学習者同士

で導けるよう授業を行った。 

 クイズは、前回の授業で聞き取りが難しかった部分を中心に、内容的に似た文を聞いて、

答えを書いてもらうディクテーションを行った。暗記してきた文をそのまま答えることに

ならないようするためである。学習した語彙は使えるよう出題を工夫した。 

 

2. その他  

 授業外の課題として、教科書の第 5、9、15 課を使用した。課題シートの質問は教科書の

質問を少し変え、答えは学習者自身で考えなければならないようしてある。 

 また、時間の余裕がある時には、最近のニュースや課の内容に関連したオンラインビデオ

など見て意見交換をしてもらった。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 参加者は大変熱心で、回を重ねるごとに、質問に対する答え方、要約の仕方が改善され、

学習の成果が見られた。また、ディクテーションも準備をしっかりしてくる学習者が多く、

高得点を取っていた者もいた。 

 反面、ペアワークが苦手で、答え合わせや意見交換でほとんど発言できない学習者もいた。

中国語母語話者ばかりで、男女比が偏っていたため、話しにくかった点もあったのかもしれ

ないが、残念だった。 

履修登録者は 6 名で、内、単位習得希望者 5 名が全員修了した。交換留学生も大学院生

も、同じような熱心さで参加できたので良かったと思う。 

 聴解ということで、聞き取りさえできればいいのではないかと思って履修する学生がい

る。しかし、授業中には、答え合わせや意見交換など行う機会が多い。自分の聞く・話すの

レベルに本当にあっているかどうか、参加希望者に見極めさせることも重要だと思った。 
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上級１ 会話 

 

報告者：内田あゆみ 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースでは、『日本語超級話者へのかけはし きちんと伝える技術と表現』（スリーエー 

ネットワーク）を使用し、やや複雑なコミュニケーションやインフォーマル表現を用いたス

ピーチ、相手の立場を尊重しながらも互いの立場の違いを理解していくやりとりを学び、超

級話者になることを目標とした。全 12 課のうち 1～9 課までを授業で扱い、1 課 1〜2 コ

マのペースで進めた。 

 

【授業の内容】 

授業では、教科書の内容に沿って、独話、ロールプレイ、ディスカッション、ディベート

など様々なスタイルの発話練習を行った。毎回、課のテーマに関する導入ディスカッション

の後、談話構成や語彙表現の確認を行い、実際にペアやグループで口頭表現の練習をし、最

後に数名に発表してもらった。授業後には、グループワークやペアワークをした相手に対す

るコメントを共有スプレッドシートに記入し、相互評価を行った。コメントは肯定的な感想

や具体的なアドバイスで、学生同士で学び合う姿が見られた。また、各授業で 1～2 名の学

生に最近の国内外のニュースについてショートスピーチをしてもらった。様々なニュースが

取り上げられ、スピーチをした学生はもちろん、スピーチを聞いた学生にも学びがあった。

ショートスピーチの後には発音、イントネーション、間のとり方などについて個別にフィー

ドバックを行い、より正確で自然なスピーチになるよう指導した。 

 

2. その他  

語彙クイズは予習型にし、オンラインで実施した。中間試験と期末試験ではテキストの既

習範囲を踏まえ、ロールプレイ形式の会話試験を実施した。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 本コースでは、教科書を中心に扱ったが、学生からは教科書を使用し、様々な語彙や擬態

語・慣用句などを身につけ、談話構成を学ぶことに対して好意的なコメントが多く聞かれた。

また、毎回異なる学生とペアワーク・グループワークをするようにしていたため、学生同士

の交流が深まり、明るく積極的な学習環境を作ることができた。今後の課題としては、発音

やイントネーションの指導である。学生ボランティアのサポートを得るなどをしてより多

くの個別指導をしたり、発音指導に特化した時間を設けたりするなどをして、更なる口頭能

力向上のために改善していきたい。 
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上級 1 読解  

 

報告者：金 瑜眞 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 上級 1 読解では、教科書として『改訂版大学・大学院 留学生の日本語③論文読解編』（ア

ルク）を使用し、授業を行った。受講生には、教科書の全 14 課のうち、10 課を扱い、1 回

の授業で 1 課のペースで上級レベルの読解文や論文読解の方法などについての学習と、短

編小説などの読み物を用いて、読解の練習をさせた。課題の配布、回収、及び授業に関する

連絡については Google Classroom を使用した。また、授業開始前の 5 分を使ってウォーム

アップとして 1～3 段落程度の軽い読み物の「速読クイズ」に取り組むよう指示した。 

 

【授業の内容】 

前半の 30 分で、エッセイや短編小説などの読み物を扱い、後半の 70 分で教科書を扱っ

た。読み物、教科書ともに予習を前提として進めた。受講生には、事前に本文の読解を行っ

た上で、分からない語彙があれば調べ、内容理解問題に取り組んでおくように伝えた。授業

では、内容理解問題の答え合わせと、知識の補足や本文の構造、内容を説明した後、新出の

文法や表現、読解スキルを一緒に確認するという形で進行した。授業の際には、まず、本文

を学生に音読してもらい、必要に合わせ、漢字の読み方、単音の発音、アクセント、イント

ネーションの指導を行った。中間試験と期末試験は、ともに教科書の文章に関する読解試験

を行った。また、示された論理展開の型に沿って約 800 字の作文課題を書くことを課した。 

 

2. その他  

 学期初めは、8 名の受講生が登録していたが、そのうち 4 名が修了することができた。修

了できなかった学生は、研究などが多忙で、最後まで履修できなかったと考えられる。修了

者はいずれも、大変真面目に授業に取り組み、授業外の読解問題の課題などにも積極的に取

り組んでいた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 今学期の受講生はいずれも、漢字圏の学生であったが、読解や発話能力には、学生間で差

があり、音読の時に、かかる時間にも差があった。時間がかかる学生には、事前に漢字の読

み方や読む練習をもっとしておくように注意したが、最後までなかなか定着が難しい学生

もいた。今後も引き続き、学生の読解、発話能力をよく観察し、事前学習を促していきたい

と考える。また、全体的に非常に真面目であるものの、ディスカッションには消極的な学生

が多かったため、より自発的な発話を引き出せるよう、ディスカッションのテーマを学生に

身近な話題にアレンジするなどの工夫を続けていきたい。 
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上級 1 文章 

 

報告者：藤井明子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 アカデミック・ジャパニーズ研究会編著『改訂版 大学・大学院留学生の日本語④ 論文

作成編』（アルク）を使用し授業を行った。タイピングで日本語の文章を書く練習を行った。

毎回の授業中に書く課題、授業外の課題、中間試験、期末試験を評価の対象とした。 

【授業の内容】 

 授業では、教科書の各課に書かれている論文の構成、表現の説明を読み、練習問題を行い、

その後、教科書の課題を使って短い文章を書いて提出してもらった。提出してもらった文章

にはすべてフィードバックを行った。授業外の課題では、教科書の課題のトピックを使って、

自分の専門の内容についてまとめてもらった。こちらにもフィードバックを行った。 

 教科書の後半部分は資料になっている。この資料を参考にして、日本語論文の表現が使え

るようになると、文章の質が向上する。今回の学習者はみな、それぞれのペースで教科書の

使い方をつかんでいけた。書き言葉への理解を深めることができ、日本語上級者らしい表現

を使うことが多少なりともできるようになった。 

 

2. その他  

 授業外の課題の提出物を振り返ると、上級１文章の授業以外でも日本語の文章を読む機

会が多い文系の学習者は非常に進歩したと感じた。一方、理系の学習者は、上級文章授業以

外で日本語の文章に接する機会が少なく、日本語の書き言葉の表現がどういうものかなか

なか習得できないようで残念だった。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 今回の参加者は４名とも、正規の大学院生で、授業やゼミも忙しかったと思うが、大変熱

心に参加していた。レベルも揃っており、それぞれ日本語の理解力も文章力もあったので、

ペアで学習し合う雰囲気もできていた。教科書の内容なども自分なりにまとめて、努力して

いた学習者もいた。書き言葉の習得は難しいので、少々弱音を吐いていた者もいたが、４名

とも無事修了した。 

 定期試験のスケジュールの確認がしっかりできていなかった学習者がおり、専任の先生

とご相談しながら、試験を実施した。また、学期中、コロナに感染し、欠席しなければなら

ず、出席率を心配しながら家で療養した学習者もいた。上級レベルであるが、スケジュール

管理は学期開始時にしっかり周知しておく必要があると改めて感じた。 
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上級２ 総合  

 

報告者：金 瑜眞 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 上級 2 総合では、自主教材である、読解教材 5 本、聴解教材 2 本を使用し授業を行った。

受講生には、読解教材と聴解教材を事前に配布し、読解と聴解問題に対し解答を提出させた。

授業中は答え合わせと発展課題に関する話し合いを行った。また、読解問題で扱ったテーマ

を発展させたディスカッションと、ディスカッションの結果を踏まえ作文を書く課題を課

した。ディスカッションの際には、3、4 名ずつのグループに分かれ、ディスカッションの

ための事前準備を行い、文献調査に基づくディスカッションを行ってもらった。 

 

【授業の内容】 

 授業では、読解および聴解教材の内容理解問題の答え合わせを行うとともに、関連する語

彙や文法表現についても紹介し、短作文の練習などを通して文型の定着を図った。読解およ

び聴解教材では、理工系の学生も関心が持てるよう、再生エネルギーや新産業など科学に関

わるテーマを中心に、その他、哲学的なテーマなどを含む多様なものを取り上げた。事前に

課題を提出してもらい個別にフィードバックを行うとともに、授業内でもクラス全体で再

度確認を行う形式をとった。聴解は TED や講義のオンラインビデオを使用し、上級 2 レベ

ルに相当する難易度で、まとまりのある内容を理解する練習を行った。 

 

2. その他  

 学生の中には、日常会話での日本語の発話には慣れているものの、フォーマルなディスカ

ッションで日常の話し言葉とアカデミック日本語が混在する例が見られた。しかし、教員か

らのフィードバックを受けながら、授業での話し合いやディスカッションを繰り返してい

くにつれ、アカデミック日本語の表現や話し方に慣れる様子が見受けられた。また、学期末

は、学術的な内容に関して自由発表を行ってもらったが、各自の専門分野について、他分野

の聞き手にも分かりやすい説明やスライドの作り方、出典の挙げ方など、アカデミックなプ

レゼンテーションについて練習することができたと考えられる。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 受講生の 7 名中、最終的に 6 名が修了することができた。出席していた学生は全体的に

非常にまじめに授業内外のタスクおよび課題に取り組んでいた。しかし、課題の趣旨をうま

く理解できず、最小限の分量のみを解答する例もあったので、各自の日本語力を向上させる

ために、必要なトレーニングであることを再認してもらえるように、続けて注意したい。 
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上級２ 会話  

 

報告者：片岡さゆり 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

  発表、ディスカッション活動の基礎力をすでに持つ学生を対象とし、習熟度を更に高める

ことを目標とした。テキストは用いず、スピーチ、グループディスカッション、パネルディ

スカッションの実践的学習を行った。学生は、基本的な枠組みの中で自主的にテーマを選定

し準備した。ディスカッション準備では、進行、意見調整などのプロセスを重視し、教師は

コミュニケーションの観点から適宜アドバイスを行った。学生は各活動を通して自らの課

題を認識し改善に努めるとともに、他者の意見を理解し、よい聞き手となることを目指した。 

【授業の内容】 

 活動とテーマは次の通りである。1）-②を中間試験、3）-②を期末試験とした。 

 質疑応答の時間に限りがあるため、スプレッドシートも活用し、議論の継続を計った。 

 １）スピーチ 

  ① 最近のニュースについて考えたこと 又は 留学生活の経験から考えたこと 

  ② Three Minute Thesis（研究分野について一般の人に紹介する） 

  ③ SDGs と研究   

  ④ 映画、ドラマ、アニメ、美術・音楽作品批評（社会文化テーマから見た作品批評） 

 ２）グループディスカッション 

  ① 環境問題とその対策、課題 

    ② 日本の少子化問題と外国人労働者の受け入れ 

  ③ LGBTQ＋と学校教育 

 ３）パネルディスカッション 

  ① 就職活動の現状と課題：留学生の立場から 

  ② 教育環境における ChatGPT   

 

 2. その他  

 発表の場では、周到な準備にもかかわらず、様々なハプニングに見舞われることがある。

クラス内ではできる限り経験を分かち合って学び、励まし合える場を提供したい。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 パネルディスカッションは初の試みであったが、各学生が発言しやすく、発言量に大きな

差を作らないこと、フロアの学生も発言機会を持つことなどから、評価できると思う。学生

にとっても新しい形式であったが、意欲的に取り組んでいた。  

ボランティア学生の参加が 1 回に留まったことが残念な点である。来期に期待したい。 
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上級 2 文章 

 

報告者：猪狩美保 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

 本コースは、上級１文章コースの修了者、日本語を 900 時間以上勉強した人を対象に、一

つのトピックについて先行研究を踏まえた上で、ある程度まとまった長さの論文を作成す

ることを目的としている。『大学生と留学生のための論文ワークブック』（くろしお出版）を

メインテキストとし、授業内では論文の構成や表現を確認・練習を行い、併せて各自のトピ

ックについて論文作成・推敲を行った。中間発表会、最終発表会を取り入れ、学生同士の意

見交換を行うことで、より客観的な視点から論文作成を行えるよう進めた。各学生は最終課

題として一つの論文を完成させ提出した。 

【授業の内容】 

 毎回の授業ではテキストに沿って、論文の構成や論文に必要な表現を幅広く学習し、練習

問題やタスクを行った。これにより既習の表現だけでなく、類似表現の様々なバリエーショ

ンや自分が意図した内容に合った的確な表現を使いこなせることを目指した。 

 最終的に論文としてまとめていくためのステップとして適宜課題を出し、各学生が授業

内外でスムーズに論文作成が進められるようにした。具体的にはトピックの選定、論文作成

のためのコンセプトマップの作成、アウトライン、序論、本論、結論の各章などを課題とし、

フィードバックを行った。各自の課題に加え、クラスでも中間発表会や互いに共有する機会

を取り入れ、意見交換を行った。また、最終日には論文を提出するとともに、最終報告会を

実施した。 

 

2. その他 

課題の提出やフィードバックは、Google Classroom を有効に活用し、各学生の論文の推

敲や添削を効率的に進めることができた。そのうえで、対面授業においては、学習事項や提

出物の個別フィードバックに関する質問についてクラスで共有し、一緒に検討するなど、対

面授業での学びも重視した。 

 

3. まとめ・今後の課題  

 自分が関心を持ったテーマについて先行研究を調べ、読み込み、最終的には一つの論文

に日本語でまとめる、という時間と労力が必要なコースであるため、専門の研究で多忙な

工学系の留学生には負担ではないかという懸念を持っていたが、実際には受講学生の日本

語能力の向上に対する動機は非常に高く、授業や課題にも熱心に取り組んでいた。今後も

工学系の留学生が日本語学習を意欲的に進めていけるようコース内容を充実させていきた

い。 
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上級 日本組織事情 

報告者：佐野理恵（文責）、古市由美子 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】 

本コースでは、就職やインターンのために必要な知識やスキル、ビジネスマナーを養うこ

とを目的に、S1S2 午前（2 限）に対面 A コース、午後（3 限）にオンライン B コース、 

計 2 コースを開講した。B コースは本郷キャンパス外で学ぶ留学生を主対象としたが、本

郷所属の学生でも受講目的と事情を確認の上、受講を許可した。日本での就業を志す留学生

が研究と就職活動を両立しながら状況に応じて対面／オンラインを選択できる体制をとっ

た。 

AB 両コースで同じ内容の講義と課題、評価テストを実施した。教材や資料は全てオリジ

ナルで作成し使用したが、留学生就職促進プログラム（CDIPs）のオンデマンド教材を各講

座の予習や復習ツールとして紹介した。また、就職活動中の個別の課題や悩みに関する相談

や特定企業を想定した指導等については授業外のキャリア相談で応じ、フォローを行った。 

【授業内容】 

授業内容は、就職活動の流れから始まり、エントリーシート（ES）の書き方、業界／企業

研究、面接練習、最後に敬語やビジネスマナー、メールの書き方などをテーマとした授業を

実施した。ES では、自己分析を通じて、職業と自身の強みや専門性を結び付けたキャリア

プランについて検討した。「自己 PR」「学生時代に力を入れたこと」をそれぞれ 400 字の課

題とした。業界／企業研究では、学生の発表を中間試験とし、業界／企業研究に基づいた 400

字の「志望動機」を課題とした。面接対策では「個人面接」「集団面接」「グループディスカ

ッション」の 3 種類の対策を目的に、ビデオ視聴やロールプレイング、ペアによるフィード

バックなどを取り入れた実践練習を行った。応募者としての練習だけでなく、面接官として

評価する視点も養った。B コースでは就活経験のある日本人学生が TA として面接授業のペ

アワークやグループワークのサポートに入ったことで、受講生の意見や視点が深まった。 

2. その他 

過去受講生より１コースあたり 4 名の内定者や OB・OG に依頼し、就職活動の進め方や

内定までの苦労、企業決定の理由、就活生へのアドバイスなどを中心に話題提供してもらう

講話会を実施した。受講生には事前に講話者のプロフィールを配布し、参加意識を高めても

らった。受講生から多くの質問があがっただけでなく、講話者の内定者や OB・OG からも

自らの就職活動やキャリアを振り返る良い機会となったと好評であった。 

3. まとめ・今後の課題  

S1S2 コースでは、受講生の日本語レベルや意識に差があり、学びたいことや習得したい

スキルが個々で異なった。ディスカッションやペア練習の組み合わせやテーマを配慮する

などの対応を図った。今後もクラス規模や受講生のニーズを見ながら内容や運営の工夫改

善に努めたい。 
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冬季日本語特別集中科目 1 

 

報告者：猪狩美保・劉 羅麟 

1. 授業の方法と内容  

【授業の方法】  

当コースは中級 1 レベル相当の集中コースとして開講し、中級の文型・語彙を用いなが

ら、実際に日本語を用いてコミュニケーションを行う運用力を養うことを目的とした。授業

では、日本語の運用力向上のための４技能について学習活動を行い、3 つのテーマに関する

インタビュータスクを課題とした。コースの最後には口頭発表を実施し、さらに発表の内容

についてまとめるレポートを課した。コース全体を通して日本の文化理解や、日本語による

コミュニケーションスキルを習得することを目指した。また、コースの前半にはコミュニケ

ーションを支える要素の一つとして、日本語の発音について学習する時間を授業内に設け、

日本語の発音の特徴や規則についても学習した。テキストは自主教材を用い、1 コマ(105 

分)の授業を計 8 コマ実施した。 

 

【授業の内容】 

 授業では主に「習い事」「習慣や制度の違い」「音楽」をテーマに、話す・聞く・読む練習

を行った。課題のインタビュータスクは、各テーマを学習した後に、日本人や周囲の人に尋

ねたい質問を作成し、授業時間外でインタビューを行い、その結果をまとめるという内容で

ある。インタビューの結果をタスクシートにまとめ提出するとともに、発展活動としてクラ

スでもその結果を共有することで学びを深めた。コースの最終回で実施した口頭発表では、

授業内で学習したテーマに関連する内容を各自選び、一人ずつ口頭発表を行った。それぞれ

インタビュータスクの結果や調べたことに基づいて、自分の意見をまとめ発表した。各発表

後には意見交換も活発に行われ、日本語で話し合う良い機会となっただけでなく、異なる意

見や文化・習慣に接して相互理解を深める貴重な場となった。 

 

2. その他 

 コース受講生のうち希望者には単位を付与した。またコース受講者にはマサチューセッ

ツ工科大学からの交換留学生 2 名が含まれていた。 

 

3. まとめ・今後の課題  

レギュラーコース修了後の期間に開講するため、コース内容を十分に検討する必要性や

受講者数への懸念があったが、中級 1 コースの復習として、またコミュニケーションスキ

ルの向上などインタラクティブな講義内容を目指し開講したところ、11 名の受講生が集ま

った。多様な背景を持つ受講生が、短期間ではあったがともに協力し合いながら学び合う様

子が見られた。今回の試みを基に、今後もより充実したコース展開を目指したい。 
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ビジターセッション＆日本事情 

 

 

報告者：牛山和子・早坂美和子 

 

1.活動の方法と内容 

【活動の方法】 

世界的なコロナ禍の影響を受け、対面での活動を中断していたビジターセッションも、

2022A1A2 より 2 回のイベント（着物体験、書道体験）と並行して対面での自由会話も 2 回

実施し、2023S1S2 においては対面で 3 回、オンラインで 4 回の自由会話セッションを設

け、書道ワークショップ、浴衣ワークショップなどイベントも 2 回開催した。自由会話セッ

ションでは、9 名のボランティア（秋山賢一氏、北林三枝子氏、小林桜子氏、篠崎いずみ氏、

田中勉氏、橋本冨美栄氏、松枝文恵氏、野城ゆうこ氏、山崎佳子氏）の方々にご協力をいた

だき、留学生（入門～上級レベル）と少人数での活発な自由会話が行われた。 

【活動の内容】 

対面セッションにおいては留学生のレベルに応じてグループ分けをし、ボランティアの

皆さんからの話題提供や留学生から出されたテーマをもとに日本語での会話を楽しんでも

らった。初級レベルの場合は、会話を続けることが難しい場合もあり、ボランティアの方々

の中には、会話のきっかけとなる自主教材を持参された方もいた。対面での自由会話に参加

した留学生は積極的に会話に参加し、90 分というセッションがあっという間に終わった感

があった。一方、オンラインでの自由会話には学期末ということ、また対面での会話を希望

する学生が多いこともあってか、参加者が少なかった。文化イベントに関しては、書道ワー

クショップ、浴衣ワークショップとも大変好評で、参加者募集のアナウンス開始からほどな

くして定員に達するほどであった。 

 

2.その他 

 浴衣ワークショップに関しては、ボランティアの方々が浴衣の着方などを留学生に指導

してくださり、和やかで楽しい文化イベントとなった。書道ワークショップは東京大学書道

研究会部員である工学系研究科修士 1 年生の石原由貴さんの指導の下、はじめて筆を持つ

留学生も楽しみつつ作品を仕上げ、充実した時間を過ごしていた。 

 

3.まとめ・今後の課題 

ビジターセッションは、ボランティアの方々のご協力による会話セッションと文化イベ

ントの 2 つを大きな柱として実施しており、この両輪の推進力を生かし、留学生の日本滞

在を豊かなものにしていきたいと願っている。末筆ながら、ビジターセッションを支えてく

ださる皆様に心より感謝の意を表したい。 
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チュートリアルセッション 

報告者：猪狩美保 

１．概要 

 日本語教室では、通常の授業では対応できない学習者それぞれのニーズに合わせ、教員が

個別指導を実施することで、自律学習を支援している。概要は以下の通りである。 

 目的：留学生の個別日本語学習支援 

 対象：工学系研究科日本語教室の授業を現在受講中または過去に受講していた学生 

 指導内容：日本語学習全般に関する支援 

 ・日本語学習方法アドバイス 

 ・既習事項の確認 

 ・日本語能力試験対策指導 

 ・研究計画書の添削 

 ・奨学金申請書類のサポート 等 

２．実績 

 2023 年度は 2023S2 学期および 2023A2 学期に開講した。実績は以下の通りである。 

 開講日時：2023S2（2023/6/7-2023/7/26）対面 

            2023A2（2023/11/29-2024/1/24）対面  ＊オンライン 1 件含む。 

   毎週水曜日 第 4 時限目（14:00-14:45／14:55-15:40） 

    時間：  1 回 45 分 

   利用件数：2023S2：12 件／2023A2：13 件  

＊申し込み後キャンセル S2：２件／A2：１件含む。 

    指導内容：2023S2／2023A2 

         日本語の学習方法相談・既習事項の復習  6 件／7 件 

      日本語能力試験対策  3 件／1 件 

日本語の会話練習  0 件／3 件 

         奨学金申請書類のサポート  1 件／1 件 

         研究計画書の添削  2 件／0 件 

         既習事項の復習  0 件／1 件 

                       

３．まとめ・今後の課題 

 学期の後半に14回という限られた期間であるが、S・A学期ともに学生からの申込が多く、

チュートリアルセッションに対する多様なニーズが確認できた。相談内容は日本語の学習

方法へのアドバイスや日本語能力試験の対策、会話練習の希望が多かった。セッションを続

ける中で、日本語の学習過程で学生が持つ困難な点について、教員も把握することができ、

教員・学生双方から見て意義があると感じられた。今後も学生の自立学習促進を支えていけ

るよう、継続して支援を続けていきたい。 
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2.5 受講者と修了者 

 

本章では、2023 年度に実施した S1S2、A1A2 学期の受講者と修了者について報告する。

まず年度別延べ数および実数の受講者数の推移（図 2）を提示する。グラフの動きからわか

るように、2011 年に統計を取り始めてから、次の 3 つの動きがあったと言える。 

1）2016 年までの段階的な受講者の増加は、主にカリキュラムの改善と日本語科目の単位

化の浸透によるものと考えられる。2）2017 年から 2019 年における受講者の減少（ピーク

時より約 150 名減）は、2017 年度から他研究科からの登録に対して定員制を設けたこと、

当教室の登録・管理システムである STAR（Student Tools for Access and Review）を都市工学

日本語教室及びシステム創成系日本語教室と共有し、受講者のバランスを図った結果と考

えられる。3）2020S1S2 から 2022S1S2 までの 6 学期はコロナ禍の影響を大きく受け、2020

年度は延べ数 188 名、実数 145 名の減少となった。しかし、受講者実数は 2021 年度にはコ

ロナ禍前の数値に近づき、その後も順調に増え、A1A2 より対面授業を開始した 2022 年度

は実数で過去最高の 806 名、2023 年度は、857 名と受講者数を伸ばした。 

 

 

図 2 年度別受講者数推移  

 

受講者が延べ数、実数ともに増加した背景には、コロナ禍の収束に加え、2020 年度に上
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級 2 レベルが新設され、6 レベル 30 コースから 7 レベル 33 コースになり、履修コースの選

択肢が増えたことも一因であると考える。 

 

2.5.1 S1S2 受講者 

1) 工学系研究科日本語教室受講者 

表 2 は、研究科別の各レベルの受講者の延べ数と実数である。 

 

表2 2023S1S2 研究科別・レベル別受講者数 （ ）内は単位申請者数 

*工学系研究科における初級は、複数レベルで構成されている。 
・初級I：入門、初級1、初級2、インテンシブ初級I ・初級II：初級3、初級4、インテンシブ初

級II 
*④ 全学交換留学生は、USTEP(University-wide Student Exchange Program)生とも呼ばれる。     

 

表の①から⑤までの合計を前年度と比較すると、中級2で受講者が減った以外は、延

べ数で85名、実数で59名の増加となった。また、コロナ禍の収束と共に、全学交換留学

生（USTEP生）が昨年度の3名（延べ数、実数とも）から延べ数で46名、実数で22名増

加した。 

工学系研究科について見ると、中級2レベルが25名減ったほかは、初級I（＋8名）、初

級II（＋13名）、中級1（＋1名）、中級3（＋9名）、上級1（4名）、上級2（±0）を合わせ

て、全体で20名増加した。 

 

次に身分別延べ数（図 3）について述べる。 

  

     レベル  

研究科 
初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級 1 中級 2 中級 3 上級 1  上級 2 

延べ 

合計 

実数 

合計 

① 工学系研究科 52 50 61 32 44 43 12 294(65) 233(61) 

② 情報理工学系 18 14 12 20 10 11 2 87(30) 70(29) 

③ 新領域研究科 1 2 10 1 6 2 1 23(10) 14(7) 

④ 全学交換留学生 6  4  5  8  8  8  10  49(45) 25(26) 

⑤ 他研究科 14 9 19 20 20 28 8 118(50) 82(39) 

合計①～⑤ 91 79 107 81 88 92 33 571(200) 424(162) 
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図 3 身分別受講者延べ数（USTEP：全学交換留学生） 

2023 年度 S1S2（延べ合計 571 名） 

 

2023 年度の身分別の受講生は、修士（44％）、博士（19％）となり、この 2 つを合わ

せると全受講生の 63％を占め、受講生は、例年通り、修士・博士の学生が多いことが

わかる。また、2 桁以上受講者が増えたのは、全学交換留学生（USTEP 生+46 名）、大

学院特別聴講学生（+36 名）、特別研究学生（+17 名）、インターンシップ教員等（＋19

名）であった。 

次に専攻別の延べ数（図 4）を見る。20231S2 において受講者数が多いのは、建築学、

機械工学、電気工学であるが、このうち 2022S1S2 で最も受講生が多かった電気系工学が

18 名減少した。建築学は 11 名、機械工学は 4 名の増加となった。このほか、昨年度と比

べ 5 名以上受講者が増えたのは、化学生命工学（＋10 名）、物理工学（＋9 名）、化学シス

テム工学（＋6 名）であった。なお、日本語科目が卒業要件単位になる 5 専攻を見ると、

航空宇宙工学（－3 名）、都市工学（±0）以外は、受講者が微増（1 名～4 名）した。 
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 図 4 専攻別受講者数 *印：日本語科目が卒業修了要件となる専攻科 

 

国籍別受講者数（表 3）に関しては、2022S1S2 のデータとの比較で、以下のことが

わかる。 

表3 国籍別・レベル別受講者 

 
レベル 

国籍 

初級 I 初級 II 中級 1 中級 2 中級 3 上級１ 上級 2 合計 

延べ数 
実数 

延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 

1 中国 38 28 39 50 35 56 23 269 212 

2 フランス 11 8 4 2 1 1 0 27 23 

3 台湾 0 1 12 10 8 9 6 46 20 

4 韓国 2 0 2 1 5 4 5 19 15 

5 ドイツ 8 2 2 1 3 0 0 16 14 

6 アメリカ 1 4 4 0 9 1 0 19 11 

7 位～56 位 

計 
31 36 44 17 27 21 0 175 129 

合計 91 79 107 81 88 92 33 571 424 

* 初級 I：入門、初級 1、初級 2、インテンシブ初級 I * 初級 II：初級 3、初級 4、インテンシブ初級 II 

 

1) 受講者の国籍は、まだコロナ禍にあった 2022S1S2 に比べ 14 カ国増え、56 カ国に

なった。また、受講者実数 1 名の国も 12 カ国から 21 カ国に増え、より多くの国から

留学生が来日していることがわかる。 
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2) 上位 6 カ国の内、中国、台湾は、2022S1S2 においても受講者数が 1 番目、3 番目

に多く、アメリカも 4 番目に受講者数が多かった。 

3) 前回上位 6 カ国に入っていたインド、シンガポール、カナダはそれぞれ、実数でイ

ンド、シンガポールは 7 名減、カナダは±0 名であった。 

4) 2022S1S2 と比して受講者実数が増え、上位 6 位までに入ったのは、フランス（＋

18 名）、韓国（＋8 名）、ドイツ（＋10 名）である。 

 

2）専攻日本語教室受講者  

表 4 は工学系内の専攻日本語教室の S1S2 の受講者である。 

 

表 4  S1S2 専攻日本語教室受講者数(実数) 

  レベル 

専攻 
初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級Ⅰ 中級 III 上級 計 

社会基盤学 9 19    28 

都市工学 都市工 1 工

学系 1 他 2 
都市工 8 工

学系 0 他 1 
   都市工 9 

工学系 1 
他 3  

システム 
創成系* 

  ｼｽ創 4 
工学系 4 他
2 

ｼｽ創 2 
工学系 4 他
4 

 ｼｽ創 5 
工学系７ 
他５ 

IME*   IME 1 
工学系 1・他 0 

IME 1 
工学系 4・
他 0 

IME 2 
工学系 5 
他 0 

*システム創成系中級Ⅰは複数コース受講者がいるため、合計は実数 

*IME 日本語教室は単位制なし 

 

2022S1S2 と比較すると、社会基盤学日本語教室は実数合計で 7 名増となったが、都市工

学日本語教室は 15 名減となった。これは、4 年ぶりの対面授業実施に当たり、それまで開

講していた中級１コースを不開講としたこととの関連もあると思われる。システム創成系

日本語教室は 2 名減、IME 日本語教室は 1 名減であった。 

 専攻日本語教室の 2023S1S2 における授業形態は、以下のとおりである。 

・社会基盤日本語教室：授業はオンライン、定期試験、作文指導、イベントは対面実施 

・都市工学日本語教室：コロナ禍の期間オンライン授業から全面対面授業へ 

・システム創成系日本語教室：対面・オンラインを同時に行うハイブリッド型 

・IME：オンライン型 

 

2.5.2 S1S2 修了者 

1) 工学系研究科日本語教室修了者 
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表 5 にあるように、修了者は延べ 366 名、実数 268 名、単位取得者は、延べ 181 名、

実数 144 名であった。実数で見ると受講者の修了率は 73％で、昨年度比 2％の増加とな

り、引き続き 7 割以上の学生がコース修了に至っている。 

 

 表 5 2023S1S2 研究科別・レベル別修了者 （ ）内は単位取得者 

 

2）専攻日本語教室修了者 

 専攻日本語教室の修了者数は、以下のとおりである。 

 

    表 6 専攻日本語教室修了者数（実数） （ ）内は単位取得者 

  レベル  

専攻 
初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級Ⅰ 中級 III 上級 計 

社会基盤学 7(7)  19(19)    26(26) 

都市工学 都市工
1(0) 
工学系
1(0) 
他 1(1) 

都市工
6(2) 
工学系
0(0) 
他 0(0) 

   都市工 7(2) 
工学系 1(0) 
他 1(1)  

システム 
創成系* 

  ｼｽ創 3(1) 
工学系 3(0) 
他 2(2) 

ｼｽ創 2(2) 
工学系 3(0) 
他 3(1) 

 ｼｽ創 4(3) 
工学系 5(0) 
他 4(2) 

IME   IME 1 
工学系工 0・他 0 

IME 1 
工学系 2 
他 0 

IME 2 
工学系 2 
他 0 

*システム創成系中級Ⅰは複数コース修了者がいるため、合計は実数 

 

社会基盤学専攻日本語教室は、専攻の学生のみを受け入れており、初級Ⅰと初級Ⅱが修了

すると、修了要件の単位として 2 単位が付与される。昨年度は 20 名、今年度は 26 名が

登録し、全員が単位を取得している。都市工学専攻とシステム創成系専攻日本語教室は、

    レベル 

研究科 

初級 

Ⅰ 

初級

Ⅱ 

中級

1 

中級

2 

中級

3 

上級

1  

上級

2 

延べ 

合計 

実数 

合計 

① 工学系研究科 32 22 37 23 23 24 4 165(56) 127(52) 

② 情報理工学系 14 9 7 18 4 5 2 59(27) 48(26) 

③ 新領域研究科 0 0 7 0 3 2 1 13(7) 7(5) 

④ 全学交換留学

生 
3 4 5 7 8 8 9 44(43) 22(21) 

⑤ 他研究科 12 5 13 8 16 23 8 85(48) 64(40) 

合計①～⑤ 61 40 69 56 54 62 24 366(181) 268(144) 
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他専攻の学生も受け入れており、工学系、他専攻を合わせた修了率は、都市工学専攻

日本語教室が 69％（受講者実数 13 名）、システム創成学日本語教室が 76％（受講

者実数 17 名）であった。 

 

2.5.3 A1A2 受講者 

1）工学系研究科日本語教室受講者   

A1A2 の受講生は、７レベル、33 コース中、延べ数 561 名、実数 433 名であった。 

 

       表 7 A1A2 研究科別・レベル別受講者数  （ ）単位申請者 

*工学系研究科における初級は、複数レベルで構成されている。 
・初級I：入門、初級1、初級2、インテンシブ初級I ・初級II：初級3、初級4、インテンシブ初

級II 
*④ 全学交換留学生は、USTEP（University-wide Student Exchange Program）生とも呼ばれる。 
*全学交換留学生（USTEP）は、2023A1A2より、グローバル教育センター日本語教育部門（日

本語教育センター）所属となった。 
 

昨年度の A1A2 と比較すると、受講生数は延べ数で 22 名、実数で 8 名減少した。受

講生の所属別で見ると、昨年度と比較して受講者（実数）が増えたのは、全学交換留

学生（USTEP 生 31 名→42 名）と他研究科（63 名→87 名）で、この２つを合わせると

延べ数（172 名）で全体の 31%、実数（129 名）で全受講者の 30％を占める。 

なお、当教室におけるレベル別の受講者は、2019 年度より中級レベルの学習者が多

い傾向にあるが、2022A1A2 では、初級 1～2 の受講者が前年度より 55 名増加し、200

名となった。2023A1A2 も同様に、202 名であった3。中級 1～3 は 255 名で、前年比 10

名減となったが、受講者全体に占める割合は 45％と引き続き高い。 

  

 
3 初級コースは、登録締め切り前に定員に達する傾向があり、インテンシブ初級 I、II や初級１、2 は早く

から定員に達することが多い。初級１は 2023A1A2 も 2 セクションを 3 セクションに増やして対応した。 

     レベル  

研究科 

初級 

Ⅰ 

初級 

Ⅱ 

中級

1 

中級

2 

中級 

3 

上級

1 

上級

2 

延べ数 

合計 

実数 

合計 

① 工学系研究科 72 42 37 48 38 33 3 273(60) 218(55) 

② 情報理工学系 21 9 9 12 23 12 5 91(42) 70(35) 

③ 新領域研究科 2 2 4 2 8 6 1 25(15) 16(9) 

④ 全学交換留学

生 
22 3 2 2 13 6 4 52(48) 42(38) 

⑤ 他研究科 16 13 18 14 25 27 7 120(46) 87(39) 

合計①～⑤ 133(56) 69(32) 70(15) 78(15) 107(40) 84(40) 20(13) 561(211) 433(176) 
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身分別（図5）では、2023年度A1A2も昨年同様、修士（235名）が最も多く、次いで

博士（122名）であった。博士課程の受講生は、2022A1A2で前年比63名減となったが、

2023A1A2では昨年度の81％に当たる数値となった。 

なお、2023S1S2（図3）においては、身分別の受講者数の割合が前年度と大きく変わ

ったが、2022A1A2と2023A1A2は、ほぼ同様の順位、受講者数となった。 

 

  

 図5 身分別受講者延べ数（USTEP：全学交換留学生） 

2023年度A1A2（延べ合計 561名） 

 

専攻別学生数は、図 6 が示すように、18 専攻中 17 の専攻からの受講があった4。 

 

 

 

  

 
4 原子力専攻は研究所がつくば市にあり、そこを研究拠点とする学生は、本郷キャンパスで行われる対面

授業に出席することが極めて難しい。 
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図 6 専攻別受講者数 * 枠囲み: 日本語科目が卒業修了要件となる専攻科 

 

最も受講者が多かったのは建築学（48 名→52 名）で、2023A1A2 より 4 名増加した。

次いで機械工学（55 名→46 名）、電気系工学（49 名→25 名）となっているが、電気系

工学は減少傾向がみられる。その他、8 つの専攻で受講者数が 1～9 名減っている。逆

に受講者数が増えたのは、マテリアル工学（11 名→18 名)、物理工学（10 名→15 名）、

化学システム工学（9 名→11 名）、化学生命工学（5 名→9 名）など、7 専攻であった。 

なお、機械工学、マテリアル工学、航空宇宙工学、都市工学、先端学際工学の 5 専

攻で日本語科目の単位が修了要件として認められている。機械工学においては約 46％

（46 名中 21 名）の学生が単位取得を希望しているが、その他の専攻に関しては、単位

希望者数は必ずしも多くはない。 

次に受講者の国籍について述べる。 

 

表 8 国籍別・レベル別受講者 

 
レベル 
国籍 

初級 I 初級 II 中級 1 中級 2 中級 3 上級 1 上級 2 合計 
延べ数 

実数 
延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 延べ数 

1 中国 36 29 27 38 64 49 12 255 194 

2 フランス 20 8 11 3 1 1 0 44 39 

3 ドイツ 16 5 3 0 5 1 0 30 26 

4 台湾 1 1 4 6 13 8 4 37 21 

5 韓国  1 3 0 3 4 6 2 19 16 

6 インド 7 2 0 3 2 0 0 14 12 

7 位～57 位計 15 4 0 8 0 3 0 30 25 

合計 124 76 107 88 70 86 32 583 441 
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1. 受講者の国籍は 2022A1A2 に比べ 5 カ国、2023A1A2 より１カ国増え、57 カ国とな

った。 

2. 上位 6 カ国の内、中国、フランス、ドイツ、台湾は、2022A1A2 においても受講者数

が 1 番目、2 番目、4 番目、3 番目に多かった。また、2023S1S2 と比べると、インド以

外は上位 5 位までに入っており、2023 年度はこの 4 カ国が実数で全受講生の 63％を占

めている。 

3. 韓国は 2023S1S2（延べ 19 名、実数 16 名）に続き 5 番目に受講者が多く、2022A1A2

に 6 番目に受講者が多かったインド（延べ 15 名、実数 13 名）がほぼ同数で 6 番目に受

講者が多い国となった。 

 

2）専攻日本語教室受講者 

表 9 の数値を 2022A1A2 と比較すると、社会基盤学日本語教室は実数で 3 名増加（29

名→32 名）し、単位もほぼ全員が取得している。都市工学日本語教室（40 名→13 名）

とシステム日本語教室（20 名→12 名）は、前年度から受講者数が減少した。唯一夜間

の授業をオンラインで提供している IME の受講者も昨年の 14 名から 6 名に減少してお

り、S1S2 学期同様、受講者の減少が見られる。 

 

   表 9  A1A2 専攻日本語教室受講者数（実数）  （）内は単位希望者 

専攻 初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級 上級 合計 

社会基盤学 21(19） 11(11)   32(30) 

都市工学 都市工 2 
工学系 5･他 3 

都市工 3 
工学系 0･他 0 

  

5(3) 
5(4) 
3(2) 

5 2(1) 5(4) 3(2) 3(2) 0(0) 0(0) 
 

システム 
創成系 

ｼｽ創 2 
工学系 1･他 1 

  ｼｽ創 3 
工学系 6･他 0 

 

5(1) 
7(0) 
1(1) 2(4) 1(0) 1(1) 1(0) 4(0) 1(0) 3(0) 6(0) 0(0) 

IME * 
  

IME 1 
工学系 0･他 0  

IME 5 
工学系 0･他 0 
  

   6 
   0 

0 

* IME 日本語教室は単位制なし 

 

2.5.4 A1A2 修了者 

１）工学系研究科日本語教室修了者 

表10にあるように、2023A1A2の工学系日本語教室全体の修了者は、延べ393名、実数310

名、単位取得者は延べ208名、実数182名であった。 
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        表10 研究科別・レベル別修了者  （ ）は単位取得学生数 

    レベル 

研究科 

初級 

I 

初級

II 

中級

1 

中級

2 

中級

3 

上級

１ 

上級 

２ 

延べ 

合計 
実数合計 

① 工学系研究科 43 31 21 29 27 17 2 170(63) 137(62) 

②情報理工学系 12 6 5 10 20 8 4 65(39) 54(36) 

③新領域研究科 2 1 3 2 3 5 1 17(10) 13(8) 

④全学交換留生 25  1  5  3  19  8  4 65(56) 48(42) 

⑤他研究科 9 4 14 4 19 19 7 76(40) 58(34) 

合計①～⑤ 91(67) 43(25) 48(15) 48(13) 88(39) 57(36) 18(13) 393(208) 310(182) 

 

実数で見ると、受講者実数（表8. 441名）に対する修了者実数の割合は、統計を取り始めて

から最高値であった2021A1A2 （オンライン授業)の80％には及ばないものの、修了率は70％に

達している。また、単位取得率は延べ数（52％→53％）、実数（53％→59％）で、共に2022A1A2

より高い数値となった。学生の専攻別の実数で見てみると、工学系（43％→45％）、情報理工

学系（66％→67％）、新領域研究科（60％→62％）、他研究科（55％→55％）、全学交換留学生

（92%→88％）であった。 

 

2）専攻日本語教室 

 表 11 A1A2 専攻日本語教室修了者(実数) （ ）内は単位取得者 

専攻 初級Ⅰ 初級Ⅱ 中級 上級 合計 

社会基盤学 19(18) 11(11)   30(29) 

都市工学 

都市工 2(1) 
工学系 5(4)・他
2(2) 

都市工 2(2) 
工学系 0(0)・
他 0(0) 

   11 (9) 

9(7) 2(2 )  

システム 
創成系 

ｼｽ創 3(1) 
工学系 1(0)・他
2(1) 

ｼｽ創 0(0) 
工学系 0(0)･他
1(0) 

ｼｽ創 2(0) 
工学系 4(0)･他
0(0) 

 ※10(2) 

6(2) 1(0) 6(0) 

IME※2   
IME 1 工学

系 0 他 0 

IME 5 
工学系

0 他 0 
*6 

※システム創成系の初級は複数コースの修了者有り。合計は実人数 

 

2023A1A2 専攻日本語教室の修了者数（実数）は、社会基盤学日本語教室（26 名→30

名）を除き、都市工学日本語教室で 24 名、システム創成系日本語教室と IME 日本語教室

でそれぞれ 8 名の減少が見られた。都市工学日本語教室は 2023S1S２同様、中級コースを
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不開講としたことも影響していると見られるが、コロナ禍が収束したとみられる現在、学

生の活動の範囲が広がり、専門外の対面の授業に通いきれない学生や、学期途中で研究室

の定期ミーティングの曜日が変更になるなど、本人の学習意欲とは別に、継続して出席す

ることが困難な学生も増えているのではないだろうか。忙しい学生たちをいかにサポート

していくか、この点は、当教室においても、これまで以上に検討していく必要があると考

えている。 

 

2.6 日本語教室のコース評価 

 

日本語教室では、2013 年度冬学期よりコース評価を学期末に実施している。2023 年度

A1A2 学期は、下記のとおり実施した。 

2.6.1 2023 年度 A1A2 学期コース評価概要 

実施期間 ：2023 年 1 月 4 日～2023 年 1 月 31 日 

対象者 ：日本語教室在籍の研究生、修士、博士、研究員、交換留学生、配偶者 

回答者 ：計 271 名（初級 102 名・中級5102 名・上級 56 名）6 

実施言語 ：英語・日本語 

質問項目 ： 

1. 回答者身分 

2. コースの目標は明確だった 

3. 授業のスピードは適切だった 

4. 講義内容は分かりやすかった 

5. 授業の課題の量はどうだったか 

6. 担当教員は熱意を持って授業を行っていた 

7. 当該コースの授業を受けて学習意欲が高まった 

8. 当該コースの内容は自分にとって将来、役に立つと思う 

9. 当該コースの予習・復習に毎週どのぐらい時間を使ったか 

10. 当該コースに出てできるようになったこと 

11. 当該コースについての自由記述（受講生数、テスト、クイズ、課題など印象に残

ったこと） 

12. 現在のカリキュラムにはないが、どんな新しいコースがあるといいか 

 

回答方法 ：上述の質問 1、5、9 は、それぞれ選択肢を設けた。 

10、11、12 は自由記述形式で回答を求めた。それ以外は「1. まったく思わない、2. あま

 
5 「多文化理解プロジェクト」は中級 3～上級 1 を対象としているが、2023A1A2 学期において上級１レ

ベルの受講生が多かったため、コース評価では上級としてカウントした。 
6 そのほか、ビジターセッションから 11 名の回答があった。 
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り思わない、3. そう思う、4. 強くそう思う」の 4 件法で回答を求めた。 

 

2.6.2 結果の概要 

 以下では、(1) 授業と教師に対する評価、(2) 受講生の学び、(3) 受講生のニーズ、の三

つについて、全体の傾向と初級・中級・上級別の傾向に着目して結果を報告する。 

(1) 授業と教師に対する評価 

まず、四件法で回答を求めた質問 2～6（5 を除く）の結果について述べる。前述したと

おり、1 は「まったく思わない」、4 は「強くそう思う」であるため、表 12 から全レベル

において受講生が高い評価をしていることがわかる。特に質問 6 の平均値が高く、本教室

の教員が熱意を持って授業に臨んでいると受講生に高く評価されている。各レベルを比較

すると、僅差ではあるが、初級はコース目標の明確さ、中級は担当教員の熱意、上級は講

義内容のわかりやすさの評価が高い。 

 

表 12 授業や教師に対する評価のレベル別の平均値 

質問 

 

 

レベル 

質問 2 

コースの目標は

明確だった 

質問 3 

授業のスピード

は適切だった 

質問 4 

講義内容は分か

りやすかった 

質問 6 

担当教員は熱意

を持って授業を

行っていた 

四項目 

の平均 

初級 3.67 3.41 3.46 3.75 3.57 

中級 3.65 3.52 3.58 3.78 3.63 

上級 3.64 3.55 3.68 3.75 3.66 

平均 3.65 3.48 3.55 3.77 3.61 

 

次に、質問 5「授業の課題の量はどうだったか」の結果について述べる。図 7 のように、

「多すぎる」という意見が比較的多いのは初級だが、9.80%にとどまっている。初級では、

受講生が日本語学習の基礎をきちんと築けるよう、語彙クイズ・漢字クイズ・聴解クイズ・

作文課題を設けている。総じて、どのレベルも「適切である」という意見がほとんどである

ため、多忙な工学系の学生に過度な負担を与えない程度で、学習をサポートできる適切な量

になっていると考えられる。 
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図 7 課題の量に対する回答 

 

最後に、質問 9 「当該コースの予習・復習に毎週どのぐらい時間を使ったか」の結果につ

いて述べる。図 8 のように、どのレベルにおいても「1～2 時間」という回答が最多である。

一方で、中級・上級と比べ、初級では「3～5 時間」（13.73%）ないし「5 時間以上」（4.90%）

という回答の割合が高い。これは、前述したように、予習として語彙クイズ、復習として漢

字クイズや聴解クイズを設けていることが関係している。特に、初級の中でも初心者向けの

初級 1 ・インテンシブⅠ ・入門の三コースでは、ひらがなとカタカナの読み書きを学習する必

要がある。そのため、初級の受講生は中級・上級よりも長い時間を予習・復習にかけている

と考えられる。 

 

図 8 予習・復習の時間に対する回答 

 

(2) 受講生の学び 

まず、四件法で回答を求めた質問 7 と 8 の結果について述べる。表 13 のように、どのレ

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

100.00%

多すぎる 適切である 少ない 課題がない

初級
中級
上級

0.00%

10.00%

20.00%

30.00%

40.00%

50.00%

60.00%

全くせず 1時間未満 1〜2時間 2〜3時間 3〜5時間 5時間以上

初級
中級
上級
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ベルにおいても平均値が高く、受講生は日本語に対する学習意欲が高まったと感じており、

将来に役立つと思っているようである。特に上級の平均値が高く、日本語教室での受講が終

わった後も、受講生たちの今後の発展が期待されるようなデータだと言える。 

 

表 13 授業や教師に対する評価のレベル別の平均値 

質問 

 

 

レベル 

質問 7 

当該コースの授業を受け

て学習意欲が高まった 

質問 8 

当該コースの内容は 

自分にとって将来、 

役に立つと思う 

二項目 

の平均 

初級 3.44 3.49 3.47 

中級 3.43 3.49 3.46 

上級 3.55 3.63 3.59 

平均 3.46 3.52 3.49 

 

続いて、質問 10「このコースに出て、どんなことができるようになりましたか」の結果

について述べる。以下ではレベルごとに、自由記述の回答を一部提示する（原文ママ）。 

 

【初級】 

・How to survive in japan, how to have a basic comprehension. 

・Thanks to this course I learnt the basics of Japanese and now I can speak a bit with the local :)) 

・Before attending this class, I could not write in Japanese at all. Now I can write using hiragana, 

katakana, and basic kanjis. Of course, I learned many vocabulary, grammar structures, and 

phrases. The speaking practice was very useful too. 

・I learned how to describe simple situations in Japanese, so I think I will be able to use Japanese 

every day. I can now also understand basic daily conversations, so I think it is a great start to 

becoming proficient in Japanese. 

・I learned about the different verb forms - passive, causative, imperative, honorific, and humble. I 

learned how to speak more in Japanese. I studied with my friend and learned ways to remember so 

much information by practicing speaking and quizzing each other. 

 

上記のように、初級の受講生は仮名、簡単な漢字、基本的な語彙や文法などの日本語に

関する基礎的な知識を得ている。このような知識を活かして日本での「サバイバル」や、

他人との交流が少しできるようになったとの声が多かった。また、日本語学習の基礎を築

き、これからも学習を続けていきたいという声や、友達と会話練習をしたりクイズを出し

合ったりすることで、多くの新情報を記憶する方法を学習できたという声もあった。 
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【中級】 

・Writing scientific texts and formal e-mails. 

・It help me to have the conversation in clinic with Japanese. That's really helpful for me! 

・Listening to Japanese on a regular basis. Distinguish sounds better. Listen to faster recordings. 

・It's been a while since I last read a book. I learned that it can be fun to log my thoughts on a book 

and explain it to my peers. Maybe I'll join a book club at some point. 

・この授業を通して、私の日本語の理解力は明らかに向上しました。会話レベルやヒアリ

ング能力など、私の生活にとても役に立ちました。 

 

上記のように、中級の受講生は総合科目で、日本語力が全体的に大きく向上したと実感

する者が多い。また、中級からはスキル別の科目もあるため、「聞く・話す・読む・書く」

という四技能を中心として、特定の言語領域における進歩に関する回答も多かった。例え

ば、自然なスピードの発話を理解できるようになったり、病院での意思疎通ができるよう

になったり、読む習慣を取り戻して自分の感想を仲間と共有するのを楽しめるようになっ

たり、科学的な文章やフォーマルな E メールを書けるようになったりなどの具体例が挙げ

られている。 

 

【上級】 

・I learned more about the communication method under Japanese culture and some useful 

information related to employment in Japan. 

・I have expanded my vocabulary and kanji. I have gained exposure to societally relevant topics 

which has been particularly valuable. I am better able to understand news and engage in 

conversations around these kind of topics (current affairs, careers, politics, social studies etc.) This 

was a gap in my Japanese I was keen to fill, but which intermediate classes didn't really address 

(focusing more on grammar etc.) 

・業務的や学術的な文章が書けるようになりました。 

・もう少し他文化の相手の立場で考えるようになった。 

・就職準備のため自己ＰＲとガクチカができました。○○（注：先生の名前）のコメントや

一対一の添削ですごく助かりました！日本で就職の流れや面接礼儀、グループディスカ

ッションなども練習できますので、就職活動に役に立つと思います！ 

 

上記のように、上級は中級と同様に、日本語力の全体的な向上や、スキル別の能力の更

なる進歩を実感する者が多い。特に、初級・中級の時にあまりできなかった、文化や社会

的な事象などのような抽象的な話題について理解したり表現したりできるようになったこ

とに満足しているようである。さらに、上級では「多文化理解プロジェクト」7や「日本組

 
7 前述したように、「多文化理解プロジェクト」は中級 3 も対象となっているが、2023A1A2 学期は上級１
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織事情」8などの科目もあり、文化背景の異なる相手の立場に立って考えることや、就職活

動に役立つ実践的な知識を得たと回答した受講生も多い。 

 

(3) 受講生のニーズ 

質問 12「現在のカリキュラムにはないが、どんな新しいコースがあるといいか」の結果

について述べる。以下ではレベルごとに、自由記述の回答を一部提示する（原文ママ）。 

【初級】 

・Intensive intermediate. 

・Beginner II speaking/conversation. 

・Speaking courses with people around the same age. 

・I want to take a course for speaking with everyday people. That is most important to learn to 

survive living in Japan. 

・もっと色々な会話の練習をしたいです。 

 

「特になし」という回答が多い一方、上記のように、初級では会話コースを求める声が

寄せられた。現在、初級レベルのコースは「入門」「初級 1～4」「インテンシブⅠ～Ⅱ」があ

るが、いずれも総合系科目である。授業では基本的な文法や語彙を学習してからそれを使

って会話練習をするほか、中間発表や期末発表も行っている。(2)で述べたように、日本語

で簡単な会話ができるようになったとの声が多かった。一方で、コミュニケーション意欲

の高い受講生は、初級の段階から会話に特化したコースを求めているようである。 

 

【中級】 

・I was thinking of taking the kanji course next semester. 

・I would like to see "Kanji for non-Asian people" ;) 

・漢字のクラスがあったら取りたいです。 

・就職を助かる授業が欲しいと思います。 

・古典日本語（漢文とか、候文とか）の読み方 

 

上記のように、中級では漢字コース、もしくは非漢字圏の学習者のための漢字コースを求

める声が寄せられた。現在、「中級 2 専門語彙・漢字」というコースがあるが、中級 1 や

中級 3 レベルでも漢字コースのニーズがある。また、少数ではあるが、就職活動や古典日本

語に関するコースも求められているようである。就職活動については前述したように、「上

級 日本組織事情」が開講されている。なお、2024S1S2 学期に中級 3 を対象とした「キャリ

アブリッジ」と上級 1-2 を対象とした「キャリアデザイン」の開講が予定されている。 

 
の受講生が多かったことから、ここでは便宜上、上級として述べる。 

8 2024S1S2 学期から、当該科目は「キャリアブリッジ」と「キャリアデザイン」の二つに再編された。 
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【上級】 

・More Japanese courses with excursions. 

・I would like to register for advanced oral classes. 

・現状に満足している。 

・日本語 native speaker と対話コース。 

・日本人あるいは native speakers と会話コース。 

 

無記入や「特になし」という回答が圧倒的に多い一方、上記のように、上級では会話ク

ラス、特に日本語母語話者と話せるようなコースを挙げる受講生もいた。上級では会話コ

ースがすでに開設されているが、日本語力が上達してきたためか、教員あるいは留学生同

士だけでなく母語話者を相手に実践したいようである。この点に関しては、4.2 にあるよ

うに、当教室では、共に国際教育部門に属するグローバル教育との共催で学期中の金曜日

に International Lounge（IL）を開催している。日本語・英語を用いて、日本人学生とも広

く交流することが可能である。今後はより多くの受講生に IL を利用してもらいたいと考え

る。 

 

2.6.3 まとめ 

本節では 2023 年度 A1A2 学期に実施したコース評価アンケートの結果から、(1) 授業と

教師に対する評価、(2) 受講生の学び、(3) 受講生のニーズ、の三点について述べた。 

(1)に関しては、JLCSE が提供しているコースと授業を担当する教員が、全レベルの受講

生に高く評価されている。課題の量も日本語を主専攻としない多忙な工学系の学生に適し

ている。初級において予習・復習にかける時間が比較的多いことは、ひらがなとカタカナ

を含む日本語の基礎を築く段階に必要なものとも思われるが、受講生をサポートする方法

を今後も引き続き検討していきたい。 

(2)に関しては、全レベル（特に上級）において受講生は日本語に対する学習意欲が高ま

ったと感じており、将来に役立つと思っている。初級の受講生は日本語に関する基礎的な

知識の習得と日常生活への良い影響など、中級の受講生は日本語力の全体的な向上とスキ

ル別の進歩など、上級の受講生は中級のそれに加えて抽象的な話題に関する理解や表現の

能力などを自身の学びとして挙げている。 

(3)に関しては、多くの受講生は JLCSE が現在提供しているコースに満足している。同

時に、初級では会話コースなどを、中級では漢字コースなどを、上級では日本語母語話者

との会話コースなどを求める声も寄せられた。今後は工学系研究科に属する日本語教室と

いう性質を踏まえたうえで、こうしたコース開設の可能性を検討していきたいと考える。 
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2.7 言語使用実態調査 

 

工学系日本語教室では、留学生の研究室等における言語使用の実態を把握し、日本語が

どのような状況で必要とされているのかを把握するために、毎年、オンラインによる質問

紙調査を実施している。2023 年度 A1A2 学期に行った調査の概要は以下の通りである。 

 

2.7.1 2023 年度 A1A2 言語使用実態調査概要 

実施期間  ：2023 年 12 月～2024 年 1 月 

対象者  ：日本語教室在籍の修士、博士、研究生、研究員、交換留学生、配偶者 

回答者  ：計 171 名 

実施言語  ：日本語／英語 

主な質問項目：1. 母語 

    2．日本滞在予定期間 

       3．修了後の進路 

    4．日本語学習歴 

              5．日本語を学習する理由 

    6．研究室での使用言語 

    7．指導教員から求められる日本語能力 

    8．留学生自身が目指す日本語能力 

    9．日常生活で日本語ができなくて困ること 

 

2.7.2 結果の概要 

（1）母語 

回答者の母語について尋ね

た結果を図 9 に示す。中国語

母語話者が 88 名（51％）と最

も多く、近年の中国語母語話

者が半数近くを占めている状

況は継続している。その他の

母語では、フランス語が 2 番

目に多いほか、英語、韓国語、

ドイツ語が続き、その他スペ

イン語、インドネシア語、スウ 

 

ェーデン語など計 23 か国語と多岐に渡っている。また、その他には複数の言語を母語

とする学生も含まれている。 

中国語 88

フランス語 18

英語 14

韓国語 6
ドイツ語 5

スペイン語 4
インドネシア語 3

スウェーデン語 2

その他 10

図 9 回答者の母語別の割合 
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（2）日本滞在予定期間 

 日本での滞在予定期間についての

回答のグラフを図 10 に示す。期間は

2 年以上が最も多く 51 名（29％）、1

～2 年が 45 名（26％）となっており、

年単位で滞在する予定の学生が半数

以上を占めていることが分かる。大

学院で学位を取得することを目指す

学生や、日本での就職を考える学生

がここに含まれていると考えられる。

また、4～6 か月、7 か月～1 年といっ

た滞在期間が 1 年未満である学生も

合わせて69名（39％）となっており、

交換留学などにより、一定期間に限り日本に留学する学生も多い。 

 

（3）修了後の進路 

図 11 は修了後の進路について尋

ねた結果である。「日本で就職す

る」72 名（42%）と「日本で進学す

る」21 名（12％）を合わせると、約

半数の留学生が日本に長期的に滞在

し、日本での活躍の場を求めている

ことがうかがえる。特に「日本で就

職する」と回答する学生数は、2019

年度以降増加しており、今年度もそ

の傾向が続いている。 

 

一方で、「帰国する」学生が 50 名（29％）、「分からない」という回答も 28 名（16%）

を占めていた。「分からない」と回答した学生のように、まだ進路が明確でない学生に対

しても、日本での留学からさらに進学や就職といったその先へと繋いでいく支援体制を継

続していく必要があると考えられる。東京大学工学系研究科は、全体の方針として「キャ

ンパスの国際化推進と海外からの研究者・留学生の環境整備」を掲げており、このような

試みは引き続き重点的に取り組むことが重要だと思われる。現在、工学系日本語教室では

就職支援を目的とした科目（第 2 章 2.4 日本語教育コースのシラバスおよび報告「上級 

日本組織事情」参照）を設置しており、今後も学習者のキャリア支援を進めていくことが

望ましいと言えよう。 

図 11 修了後の進路 
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2年以上

    図 10 日本滞在予定期間 
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（4）日本語学習歴 

 母国での日本語学習歴についての回答

を図 12 に示す。   

 学習歴については 1 年以上という回答

が約 4 割を占めている（「1～2 年」24 名

（14％）、「2 年以上」43 名（25%））。これ

に「1～3 か月」「4～6 か月」「7 か月～1

年」を含めると、全体の 7 割程度が期間

は異なるものの、何らかの形で日本語を

学習した後に来日している学生である。

一方、学習歴が「なし」と回答した学生

も 52 名（30％）と多い。今後も引き続

き、このような多様な学習歴を十分に把

握するとともに、留学生個々人の異なる学習経験を踏まえた上で、来日後もスムーズに日

本語学習を開始し、日本語能力の向上が図れるよう、きめ細かな日本語コースの展開と学

習支援が必要となっていくだろう。 

 

（5）日本語を学習する理由 

留学生に「日本語を学習する理由」（複数回答）について尋ねた結果を図 13 に示す。 

回答数が最も多かったのが「日常生活に必要なため」（130 名）で、2 番目に多かったの

が「友達を作るため」（101 名）であった。続いて「日本で就職するため」（88 名）、「日本

のサブカルチャー（アニメ、ゲームなど）に興味があるため」（84 名）、「日本の伝統文化

（茶道、華道、書道など）に興味があるため」（73 名）の順に多かった。 

日常生活で直面する様々な場面において、十分に対応可能な日本語スキルに対する需要

が最も高いことが分かる。この点については後述する「日本語ができなくて困ること」に

関する自由記述においても、同様の回答が数多くあることから、留学生が日本語を習得す

る必要性を強く感じていると考えられる。また、日本語を学習する動機付けとして、友達

を作るなど人間関係の構築や日本での就職に加え、日本のアニメやゲームなどのサブカル

チャーや、日本の伝統的な文化についても高い関心を持っていることがうかがえる。 

  

図 4 日本語学習歴 
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図 12 日本語学習歴 
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（6）研究室での使用言語 

【使用言語と内容および話す相手の関係】 

研究室内でのコミュニケーションにおける使用言語について調査を行った。研究室での

使用言語のうち、内容を「研究に関する会話」と「雑談」の二通り、話す相手を「指導教

員」、「日本人学生」、「留学生同士」の三通りに分け、計 6 パターンの会話場面において、

日本語および英語の使用状況を比較した。 

  

 

図 14 に示すように、「研究」に関する会話では英語の使用率が総じて高い結果となり、話

す相手に関わらず同様の結果が見られた（「指導教員」118 名（69%）、「日本人学生」103 名

（60%）、「留学生同士」128 名（75%））。研究に関してコミュニケーションを取る際には、

主に英語を使用する場面が非常に多いことが分かる。 

 一方、図 15 から分かるように、「雑談」においては、特に相手が「日本人学生」の場合、
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図 13 日本語を学習する理由（複数回答） 

図 14 研究に関する会話 図 15 雑談 
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日本語の使用率が上がり、43 名（25％）という結果であった。ここに日英両方 45 名（26％）

と合わせて見てみると、日本人学生との場面では約 5 割以上の状況において日本語で、また

は日本語と英語を併用しながら会話をしていることが分かる。 

相手が「指導教員」の場合においても、図 14 の「研究に関する会話」と比較すると 30 名

（17％）と上昇し、雑談においては日本語を交えて話す場面が増加していることが分かった。

一方で「留学生同士」では雑談における日本語の使用率は上がらず、7 名（4 %）にとどま

った。 

以上のことから、留学生の言語使用は、雑談時には日本語の割合が高くなる傾向があり、

特に日本人学生が相手の場合には、際立って高くなることが分かった。研究室において日本

人学生とスムーズにコミュニケーションができれば、研究生活や留学生活を円滑に進めて

いくことが可能となる。研究室で日々繰り広げられる雑談を含むやり取りや会話において、

十分に対応できる日本語力を身につけることも重要であり、日本語教室の授業においても

このようなニーズを踏まえて会話スキルの向上をサポートしていく必要がある。 

【研究に必要な言語使用の状況】 

研究発表、打ち合わせ（ラボミーティング）、

研究に関する資料の 3 パターンについて、言

語使用状況を調査した（図 16）。 

上記 3 パターンのどの場面においても、英

語が使用率 50～58％の割合で多く使用され

ていることが分かった。日本語について見て

みると、打ち合わせにおいては使用率がやや

高く、41 名（24％）であった。ここで、言語

の使用を日本語と日英両方を合わせて見た

場合、それぞれ打ち合わせ（46％）、資料

（43％）、研究発表（38％）の割合で日本語ま

たは日英両方を使用していることが分かる。 

研究に従事する上では、英語の使用率が圧倒的に高いという状況の中、打ち合わせを中

心に日本語の使用場面も多く存在しているということが言えよう。 

 

（7）求められる日本語能力・目指す日本語能力 

 指導教員から求められる日本語能力と、留学生が目指す日本語能力について、図 17 と図

18 に示す。 

  

図 8 研究に必要な言語使用の状況 
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図 16 研究に必要な言語使用の状況 
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 まず、求められる日本語能力

について述べる。図 17 のグラフ

からも分かるように、指導教員

から求められる日本語能力は初

級から上級まで様々であるが、

「全く求めていない」という回

答の割合が 105 名（61%）と最も

高い。続いて「上級レベル」（23

名、13%）、「中級レベル」（19 名、

11％）であった。 

 

 

上記（6）研究室での使用言語の結果も示しているように、研究を遂行する上では英語の

使用率が高いことから、「全く求めていない」という回答が多くなっていると考えられる。

一方で、割合としては高くないが上級レベル以上を求める例も含まれており、研究活動に

おいても高い日本語レベルを求められる場合があることが分かる。 

次に、留学生が目指す日本語能力について図 18 に示す。 

 「あなたはどの程度の日本

語能力を目指していますか」

という質問に対する回答を見

ると、超級レベルが 72 名

（42%）、上級レベルが 55 名

（32%）となり、全体の 7 割

以上の学生が上級レベル以上

の日本語能力を目指している

ことが明らかになった。また、

中級レベルという回答も 35

名（20％）と多い。 

  

この二つのグラフの結果をまとめると、研究生活においては日本語がそれほど求められて

いない状況であったとしても、日本に留学している学生はより高度なレベルの日本語を習

得したいと望んでいることが分かる。 

続いて「具体的にどんな日本語を身につけたいか」という質問において、自由記述によ

る回答を見ると、最も多いのが日常会話や自然な会話のスキルといった、会話に関する記

述となっており、特に友人たちとカジュアルで自然な会話をしたいという希望が非常に多

かった。 

図 17 指導教員から求められる日本語 

図 18 留学生が目指す日本語 
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 また、「ラボのメンバーと会話ができる」、「ゼミの後に研究室の仲間と気軽に日本語で

話したい」という回答例に表れているように、研究室においても気軽に、雑談として日本

人学生とコミュニケーションしたいという記述が目立った。さらには、ネイティブレベル

やビジネス、アカデミックといったキーワードを中心に、研究生活では発表を行う、発表

を理解する、ビジネス場面でも仕事をこなせるような高度な日本語を目指す回答も多く見

られた。 

このように留学生たちが日本語学習への高い意欲や到達目標を持っていることが分か

る。日本語教室においては、今後も引き続き初級レベルから中級・上級レベルでの多様で

充実したコース内容を展開し、より多くの学習機会を提供していく必要があると考えられ

る。 

 

（8）大学および大学以外の日常生活で日本語ができなくて困ること 

「日常生活において日本語ができなくて困ること」についての質問に対しても多くの自

由回答が得られた。この記述からどのような場面で困難を感じているかが見えてくる。 

8-1. 大学内での場面 

研究室における日本語のコミュニケーションやラボミーティングを挙げる回答が多かっ

た。さらに講義やゼミにおいても日本語が使用されているため、理解するのが難しいとい

う回答も複数あった。また、学内スポーツセンターへの入会や食堂、大学内の掲示に難し

さを感じるとの回答があった。 

8-2. 大学以外の場面 

大学以外での困難な場面は多岐に渡っている。特に銀行や行政手続き、日常的な買い物

やレストランでの注文時に難しさを感じるという回答が多かった。他に賃貸契約や運転免

許の取得、地方への旅行などの場面を挙げる回答があった。さらに、日本人の友達を作る、

日本で就職活動をするといった場面や、様々な問い合わせ時に電話で対応する場面を挙げ

る回答も複数見られた。 

 以上の回答結果から、留学生は日常生活の多種多様な場面において大小様々な困難を感

じており、またそれを克服したいと望んでいることが分かる。これらの状況を踏まえ、日

本での生活をできる限り円滑に送ることができ、豊かでより充実した留学・研究生活とな

るよう支援していくことが求められている。 

 

（9）まとめ 

 今年度の言語使用実態調査からは、以下の傾向が見られた。 

1．留学生の母語は中国語の比率が最も高いが、計 23 か国語と多岐に渡っている。 

2．日本での滞在予定期間は 2 年以上が最も多く、その他も年単位で滞在予定の留学生が

多い。 

3.  留学生の約半数が日本での進学や就職を目指している。 
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4．日本語を学習する理由として日常生活に必要なためとの回答が最も多い。他にも友達作

りや日本での就職、日本文化への関心などの回答も多くなっている。 

5．7 割程度の留学生は来日前に日本語を学習しており、その半数は 1 年以上の既習歴があ

る。 

6．研究室での言語環境は、英語が優勢であるものの、雑談や打ち合わせ時には日本語の使

用割合が高くなる。 

7．指導教員から求められる日本語能力に比べ、留学生の目指す日本語能力のレベルは非常

に高く、日本語学習の動機や到達目標への意識、日本語の習得意欲が高い。 

 

上記の結果に基づいて、今後も引き続き留学生の来日前の学習歴を把握した上で、ニー

ズに合った多様な日本語コースを提供していく必要がある。また、日本語コースの内容に

関しても、留学生が学内・学外において困難を感じている場面を極力減らし、研究室や日

常生活において、習得した日本語をもとに、周囲の人々と円滑なコミュニケーションを行

える、という目標を軸に、今後も十分に検討・改善していくことが重要である。さらには

日本での進学や就職といった、さらにその先のキャリア設計を見据えた支援体制も求めら

れていると言えるだろう。 
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第３章 日本文化事情・文化体験 

 

3.1 S1S2 日本文化体験 

 

(1) 書道ワークショップ（6 月 7 日） 

東京大学書道研究会の東大生、石原由貴さんの指導のもと、書道ワークショップを開

催した。 

書道に必要とされる基本技法 8 種類が全て含まれるという「永」の文字の練習から始

まり、最後は好きな漢字を書いて楽しく記念撮影を行った。 

やや緊張した面持ちの書道初体験の学生や、久しぶりに筆を持ったという中国や台湾

の学生も、皆さん楽しく書道の世界を体験したひとときだった。 

 

(2) 浴衣ワークショップ（6 月 21 日） 

 シニアボランティアの方々に浴衣の着方を教えて頂くワークショップを実施した。 

 最近は気軽な価格で購入できる浴衣も増えて、既に浴衣を持っている学生、これから

買いたいという学生も増えてきたのは嬉しい。 

 帯の締め方に悪戦苦闘しながらも一生懸命に着方を覚えようと頑張る学生達で、賑や

かなワークショップになった。 
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（3）七夕（7 月） 

 七夕の笹に、学生達が日本語、英語、中国語などで、短冊に思い

思いのお願いをしたためた。 

「博士論文がはやく終わらせられますように（原文ママ）」「試験

に合格しますように」といった学業に関することから、「家族が健康

に暮らせますように」といった定番のお願い事や「平和な世界にな

りますように」という壮大な願いまで、いろいろな思いがこめられ

た賑やかな笹になった。皆さんの願いが叶いますように。 

 

3.2 A1A2 日本文化体験 

 

(1) 茶道体験（11 月 8 日） 

東大茶道部に所属しており、また表千家のお免状も有している東大生、菊池愛美さん

に指導をいただいた。 

“MACCHA”として今では海外でも人気の高い抹茶を実際に自分で点てて頂くという体

験に少々戸惑いながらも、目を輝かせてお茶の世界を楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 着物体験（11 月 29 日） 

浴衣ワークショップ同様、着物体験もシニアボランティアの皆さまの協力を得て、実

施した。 

着付けが終わると嬉しそうに写真撮影を行った。 

日本人が着物を着る機会が減ってきている一方で、留学生たちは着物についての関心

が高く、今後も着物を通して日本文化に親しんでもらいたい。 
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(3) 折り紙ワークショップ（12 月 6 日） 

 今年度より初めての試みで、折り紙ワークショップを開催した。 

 指導を担当したのは、折り紙の世界で活躍している野城ゆうこ氏である。 

折り図を見ながら、猫、犬、カエルなどの比較的簡単な作品から、折鶴、兜といった

難しい作品まで、学生達は自分のペースで次々と作品を完成していった。 

  そして飛距離を競う紙飛行機大会でフィナーレを飾った。全員、子ども心に返って楽

しそうに紙飛行機を飛ばしていた。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

128



 

(4) 書道ワークショップ（12 月 18 日） 

A1A2 も書道研究会の石原由貴さんの指導のもと、書道ワークショップを開催した。 

今回は 12 月の開催のため年賀状を持参してもらって各々好きな漢字を書き、母国の

家族や友達に送ることができるようにした。 

学生達は年賀状という文化にも興味を持ったようで、師走らしい楽しいひとときとな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) お汁粉体験（1 月 10 日） 

日本語教室内では 3 年ぶりに、お汁粉を作っ

て学生に振舞うことができた。お正月にお供え

した鏡餅を皆で頂く行事「鏡開き」を学生たち

に紹介し、日本の文化を実際に感じてもらえる

良い機会となっている。「甘すぎる」と言いな

がらもお代わりをする留学生もいた。例年は 5

日間ほど開催していたが、今回は 1 日限定「お

汁粉デー」としての開催となった。 

  

129



 

第４章 国際交流支援 

 

国際交流支援は、当日本語教室（JLCSE9）が掲げる五つの大きな目標の一つである（1.1

章参照）。東京大学大学院工学系研究科国際工学教育推進機構国際教育部門に属する当教室

は、グローバル化が進む国際社会で活躍できる人材の育成にも重きを置き、総合的な教育・

文化・国際交流活動の場の提供を目指している。 

本章では、キャンパス内国際交流の活動である「学生授業ボランティア」、学生と日本人

学生の交流の場となる多言語交流会（International Lounge（IL））、修士・博士の学生が留学

生の日本語をサポートする「ラーニングアドバイスセッション」について紹介する。 

 

4.1 学生授業ボランティア 

 

「学生授業ボランティア」は、2012 年度冬学期から始まり、今年度で 11 年目を迎える。

この活動は、日本語教室の全コースのうち、教員から希望があったクラスに日本人学生がボ

ランティアとして参加し、教員と協働して、留学生の日本語学習を支援することを目標とし

ている。しかし、一方通行の学習支援ではなく、授業ボランティアである日本人学生にとっ

ても、母語を再発見し、日本語を見つめ直していく機会になり得る。日本という、自国の文

化とは異なる文化の中で生活する留学生との交流は、留学生、日本人学生の双方にとって、

広い意味での多文化理解、キャンパス内国際交流につながると考えている。 

 

4.1.1 募集方法 

学生授業ボランティアの募集方法は二つある。一つ目は学内の体験活動推進チームの「体

験活動プログラム」を通じての募集である。これは、4 月に募集を開始し、書類審査を経た

学生が A1A2 からボランティア活動に参加するものである。二つ目は、日本語教室からの募

集に直接応募するというもので、学生は学内のポスター掲示、ウェブサイト、ポータルサイ

ト等を見て活動に応募する。このボランティア活動は S1S2、A1A2 のいずれか、または通年

での参加が可能である。 

日本語教室に直接応募する場合は、書類審査はないが、授業ボランティア参加に先立ち、

説明会への参加を依頼している。この説明会の趣旨は、研究活動などで忙しい工学系の日本

語学習者を支えるという当日本語教室の特徴、目標などを理解してもらうことである。また、

留学生だけでなく、ボランティア参加学生にとっても有益な学びの場であってほしいとい

うことを伝えている。 

 

 
9 Japanese Language Class School of Engineering The University of Tokyo. 
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4.1.2 活動内容 

学生、教員の具体的な活動をまとめると次のようになる。ボランティア活動に応募し、ボ

ランティアとして特定のコースに参加することが決まった学生は、コース担当教員に挨拶

も兼ねてメールで連絡をとる。教員は当該コースで求められる役割を学生に説明する（例．

会話練習、ペアワーク、ディスカッション、学生からの質問に答える、モデルリーディング

など）。授業後、ボランティア学生は授業後に日本語教室のオフィスに立ち寄り、その日の

所感を簡単に報告書に記載する。 

なお、授業ボランティアは通常、学期を通して参加するが、教員が希望すれば、単発での

参加も可である。その場合は、口頭発表準備のサポート、本番での発表に対するフィードバ

ック、グループディスカッションへの参加が中心となる。 

 

4.1.3 参加学生数の推移 

図 1 は、2013S1S2 から 2023A1A2 までのボランティア参加者数の推移を示したものであ

る。例年 S1S2 に比べて A1A2 のほうが参加者が多いのは、前述の体験活動プログラムの応

募者が加わるためである。2023S1S2 は 14 名の直接応募があり、最終的に調整がつかなかっ

た 2 名を除く 12 名が、2023A1A2 は体験学習から 12 名、体験活動以外から 7 名、計 19 名

が授業ボランティアとして授業に参加してくれた。 

 

 

 

4.1.4 ボランティア学生の内訳 

2023 年度の学生ボランティアの内訳は以下のとおりである。また、図 2 は「体験活動」

参加者を含む A1A2 の授業ボランティアをグラフ化したものである。 

  

図 1 ボランティア学生数の推移 （単位:人） 
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2023S1S2 授業ボランティア      2023A1A2 授業ボランティア 

 

   

図 2 2023A1A2 ボランティア学生の所属と人数 

 

4.1.5 授業ボランティア参加報告書 

 ボランティア活動に参加してくれた学生には、2023 年度も引き続き授業参加後に自由な

所感を報告書に記入してもらっており、2023S1S2 は 9 名から、A1A2 は 17 名から報告書

の提出があった。 

報告書には、これまでと同様、大きく分けて、（1）留学生との言語および文化面での交流、

（2）ボランティア活動を通じての学び、母語に関する新たな発見 （3）留学生との授業内、

授業外での交流についての所感などが記載されている。 

 

4.1.6 授業ボランティア参加者アンケート結果 

 S1S2 および A1A2 学期終了後に活動に関する振り返りアンケートを実施し、S1S2 は 12

名中 9 名、A1A2 は 19 名中 11 名から回答を得た。質問項目は所属、学年、参加コースのほ

か、計 10 問で、選択式と記述式を合わせたものである。以下、いくつか回答を紹介する。
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質問は各グラフの下に記す。グラフは向かって左が 2023S1S2、右が 2023A1A2 のアンケー

ト結果である。 

    

  2023S1S2                        2023A1A2 

図 3  質問 4）留学生との交流はスムーズでしたか 

 

「留学生との交流はスムーズでしたか」 （図 3）という質問には、「とてもスムーズだった」

という回答が S1S2 で約 8 割、A1A2 で 6 割強、という結果で、全体的にスムーズな交流が

行われたことが窺える。次に多かった回答は「スムーズだったが、ときどき困ったこともあ

った」で、S1S2 で 22.2％、A1A2 で 27.3％であった。スムーズだったが困ったこともあった

理由（自由回答）としては、各学期 2 名、計 4 名から以下の回答が寄せられた。 

 ・留学生の発話が聞き取れなかった。 

 ・文法用語がわからず質問内容がわからないことがあった。 

 ・やや難しい題材が多かった。大人しい学生に話してもらうのが大変だった。 

 ・留学生が話す日本語の意味をうまく理解できないことがあったのと、留学生の 

日本語に関する質問に対して簡単な日本語で説明するのが難しかったから。 

 

「クラス外で留学生との交流はありましたか」という問いに関しては、S1S2 で 3 名、

A1A2 で 5 名が「あった」と回答した。以下に回答内容を記す。 

 ・昼ご飯を一緒に食べた（4 名） 

 ・雑談、チャットのやり取り、スターバックスでお茶をしつつ会話（3 名） 

 ・研究室でのやりとり 

 ・別の授業を一緒に受けていた 

 ・御殿下のジムでバスケをした 

 ・Zoom で会話の課題を手伝った 

    

  2023S1S2                    2023A1A2 

図 4 質問 6）今回の活動で、留学生へのサポートや国際交流ができたと思いますか 
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上記の回答から、一緒にランチをしたり、お茶を飲みながら話したり、チャットを使って

会話をしたり、スポーツを一緒に楽しんだりする姿が伝わってくる。また、研究室や他の授

業での交流、課題の手伝いなどを通した交流があったこともわかる。 

「今回の活動で、留学生へのサポートや国際交流ができたと思いますか」 （図 4）という

質問への回答を見ると、授業ボランティア活動参加者は全体として自身の役割を果たせた

と感じていることがわかる。 

最後の質問は、「今回のボランティア活動を通して、「学びや発見」がありましたか。感

じたことを自由にお書きください」であった。アンケート回答者全員から回答があり、す

べて前向きで交流からの学びが書かれていた。紙面の関係ですべてを紹介することはでき

ないが、多文化理解（自国の文化も含めて）、国際交流、自己啓発などに触れているものを

いくつか紹介して、本節のまとめとしたい。（原文ママ） 

 

・質問対応を通じて、日本語がなぜ外国人にとって難しいのか、少しわかった気がした。具

体的には、日本語特有の言い回し（忖度など）や文中の語句の省略など。学習意欲の高さに

は刺激を受けた。僕もフランス語と中国語の勉強を時間を見つけて続けていきたい。 

・勉強熱心でどんどん日本語を上達させていくクラスメイトたちの姿が印象に残りました。

私も語学に取り組んでいるので良い刺激になりました。また、日本語を学ぶ上で躓くポイン

トや日本語をどのように教えているかなど、参考にできる点が多く、有意義な時間を過ごさ

せていただきました。 

・中国の留学生の方々との交流の機会が多くあり、自分自身の中国語を活用すると共に、そ

れを通じて、中国の社会・文化への理解が深まった。 

・東大にもこんなに留学生がいて交流する機会も多いことが知れました。 

・意欲の高い留学生と交流して刺激を受けると共に、自分でも日本語に対する新たな発見が

あって、毎回本当に楽しく参加させていただきました。ありがとうございました！ 

・留学生たちとの交流を通じて自身の知見も深めることができ、大変有意義だったと感じま

した。 

・昨年度より貢献できて留学生との交流も増えた気がする。 

・非ネイティブから見た日本語の難しいところや、色々な国の異なる言語／文化について知

ることができた。 

・これまで自分が当たり前だと思っていた日本の文化や慣習を留学生の視点を通して相対

化することができた。（後略） 

・ディスカッションを通して、お互いの国の文化や社会の違いについて知ることができ、興

味深かった。 

授業ボランティアを通してさまざまな気づきを得てくれた様子が窺えるコメントが多く、

また日本人学生ボランティアが留学生から刺激を受ける場面も見えてくる。互いを知り、自
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己を振り返り、交流を深めること、それは、まさに、「学生授業ボランティア」活動に参加

してもらう意義である。 

 

4.2 多言語交流会 International Lounge 

 

多言語交流会、International Lounge10（IL）は、2012 年度より、留学生と日本人学生およ

び教職員との学内での国際交流、多文化理解を目的として、以下にある趣旨のもと、学期中

の金曜日の昼休みに開催されている。運営は、国際教育部門に属するグローバル教育と工学

系日本語教室それぞれから教員 1 名、事務職員 1 名が出て、計 4 名で行っている。また、実

施に際しては、留学生と日本人からなる Language Assistant （LA11）5 名を加えた 9 名で行っ

ており、2023 年度も継続生を含み、留学生 3 名、日本人学生 2 名を採用した。LA は、さま

ざまな国籍を背景とする参加者間の会話を繋ぐファシリテーターとしての役割を担ってい

る。 

 

趣旨：1）留学生、日本人学生、教職員がランチタイムに集まり、リラックスした自由な

雰囲気の中で、キャンパス内国際交を行う 

2）背景の異なる他者との相互理解のためのコミュニケーション経験を積む多言語

交流の場とする 

3）各々の日常生活と学業生活の充実につながるネットワークやコミュニティ（仲

間づくり）を生み出せるような交流を目指す 

 

名称  ：International Lounge（IL） 

主催  ：工学系研究科国際工学教育推進機構  

運営  ：国際教育部門（グローバル教育および工学系日本語教室 JLCSE）  

開催日時：週1回 金曜日12:10～13:10 

2023S1S2： 2022年4月21日～2022年7月14日 （全10回） 

2023A1A2：2022年10月20日～2023年1月19日（全10回） 

開催場所：工学部11号館 2階ラウンジ（テラスを含む） 

運営体制：教員2名、事務職員2名、Language Assistant（LA） 5名 

 

IL 開催の周知方法としては、キャンパス内でのポスター掲示のほか、日本語教室やグロ

ーバル教育の HP や IL の Instagram を使用した。2023 年度の参加者の内訳（述べ数）は、

以下のとおりである。 

 
10 2018 年度までは International Cafe for You10として日本語教室が実施してきたが、2019 年度からは金曜

日に実施されてきた国際化教育センター主催の国際交流活動（International Friday Lounge，IFL）と一本化

し、名称も International Lounge に改めた。 
11 IL の準備・設営等を担当する LA は、2017 年度より賃金報酬有で参加してもらっている。 
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表１ 参加者のプロフィールと参加者数 

 2023S1S2 2023A1A2 

参加者総数 249 192 

留学生数 100 68 

日本人学生数 104 98 

その他（研究員、職員など） 45 26 

工学部・工学系学生（全体比） 47％ 64％ 

 

S1S2とA1A2を比較してわかることは、1）S1S2のほうがA1A2より参加者が多い、2）日本

人学生の参加者数は年間を通じて大きな変化がないが、留学生の参加者数はA1A2では32名

減っている、3）A1A2では工学部・工学系学生の割合が増えていることである。 

上記のように、日本人学生の参加者数は年間を通して100名前後いたのに対し、留学生の

参加は減っている。この傾向は昨年度も見られた。原因としては、1）留学生が日本語を話

す機会が少ない、2）日本語で話せる機会が少ない、また、A1A2に関しては、年末年始に国

内旅行や一時帰国をする留学生が多かったのではないかと推測される。 

 

次に、2023年度S1S2およびA1A2における参加者数の推移を見る。 

 

2023S1S2                 2023A1A2 

図 5 参加者数の推移12 

 

図 5 に見られるように、S1S2 は初回の参加者が 46 名と多かった。この日は学内の避難訓

練があり、学生が開催場所近くに集まっていたため、参加を促せたが、その後、減る傾向が

見られる。しかし、イベントなどを行った回は参加者が増えた。この傾向は 2022S1S2 でも

同様であった。A1A2 は、初回、2 回目は参加者が多かったが、その後、参加者数はあまり

 
12 グローバル教育（IL 共催）より提供を受けた。 
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増えなかった。また、年始は参加者が大きく減った。 

また、1 回のみの参加者が多く、S1S2 を例にとると、1 回のみの参加は全体の 58％を占

め、2 回が 17％、3 回および 4 回が７％、5 回以上参加した学生、職員は 11％であった。し

かし、昨年度と比べると、参加者の減少は抑えられている。これは、自由会話に加え、イベ

ントの開催を増やしたことが功を奏したのではないかと思われる。実施したイベントは以

下のとおりである。 

 

表 2 IL のイベント 

2023S1S2 2023A1A2 

１）子どもの日 

・柏餅を味わう ・折り紙（兜を折る） 

２）ピクニック 

・場所：本郷キャンパス 11 号館付近 

３）七夕 

・金平糖を味わう ・短冊に願いを書く 

１） ハロウィン 

・飾り付け ・お菓子と飲み物を提供 

２） 年末の「ホリデーパーティー」 

・飾り付け ・お菓子と飲み物を提供 

３）「End of Semester パーティー」 

・お菓子と飲み物の提供 

 

本節の冒頭で述べたように、IL はキャンパス内国際交流の場であり、多文化理解を促進

するという役割も持ち、多くの留学生、日本人学生、職員に参加してもらいたいと考えてい

る。 

各学期末アンケートの結果によると、IL を知ったきっかけは、回答が多い順に、1）ポス

ターの掲示、2）友人などを通しての口コミ、3）工学系日本語教室やグローバル教育のホー

ムページ、4）教員やスタッフからの紹介であった。 

参加目的は、「英語で話したい」（16 名）が最も多く、ついで「友達を増やしたい」 （9 名）、

「異文化を知りたい」（7 名）、「日本語で話したい」（4 名）であった。 

本節の表 1「参加者のプロフィールと参加者数」からもわかるように、現在の IL は、英

語を使える場として、留学生より日本人学生にとって有用と考えられているようである。今

後は、こうした日本人学生のニーズに応えつつ、留学生にも積極的に参加してもらいたいと

考える。LA （Language Assistant）にも積極的に日英両語を使って活動してもらい、日英両語

で、または参加者同士が共有する言語で、多文化理解、キャンパス内国際交流を深めてほし

いと思う。来年度に向けて、新たなイベント企画なども考えていきたい。 

 

4.3 日本語ラーニングアドバイスセッション 

 

2023年8月～9月および2024年2月～3月の間、オンキャンパスジョブ「ダイバーシティ＆イ

ンクルージョンキャンパス推進支援事業」の予算を用い、日本語ラーニングアドバイスセッ

ション（以下、LAS）を実施した。LASとは、留学生がより良く勉学・研究できるよう、日
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本人大学院生（今回は3名）がアドバイザーとして、日本語の聞く・話す・読む・書くとい

う四技能と、アカデミックスキルに関する学習支援を提供する場である。アドバイザーとな

る日本人大学院生もまた、これまで培ってきたアカデミックスキルを活かす機会や、留学生

との交流を通して異文化コミュニケーション力と国際的な感覚を身につける機会を得ると

考えられる。 

 

サポート内容は次の通りである。 

・リスニング：聴解能力やそのスキルの向上に役立つ聞く方法と素材に関する相談など 

・スピーキング：日常会話の練習、就職活動のための面接練習、敬語に関する質問など 

・リーディング：読解能力やそのスキルの向上に役立つ読む方法と素材に関する相談など 

・ライティング：作成した文章（レポートなど）のネイティブチェック、奨学金や仕事に

必要な応募書類（履歴書、エントリーシートなど）に関するアドバイスなど 

・アカデミックスキル：授業ノートの取り方、参考文献や資料の探し方、大学生活に役立

つ情報の紹介など 

 

LASの実施にあたり、当教室の受講生にメーリングリストで案内を送信した。案内とほ

ぼ同時に申し込みが殺到し、最終的に計32件の申し込みがあった。32件の内訳は、工学系

所属の当教室の受講生から21件、情報理工学系等所属の当教室の受講生から11件であった。

申し込みの際は、リスニングからアカデミックスキルまでの5つの選択肢を複数選択でき

るが、1回のセッション1時間でできることを考慮し、アドバイザーたちは留学生のニーズ

を確認したうえで、その回の主なサポート内容を決めていた。最終的に、スピーキング10

回、リスニング7回、ライティング4回、リーディング1回、アカデミックスキル1回、その

他9回となった。その他については、日本語学習の全般的な相談や就職活動に役立つノウハ

ウに関する相談などがあった。また、相談の際に日本語能力試験（JLPT）が話題に出るこ

とが多かった。3月末に、当教室でJLPTの模擬試験が予定されていたため、必要に応じて参

加を勧めた。JLPTの模擬試験には、N2レベルに23件、N3レベルに19件の申し込みがあった。

LASのアドバイザーのうち2名は、この模擬試験の監督とサポーターを務めた。 

今回の実施をLASのアドバイザーを担当した日本人大学院生と一緒に振り返り、運営上

の反省点として、主に次の2点が挙げられた。一つは、申し込み時に相談したい内容を複数

選択した場合、最も話したいことを確認することで時間がかかり、その後の相談が時間不

足になってしまう場合があることである。次回は、申し込み時に最も相談したい内容を一

つ選択してもらう形への変更を検討したい。もう一つは、セッション当日に急遽キャンセ

ルしたり来場しなかったりするといったケースが見られることである。次回は、リマイン

ドメールを送信する回数とタイミングを検討したい。 

2024年度も継続して、夏季・冬季の休み期間にLASを実施する予定である。今回の実施

における運営上の反省点と、特にスピーキング・リスニング・就職活動・JLPTに関するニ
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ーズの高さを踏まえ、留学生により良いサポートを提供したいと考える。 
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第 5章 海外協定校とのネットワークの構築と連携 

 

現在、東京大学大学院工学系研究科では、研究者および留学生の交流を推進するため、世

界各国の約 100 の大学と協定が締結されている。日本語教室では、海外協定校と支援ネット

ワークを構築し、連携を深めてきている。2023 年度は、以下の取り組みを通じて、海外協

定校の日本語教室と連携を強化し、工学系研究科、東京大学の国際化教育を支援している。 

1. 戦略的サバティカル 

2023 年度は、戦略的サバティカルの一環として、カーディフ大学およびスウェーデン王

立工科大学に滞在し、英国、スウェーデン、イタリア、フランス、スイスの協定校を訪問し

て連携を深めた。 

2. 国際連携(特別)実習 VI 

この実習では、カリフォルニア工科大学（Caltech: California Institute of Technology）で日

本語を学ぶ学生と東京大学の学生がグループに分かれ、多文化理解と国際交流を深めるた

めの活動を行った。2023 年度も Caltech の平井講師と連携し、学生の派遣および来日のプラ

ン作成を行い、対面および COIL 型のプロジェクトワークを実施した。 

3. インド体験活動プログラム 

 インド工科大学カンプール校を基点とし、日本人学生 8 名とインド工科大学カンプール、

バナラシ・ヒンドゥー大学の学生と多文化理解の促進、異文化コミュニケーション能力の向

上を目的とした国際交流プログラムを企画・実践した。 

4. さくらサイエンスプログラム 

さくらサイエンスプログラムは、工学系および情報理工学系に関連する学術的背景を持

ち、日本文化や社会への関心が高く、日本語学習経験がある優秀なインド人学生を対象とし

て、東京大学大学院工学系研究科の教員と連携し、最新の研究成果の共有と各研究室での情

報交流を図ることを目的としている。 

5. 海外協定校との連携  

2023 年度は、協定校であるアメリカのワシントン大学、イタリアのトリノ大学、東大イ

ンド事務所から訪問があり、当教室の概要や、それぞれの国から来日して当教室で日本語を

学んでいる留学生の様子などを伝えた。報告後の質疑応答を通じて、今後のさらなる連携に

ついて意見交換を行った。 

詳細は以下のとおりである。 

 

5.1 戦略的サバティカル 

 

 工学系研究科日本語教室では、海外協定校日本語教室とネットワークを構築し、連携を深

めてきた。昨年度に続き、戦略的サバティカルでは、ポストコロナにおける日本語教育の在

り方を探求し、優秀な工学系の留学生のリクルートに繋げていくことを目指した。 
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 戦略的サバティカルは、元東京大学 Michael Handford 教授が在籍するカーディフ大学お

よび Dean’s Forum のメンバー校であるスウェーデン王立工科大学に滞在し、日本語教育に

携わる教員を対象に、日本語教育の状況、留学、交流に関するニーズ調査を実施した。この

調査を踏まえ、ポストコロナにおける日本語教育について検討し、より魅力的な日本語教室

のカリキュラム作成の一助とすることを目的とした。 

 2023 年度は、以下のとおり、6 か国 15 大学を訪問し、聞き取り調査を行った。 

 

  表 1 訪問国と訪問大学 

 国名 大学名 訪問時期 

1 英国 カーディフ大学 4－6 月 

2 英国 マンチェスター大学 5 月 

3 英国 シェフィールド大学 4 月 

4 英国 ケンブリッジ大学 4 月 

5 英国 インペリアルカレッジ 5 月 

6 イタリア ミラノ大学 5 月 

7 イタリア トリノ大学 5 月 

8 フランス グルノーブルアルプ大学 5 月 

9 スウェーデン スウェーデン王立工科大学 7 月 

10 カナダ マグギル大学 8 月 

11 カナダ ＊ブリティッシュコロンビア大学 8 月 

12 スウェーデン リンシュピン大学 8 月 

13 スイス ジュネーブ大学 8 月 

14 スイス チューリッヒ工科大学 8 月 

15 スイス チューリッヒ大学 8 月 

＊オンラインで聞き取り調査を行った。 

 以下、主に英国、スウェーデンでの活動を簡潔に報告する。 

英国では、調査を実施した 5 つの大学において、日本語受講者が増加傾向にあることが確

認された。受講者の学習動機としては、日本のポップカルチャーへの興味・関心が最も多く

見られたが、伝統文化、歴史、文学に関心を持ち日本語を学んでいる学生も存在し、ニーズ

が多様化していることが明らかとなった。一方で、日本企業への就職や日本での就職を希望

する学生は減少しているとの報告があった。英国の大学における日本文化・言語専攻のカリ

キュラムでは、3 年生での日本への交換留学が義務付けられていることが多いが、留学先の

確保が課題となっている。そのため、本学に対して交換留学生の増枠を依頼された。 

カーディフ大学では、中級レベル、上級レベル、日本語翻訳の 5 つのコースの授業を見学

した。また、カーディフ大学、マンチェスター大学、シェフィールド大学との交換留学を円

滑に進めるため、カリキュラムの情報共有を行った。ケンブリッジ大学では、言語コミュニ
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ケーションセンター長のデービッド教授から東大との相互短期受け入れの提案をいただき、

この相互短期受け入れプログラムは 2024 年度 4 月に実現する予定である。 

スウェーデン王立工科大学（KTH）は、本学の戦略的パートナー校として日本語教室と連

携を深めてきた。今年度のサバティカル滞在中に、これまで実施してきた 「異文化理解コー

ス」、 「言語交換プログラム」、 「体験活動プログラム」の 3 つの活動について整理し、今後の

計画について同意を得た。これに基づき、日本語教室は KTH での体験活動を 9 月に実施す

ることを決定した。 

2023 年度は、GELS （Global Engineers’ Language Skills）に参加し、欧米の工学言語教育者

とネットワークを構築した。GELS はケンブリッジ大学の言語コミュニケーションセンター

（Centre for Language and Inter-communication）に拠点を置く組織で、2016 年に発足し、ヨー

ロッパを中心に理工系大学でサイエンス・コミュニケーションや理工系向けの外国語教育

に携わる教員間の教育・研究における連携強化を目的として活動を行っている。 

J-GELS は GELS の関連組織として、2023 年 9 月にスウェーデン王立工科大学（KTH）で

行われた GELS ネットワークのワークショップを機に発足した。J-GELS は、ヨーロッパ、

アメリカ、日本で教鞭をとる日本語教員を中心に、定期的に研究会を行っている。日本では

東京大学、九州大学、東京工業大学の 3 校が参加している。さらに、英国（ケンブリッジ大

学）、ドイツ（ミュンヘン工科大学）、フランス（リール大学）と連携し、2023 年 12 月以

降、2 ヶ月に 1 回の割合で工学日本語教育のカリキュラム検討会を実施している。東京大学

は研究会で 2 回、MOOC に関する情報提供と実践報告を行った。 

2023 年度は、以上のように、主に英国とスウェーデンでの活動を通じて、日本語教育の

現状とニーズを把握し、今後の連携強化とカリキュラムの改善に向けた具体的な方針を見

出すことができた。また、GELS および J-GELS への参加により、工学日本語教育における

国際的なネットワークを拡充し、さらなる教育・研究の発展に寄与することが期待される。 

 

5.2 米国世界展開強化事業 

 

本節では、国際連携（特別）実習 VI13 （カリフォルニア工科大学 Caltech との協働学習プ

ログラム）について報告する。このコースの前身は、「日米の COIL 型教育を活用した先端

ワールド・グローバル工学人材養成プログラム」で、2018 年度に文部科学省からの支援を

得て 5 か年計画で始まった。2019 年度には、教員 1 名、学生 5 名の派遣を行ったが、コロ

ナ禍の影響で、Caltech からの来日は、中止を余儀なくされた。しかし、5 か年計画最後の年

度となった 2023 年は、日米双方向の対面での交流を含む COIL (Collaborative Online 

I n t e r n a t i o n a l  L e a r n i n g 以下 C O I L）型協働学習が初めて実施可能となった。 

2023 年度の派遣は国際工学教育推進機構から支援14を得て実施され、来日も Caltech の  

 
13 本コースは 2022 年度 A1A2(冬季集中)から工学系共通科目として単位化(1 単位)されることとなった。 
14 本部「体験活動」北米向け学生支援金と同額である 7 万円/人の援助をいただいた。 
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平井律子講師の尽力により、実現の運びとなった。 

本コースの目的は、COIL を活用した Project/problem Based Learning （PBL）型の活動を日

米双方の学生に提供することであり、互いの文化、社会への理解を深め、個々の学生の国際

化教育に資することを目指している。2023 年度の参加者の内訳は以下の通りである。 

 

参加学生：22 名 

・東大 11 名（工学系 10 名、教養学部 1 名）*各専攻 1 名     

博士１名：1 年 化学システム工学 

修士 4 名：1 年 情報理工学、知能機械情報学、認知科学 

      ：2 年 バイオエンジニアリング 

学部生 6 名 *システム創成学 2 名、その他の専攻各 1 名 

：3 年 システム創成学、物理工学、社会基盤学、電子情報工学 

       ：4 年 電子情報工学 

・Caltech 11 名（工学系 11 名）日本語中級15クラス 11 名 

博士 1 名：1 年（G316）生物学  

学部生 10 名：1 年（専攻未定） 

 *各専攻 1 名、4 年生コンピュータ―サイエンスのみ 2 名 

      ：2 年 機械工学 

：3 年 計算論的神経回路システム、数学、生物工学、 

コンピューターサイエンス 

：4 年 材料化学（Material Science）、物理工学、生物学、 

コンピューターサイエンス 

 

次に活動の流れを紹介する。 

1）事前準備、学内説明会への参加、コースオリエンテーション 

a. 2023 年 8 月～10 月：東大、Caltech の担当教員間17で、プログラム概要と目標、派遣・

現地滞在に伴う留意事項などについて打合せを行った（メール、ライン通話、Zoom を使

用）。 

b. 2023 年 10 月 3 日に開催された東大の学部 3、4 年生および大学院生向けオンライン説

明会「国際連携（特別）演習・実習」に参加し、本プロジェクトについて紹介した。 

c．2023A1A2 の履修登録時に提出された応募動機などを確認の上、最終的に 11 名の学

生と渡米することになり、10 月 27 日に渡米準備オリエンテーションを対面で実施した。

 
15 Caltech の日本語コースが定める学習レベルである。 
16 Biology や Physics 専攻においては、修士、博士を区別せず Graduate という名称になり、G3 は博士課程  

1 年に相当する。 
17 文部科学省参加プログラム立案：古市由美子室長。 

国際連携（特別）実習 VI 実施教員：工学系日本語教室 牛山和子、Caltech 平井律子講師。 
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オリエンテーションでは、本コースの目標の再確認のほか、参加者同士が知り合う機会を

設け、COIL とは何か、協働学習とは何か、異文化コミュニケーションとはどのようなも

のかなど、異文化・多文化理解のための基本的な認識を共有した。 

2）東大－Caltech 第 1 回合同授業（Zoom）および東大側渡米前最終ミーティング 

2024 年 1 月 11 日 9 時（Caltech 側 1 月 10 日 16 時）から Zoom を使用して、合同授業18

を行った。この合同授業の目的は、a. 活動目標と活動内容の共有、b. 渡米前に日米双方の

学生が知り合う機会の提供、c. 協働学習のためのプロジェクトチーム作りの 3 点である。

当日はブレイクアウトルームなども利用し、学生同士が交流できる時間を可能な限り設け

た。また、渡米 1 週間前の 2 月 6 日 9:30 より渡米する学生向けに渡米前最終ミーティング

を実施し、必要書類や出発前の手続きが完了しているかなどの確認を行った。 

 

3）渡米中のスケジュール 

表 2 渡米中のスケジュール 

日・曜日 活動内容 

2 月 13 日（火） ・12:00 成田集合 14:45 出発  同日 7:35 ロサンゼルス着 

・宿泊先のあるパサデナに到着  小休止後 Caltech のキャンパスへ 

・平井講師とキャンパスで対面、挨拶、13 日のスケジュール確認 

・東大側：Caltech Hameetman Center での教員のレクチャーおよびグ

ループ活動（11:00－12:30） 

・Caltech の学生数名＋平井先生とキャンパス内で昼食 

 キャンパスツアー 

・14:00‐15:30  Caltech のラボ見学（1）物理工学（Caltech 研究生 

高橋さん） 

 平井先生と合流：翌日の合同授業についての打ち合わせ 

2 月 14 日（水） ・9:30‐11:00 東大側：Caltech Hameetman Center にてプロジェクトワ

ーク、午後の合同授業に向けての話し合い 

・12:00 昼食（Caltech の学生数名＋平井先生） 

・14:00‐15:15 Caltech のラボ見学（2）物理工学（Caltech 研究生  

野村さん） 

・16:00‐17:30 東大‐Caltech：プロジェクトワーク参加者全員の顔合

わせおよび Joseph Falson 助教授（Material Science 材料化学）による

英語のレクチャー（Caltech における教員・学生の研究活動の特徴、

東大との比較および質疑応答、日英両語） 

・18:30‐ グリフィス天文台見学（Caltech 生１名も参加） 

 
18 この事前合同授業は、前年度の活動終了後に行ったアンケートの中で、学生が提案してくれたものであ

る。Caltech は学期開始直後という忙しい時期であったが、平井先生のご協力を得て実現した。 
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2 月 15 日（木） ・10:30‐12:00 Joseph Falson 助教授の修士課程の講義に参加（東大

生にも質問の機会が与えられた） 

・12:00‐12:30 ラボ見学（3）Falson 助教授のラボの見学＋米国留

学、研究生活などに関する質疑応答 

・13:30‐14:30 ノートン・サイモン美術館を見学 市内バスで移動 

・16:00‐17:30 Caltech 日本語上級クラスの授業に学習サポーターと

して参加 

2 月 16 日（金） ・10:00‐12:30 平井講師と共に Huntington Library（美術館と庭園）

を見学 往復徒歩で移動 

・13:30 Caltech の学生数名と Caltech のキャンパスでランチ 

・15:00‐16:00 ラボ見学（4）材料化学（学部 4 年 Sarah さん） 

・16:00‐16:30 学生寮（Page House）見学 

・18:00‐20:00 Page House で 1 学期に 1 度の寮生の正式ディナーに

招待され、参加。 

2 月 17 日（土） ・9:00‐10:30  東大‐Caltech プロジェクトワーク（対面／Zoom） 

・フィールドワーク19 サンタモニカへ 

2 月 18 日（日） ・5:30 AM 宿泊先から LAX 空港へ出発20 19 日 14:25 成田着 

 

5.2.1 プロジェクトワーク 

渡米前の合同授業（日本時間 1 月 11 日）で決めた東大・Caltech の学生チーム（全 6 チ

ーム）が、それぞれのテーマに基づいて PBL 型の協働学習を行った。米国滞在中、Caltech

は学期中であったが、学生たちはグループごとに時間を調整して連絡を取り合い、インタ

ーネットツールも使いながら、プロジェクトワークを進めた。 

発表の大きなテーマは、以下の 3 つであった。a は 1 グループ、b は 2 グループ、c は 3

グループが選択した。 

a．ジェンダーと社会（日米の取り組みと社会的背景など） 

b．環境問題について考察する（例：海洋汚染、生活の現代化に伴う変化と社会的、 

文化的背景など） 

 c.  Z 世代の役割（例：日米や世界で今起きている事象についてどのような行動、提言

ができるか） 

 

 
19 Caltech 平井講師からも推薦があったサンタモニカを訪れた。往復とも地下鉄とバスを使ったが、学生

にとって「アメリカ」の自然や生活文化の一端を肌で感じる体験となったようである。 
20 参加学生の内、4 名は同便で教員と共に帰国したが、7 名は米国に残り、順次帰国した。帰国後は、各

専攻と担当教員に帰国報告が行われた。 
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学生たちは、グループに分かれ、インターネット上の資料、自分自身の体験などをもと

に、日米の文化の共通点と相違点について学び合うという形で作業を進めた。使用言語は

外国語としての英語・日本語、母語としての英語・日本語（バイリンガル形式）である。 

本プログラムのシラバスに示された 3 つのキーワードは、COIL 及び PBL 活動の理念を

背景にしたコミュニケーション能力（Communication Skill）、言語能力（Language 

Competence）、異文化理解能力（Cross Cultural Competence）であるが、国際的な視野を広

げ、将来の留学に繋がる経験の場となることも目指して活動を行った。 

日本への帰国後、学生たちは、COIL 方式で、協働学習を続けた。まず、2 月 25 日まで

にプロジェクトの「企画書」を Google Classroom に提出してもらい、教員はそれぞれの企

画書に対してコメントをつけ、フィードバックを行った。その後、グループごとに協働学

習を進め、3 月 7 日の 9:00‐10:30 に東大と Caltech を Zoom でつなぎ、プロジェクトワーク

の中間発表を行った。その後の進捗状況は、Google Classroom から配信した「中間報告シ

ート」に記入してもらい、3 月 12 日～3 月 19 日までにシートを提出、教員は順次フィー

ドバックを行った。この COIL 型プロジェクトワークは、Caltech の学期末試験期間の 1 週

間を除き、学生たちがオンラインツールを用いてチームごとに連絡を取り合い、作業を進

めた。 

 

5.2.2 Caltech メンバーの来日中の活動 

2 月 13 日から 2 月 18 日までの東大からの渡米に続き、3 月 18 日から 3 月 24 日の日程

で、Caltech より平井律子講師と学生 10 名21が来日し、以下の活動を行った。 

表 3 Caltech 生来日中のスケジュール 

日・曜日 活動内容 

3 月 18 日（月） 17:30 頃、Caltech の平井講師と学生 10 名が宿泊先に到着 

3 月 19 日（火） ・10:00‐東大 8 号館 88M ウエルカムドリンク 

・10:30‐12:00 最終発表に向けてのグループワーク 

・学食でランチ 

・キャンパスツアー 

・14:15‐15:00 小グループに分かれて、バイオエンジニアリングの

ラボを見学（津本機構長のラボ）修士 2 年 稲垣さん案内 

・15:30-16:30 本郷キャンパス総合図書館見学 

（11 名と 10 名に分かれて、30 分ずつ見学） 

3 月 20 日（水） 

祝日 

・祝日 

 Discover Japan (1) 

 
21 Caltech から参加学生は 11 名の予定であったが、事情により 1 名は来日できなかった。しかし、後述す

る最終発表に関しては、準備、プレゼンテーションともにチームメイトと連絡を取り合い、オンラインで

参加した。 
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   ペア、グループでの交流活動  

（秋葉原、浅草、スカイツリーなど） 

3 月 21 日（木） ・10:00‐12:30 最終発表準備(2)  

・14:00‐16:00 最終プレゼンテーション(1) 3 グループ 

・質疑応答および教員からのフィードバック 

3 月 22 日（金） ・10:00‐12:30 最終プレゼンテーション(2) 3 グループ 

・質疑応答および教員からのフィードバック 

・学生間交流活動 

3 月 23 日（土） ・Discover Japan(2) 

全員で皇居周辺の散策、ペア・グループに分かれて築地を散

策、築地本願寺参拝後、自由行動 

3 月 24 日（日） ・14:00 に宿泊先を出発 羽田から LAX 空港へ 

 

最終発表は、2 日間にわたって行われ、6 つの学生チームが、それぞれのプロジェクト

テーマに沿って協働学習の成果を発表した。東大生は学習言語である英語を、Caltech の学

生も日本語と英語を使って発表を行った。なお、両日とも、東京大学大学院工学系研究科

国際工学教育推進機構国際教育部門の教職員計 7 名が聴衆として発表の一部に参加した。

このことは、学生にとって、大きな励みとなったことと思われる。また、フィールドワー

クや自由時間における対面での交流活動も東大、Caltech 双方の学生にとって国境を越えた

友情をはぐくむ機会になったことが、後述するアンケートに寄せられたコメントやメッセ

ージから窺える。 

 

5.2.3 活動のまとめと今後の展望 

(1) 学生の成果物  

・企画書：各チームで作成後、Google Classroom に提出  

フィードバック：教員からのコメント・中間発表に向けての助言 

・中間発表と中間報告書：チームで作成後 Google Classroom に提出。 

フィードバック：教員からのコメント・アドバイス 

・最終発表：スライドをもとにした各チーム 20 分の発表および質疑応答 

フィードバック：チームごとにルーブリックを使って評価 

  ・最終レポート（振り返りレポート）（東大側学生のみ） 

 

(2) プログラム実施後のアンケートに見る学生からの評価 

昨年度に続き、プログラム終了後に無記名でのアンケートを実施し、東大、Caltech 合わ

せて 22 名中 18 名から回答を得た。内訳は東大側 9 名、Caltech 側 9 名である。 

アンケートは、選択式・記述式合わせて全 14 問からなるが、問 1 の授業期間（2 月 13 
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日から 3 月 23 日）は適当であったかという問いには、全員が適当であったと答えていた。

また、チームとしての協働作業時間以外に 1 人で活動した時間に関しては、東大側が 2 時

間から 10 時間（平均 4.3 時間）、Caltech 側が 2 時間から 6 時間（平均 3.6 時間）という回答

であったが、協働学習時間を入れると各自 25 時間程度活動した、との報告もあった。活動

の手段に関しては、図１のような回答が得られ（複数回答可）、時差のある学習環境下にお

いて、学生が複数のコミュニケーションツールを使って COIL 型の協働作業を進めていたこ

とがわかる。なお、その他の内訳は、Discord 4 名、Email 1 名、Messenger 1 名であった。ま

た、昨年に比べて、ラインや Whats up など、より対話的なツールを使う学生が増えた（2022

年度 3 名、2023 年度 6 名）。 

 

 
図 1：協働学習・コミュニケーションのための手段 

 

選択式の質問には、4 件法の評価スケール22を用いた。以下その概要を示す。 

・本プログラムへの参加目的は何か、という問いに対しては、東大側は海外・Caltech の学

生との交流（4 名）、異文化理解（3 名）、英語力の向上 （2 名）、視野を広げるため （1 名）、

Caltech の研究室の訪問と教員・学生との対話（1 名）の他、他専攻の東大生の友人をつくる

（1 名）という回答もあった。Caltech 側は日本、日本語、日本文化への興味と関心があり、

理解を深めたいという内容が最も多く（9 名）、日本語を使う・学ぶ（4 名）、異文化理解（4

名）、クラス内プロジェクトとして参加（2 名）、日本人の良き友人を作りたい（1 名）、友達

を作りたい（1 名）、活動を通して世界の様々な問題の解決策を探りたい（1 名）という回答

であった。 

・「このプログラムを通して、英語の表現能力が伸びたと思うか」という問いに関する東大

の学生の回答は、「とてもそう思う」4 名、「そう思う」3 名、「あまり思わない」、「全然思わ

ない」が各 1 名であった。一方、「このプログラムを通して、日本語の表現能力が伸びたと

思うか」という問いに関する Caltech の学生の回答は、「とてもそう思う」6 名、「そう思う」

3 名となっており、本プログラムへの参加が学習言語におけるコミュニケーション能力の向

上に役立ったという結果が出たと言える。 

 
22 質問への回答として「全然思わない・あまり思わない・そう思う・とてもそう思う」または「全然満足

していない・あまり満足していない・満足している・とても満足している」からなるスケールを使用。 
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・「この授業で （他国の文化）アメリカ文化/日本文化への理解が深まったか」という問いに

対しては、東大側は 9 名中 7 名が、Caltech 側は 9 名中 9 名が「そう思う」、「とてもそう思

う」と回答している。 

・「この授業でコミュニケーション力が伸びたか」という問いに対しては、「とてもそう思う」

東大側 6 名、Caltech 側 7 名、「そう思う」東大側 3 名、Caltech 側 2 名という回答となり、

18 名全員がコミュニケーション力が伸びたと感じていることがわかった。 

・「このプロジェクトに満足しているか」については、18 名全員が「とてもそう思う」（東

大側 8 名、Caltech 側 6 名）、または「そう思う」（東大側１名、Caltech 側 3 名）と回答し、

本プロジェクトが学生にとって有用であったという結果になった。 

・「この授業に参加して残念だったことはなにか」については、東大 5 名が渡米した際に

Caltech の学生と過ごせる時間が少なかったこと、と回答している。訪米の時期が Caltech の

学期中で学生たちは多くの授業があること、またほとんど全員が寮生のため、寮の夕食時間

が決まっているなどの理由もあるが、Caltech の学生 2 名からも同様の感想が寄せられた。

その他、「扱ったテーマをより掘り下げたかった」（3 名）、「日本語をもっと話したかった」

（1 名）という意見もあった。貴重なコメントとして今後に生かしたい。 

・「このプロジェクトに参加して一番よかったことは何ですか」という問いには全員からコ

メントがあった。以下、そのいくつかを紹介する。 

・母語は違うし時に言葉が通じにくいこともあったが、それでも意思の疎通をしようと試み

続けることで、お互いの理解が深まったし、Caltech の学生と友達になれた。 

・様々なバックグラウンドの人々と関わる楽しさを知られたこと、日本文化を再発見できた

こと 

活動を通して、文化理解が深まり、カルテックの学生との交流や東大生の中でも交流を深め

られたことです 

・Exposure to the language really does help a lot with learning.  

・I think it was satisfying to write and give a presentation in Japanese that was technical at times.  

 However, the best part of the project was definitely the opportunity to meet the wonderful people 

at UTokyo and interacting with them! 

・Getting to collaborate with similar-aged students in a completely different environment was 

  probably the best thing about this project, and getting to make friends across the world who I  

wouldn't have met if it wasn't for this class.  

 

(3) 活動レポート（振り返りレポート）から見るプロジェクトワークの意味 

実習の最後に東大の学生には活動レポートを書いてもらったが、学生 11 名の活動レポー

トからいくつか抜粋して本節のまとめとしたい。（原文ママ） 

・自分は大学院からアメリカへの留学を検討しているため、Caltech のキャンパスや研究室

の見学および COIL を通した学生間での交流により日米間の文化などの差異を体験でき
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たことはとても有意義な経験になった 

・自分はいつか海外大の博士課程進学をしたいと考えていて、今回のカルテック訪問を通じ

て現実味が大きく増した 

・双方でアイデアを持ち寄ってディスカッションして一つの形にするという、本質的に協働

が求められるタスクに取り組むことで、今後海外の研究者と共同研究する機会などに大

いに役立つ経験になった 

・このプログラムに応募したきっかけの一つが、他の専攻の東大生との交流ができることだ

ったが、実際、工学部はここまで広いのかと感じるほど、それぞれの研究内容や興味を持

っている分野が全く異なり、話を聞くのが新鮮だった 

・予想外にも非常に良い友達がたくさんでき（ここが一番大事）、また今後の人生において

も大切となるであろう Tips にもたくさん出会うことができた 

・プログラム中は英語を使う機会が非常に多く、語学力の上達に繋がったと感じている。特

に授業での最終発表では、初めて台本なしで英語で発表することができ英語力に対する

自信に繋がった 

 

上記のコメントは、国際交流・学内交流、多文化理解、英語力の伸長・留学への意欲の喚

起など、国際連携 （特別）実習 VI が目指した 3 つの目標とも対応している。今後も日米の

学生が交流を深める場の一つとして、よりよい国際交流 プログラム作りを目指したい。 

 

5.3 インド体験活動プログラム 

 

 体験活動プログラムは、東京大学の学部生および大学院生が、今までの生活と異なる文

化・価値観に触れる機会を提供するプログラムで、2012 年度より実施されている。新しい

考え方や生活様式を学び、「知のプロフェッショナル」に必要な基礎力である、自ら新しい

アイディアや発想力を生み出す力を能力の習得を目的としている。 （体験活動プログラム PR

用パンフレット、https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/special-activities/h19.html#10） 

日本語教室では、毎年、海外協定校を基点として、体験活動を主催している。今年度は、

2 月 24 日から 3 月 1 日にかけて、インド工科大学カンプール校（以下 IITK）およびバナラ

ス・ヒンドゥー大学（以下 BHU）において「インド人学生との学生交流およびインド文化

体験活動―日本語教育のサポートと企業訪問をとおして―」を実施した。この体験活動は、

2017 年度から IITK で日本語教育コース担当の Vatsala MISRA 講師および東京大学インド事

務所の協力をもとに実施してきた。 

今年度は、34 名の応募があり、その内 6 名の学部生と 2 名の博士の学生を選抜した。表

1 に示すスケジュールに従い、今回の体験活動では、IITK で講義に参加、日本文化体験ワー

クショップの実施、日本語コース受講者とのプレゼンテーション、学生交流を行われた。さ

らに、BHU でも互いの教育・文化に関するプレゼンテーションを実施し、その後学生交流
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を行った。また、デリーでは、日本国際協力機構（JICA）および在インド日本大使館を訪問

し、インド赤門会の先輩諸氏との交流を行った。 

 

表 4 インド体験活動のスケジュール 

日程 活動内容 

2 月 25 日 ラクナウ空港に集合し、IIT カンプール大学へ移動、オリエンテーション 

2 月 27 日 午前：IITK キャンパスツアー、IITK 内小学校訪問（折り紙指導） 

午後：日本文化体験（おにぎり、茶道） 

2 月 28 日 午前：工学基盤学講義、NGO 見学 

午後：日本文化体験ワークショップ（折り紙、書道、盆踊り、浴衣着付

け）インド文化体験（ヘナ、サリー着付け、インドダンス） 

2 月 29 日 午前：大学近郊の村民生活の見学（村の文化、小学校） 

午後：プレゼンテーション、カンプール市内見学 

3 月 1 日 午前：IIT からバナラシ（電車）移動 

午前：バナラシでガンジス川文化の見学 

3 月 2 日 午前：バナラシヒンズー大学でプレゼンテーション、学生交流 

午後：サールナート見学、デリーへ移動 

3 月 3 日 デリー市内見学 

3 月 4 日 午前：JICA 訪問 

午後：在インド日本大使館訪問、赤門会との交流会 

3 月 5 日 帰国 

 

(1)実施前の準備 

 オリエンテーションは 1 回から 3 回まではオンライン、4 回目は対面で行った。内容は

以下のとおりである。 

１）第 1 回（6 月 26 日）：概要説明、自己紹介、役割分担など 

２）第 2 回（10 月 23 日）：学生の調査発表（IITK, BHU、インドの気候）、佐々木一憲氏よ

りインド文化についての講義 

３）第 3 回（12 月 7 日）：航空券、VUSA の確認、さくらサイエンスプログラムの受け入

れとその役割分担 

４）第 4 回（2 月 8 日）：IITK での活動の最終確認 

 これ以外に、7 月に日本大使館で栗原潔内氏（内閣官房健康・医療戦略室／内閣府健康・

医療戦略推進事務局、前外務省在インド日本国大使館・在ブータン日本国大使館）による「躍

進するインドの科学技術と日印協力の進展」についての講義を受け、8 月に加藤隆宏教授（東

京大学大学院人文社会系研究科）による 「インド文化と宗教」についてのご講義を受けた。

これにより、事前に日印関係、インドの社会・文化・宗教的な習慣について理解を深めるこ
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とができた。 

 

(2)プログラム中の主な活動 

①日本・インド文化に関するプレゼンテーション 

 訪問 1 か月前から、IITK 生と東大生がペアとなり、

オンライン上で意見交換をしながらプレゼンテーシ

ョンの準備を行った。当日は、日本人学生は英語で、

インド人学生は日本語で発表を行った。テーマは、

「大学生活」、「日本の祭り」、「ポップカルチャー映

画」、「日本の盆踊り」、「ことわざ」、「食文化」、「服の

文化」、「宗教」であった。インド人学生と日本人学

生は、発表準備のためのコミュニケーションを通して、互いの

文化や言語を学ぶことができた。BHU でも同様にプレゼンテー

ションを行った。 

②日本文化体験ワークショップ、インド文化体験 

 日本文化体験として、折り紙、書道、茶道、盆踊り、浴衣着

付け体験を行った。書道では、担当の学生が漢字の成り立ちと

その書き方を説明し、「日本」「友」などの漢字の練習を行った。

茶道では、茶道のマナーと日本文化の関係を説明し、希望者に

茶道のお点前を指導した。折り紙は、「鶴」に挑戦した。盆踊り

は、ワークショップに参加したインド人学生 120 名と一緒に「東

京音頭」を踊り、楽しんだ。一方、インド文化体験として、ヘナ、サリー着付け体験をし、

インドの伝統ダンスを紹介してもらった。 
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③大学近郊の村民生活の見学 

 IITK 近郊にある村を訪問し、家族総出で麦刈りや牛の世

話、土間で家族が食事をする風景を見せていただいたが、

IITK での生活と全く異なる様子であった。村の小学校も見

学したが、黒板も机もなく、子供たちが車座になり、鉛筆 1

本を持ち、問題集に書き込んでいたのが印象的だった。翌

日、この日の訪問が 6 社の新聞の地方版（写真参考）に掲

載された。 

④インド史跡訪問 

デリーでは、勝利の塔で有名なインド最古のイスラム遺

跡群「クトゥブ・ミナール」、ムガル文化の集大成「ラー

ル・キラー（レッド･フォード）」を見学し、その近くのチ

ャンドニー・チョークのマーケットをリキシャーに乗っ

て、見て回った。108 段の階段を持つ大規模な階段井戸アグ

ラーセン・キ・バオリも見学した。バナラシでは、ヒンドゥー教徒が一度は巡礼を願うガ

ンジス川をボートで下った。仏教の四大聖地の一つであり、仏陀が最初に教えを説いたと

ころで鹿野園と言われる、サールナートを見学し，インドの宗教的精神性や多様性を体験

した。 

⑤JICA、在インド日本大使館訪問、赤門会との交流 

インドで活躍している東大 OBOG にお話を伺い、意見交換、質疑応答を行った。国際協

力、国際交流の意義を考え、国際的な舞台でのキャリア形成ついて検討するよい機会とな

った。 

 

(3)体験活動の成果 

体験活終了後に実施した学生アンケート結果は、下記のとおりである（表 5 参照）。全

員がプログラムに新規性を感じており、7 名が充実した体験、将来役立つと捉えているこ

とからプログラムの充実度は高いと評価さえる。自由回答からは、今回の体験活動を通し

て以下の点が明らかになった。 

①インド人学生との友好関係の構築 

②インド文化・日本文化理解の促進 

③異文化コミュニケーション能力の向上 

④今後のキャリアパス選択の拡大 

これらの成果は、異なる行動様式や価値観に接することで刺激を受け、自身の価値観を

相対化する機会となったことを示している。 
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表 5 インド体験活動実施後のアンケート結果 

 とても 

そう思う 

やや 

そう思う 

どちらとも 

言えない 

あまりそう

思わない 

全くそう思

わない 

プログラムに新規性がある 8 人     

充実した体験 7 人 1 人    

困難を伴った  4 人 2 人 2 人  

長所・短所を理解 6 人 2 人    

将来に役立つ 7 人 1 人    

  

また、自由記述として、以下のコメントが寄せられた。 

・他国の学生との文化交流経験は初めてで緊張していたが、お互いの文化を尊重して友

達になっていく過程が有意義なものであった。帰国後も SNS を通じて交流してお

り、今回経験によって、人と積極的にかかわっていく自信がついた。 

・日本には「おもてなし文化」があるが、インドには「お客様は神様」の文化があり、

学生には非常によくしてもらった。インド人学生と交流し、友好的な関係を築けたの

は非常に嬉しかった。 

・インドは何から何まで日本とは異なっており、考え方や生活習慣など全てが目新しく

感じられた。書籍やネットの事前情報では得られない貴重な経験を得ることができ

た。一方で、日本文化への理解の浅いことに気づき、見直すきっかけとなった。 

・プログラムを通して、インドに対して親しい感情を抱くようになり、インドに関わる

ような仕事を少し調べるようになった。 

・インドで働く日本人との交流で、特に JICA 訪問がよい機会となった。自分の将来の

選択を広げることができたと思う。海外で働きたいという気持ちが強まった。 
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5.4 さくらサイエンスプログラム 

 

さくらサイエンスプログラムは、工学系、情報理工学系に関連する学術的な背景を持ち、

日本文化、社会への関心が高く、日本語学習経験がある優秀なインド人学生を対象に、「イ

ンドの工学・情報技術を担う高度人材のための最新技術体験と交流促進プログラム」を実施

した。このプログラムでは、工学系研究科の教員と連携し、日本の災害とその復興を含む

様々な技術開発の成果に触れ、最新の研究成果の共有と各研究室で情報交流を図ることを

目的とした。さらに日本の社会的、文化的背景について知識を深める機会を提供した。 

2023 年 12 月 20 日から 12 月 26 日まで、インド工科大学カンプール校、ハイデラバード

校より合計 10 名の学生（大学院学生 2 名、学部学生 7 名）と教員 1 名を招へいした。スケ

ジュールは下記のとおりである。 

 

表 6 さくらサイエンスプログラムスケジュール 

日程 プログラム 

12 月 20 日 到着 

12 月 21 日 午前：ガイダンス、キャンパスツアー 

午後：情報理工学講義、インド人留学生会との懇談会 

12 月 22 日 午前：日本語コース 授業に参加 

午後：工学系研究科 ラボツアー 

12 月 23 日 午前：みやぎ東日本大震災津波伝承館見学 

午後：石巻市震災遺構門脇小学校見学 

12 月 24 日 午前：池袋防災館見学 

午後：日本未来科学館見学 

12 月 25 日 午前：プレゼンテーション、茶道体験 

午後：修了式 

12 月 26 日 帰国 

 

12 月 20 日に 10 名が来日し、21 日に東京大学でのさくらサイエンスプログラムが開始さ

れた。午前、オリエンテーション後に、日本人学生によるキャンパスツアーに参加し、午後

は情報理工学系研究科の講義を受講した。講義では、コンピュータサイエンス専攻の学生を

中心に本学の情報理工学の専門的な教育・研究を体感してもらうことができた。その後、東

京大学のインド人留学生会のインド人学生との交流会を設け、研究生活だけなく、日常生活

について率直に話すことにより、日本での留学生活について確認を深めた。       

155



 

キャンパスツアー             日本語教室オフィス 

22 日午前は工学系日本語教室の日本語クラスに参加し、既に日本語学習経験がある学生

のため、個々の日本語レベルに応じたクラスで他の留学生と共に学んだ。ランチタイムは、

「インターナショナルラウンジ」で全学の日本人学生と交流し、工学系研究科の講義を受講

後、研究室を見学した。世界最先端の研究室で実験やシミュレーションを見学することによ

り研究への関心が高まり、本学への留学をより身近に感じられるようになったと思われる。 

23 日は東京駅から新幹線に乗り、みやぎ東日本大震災津波伝承館と門脇小学校を見学し

た。インドでは日本の新幹線方式を採用した高速鉄道が作られていることもあり、学生は新

幹線に大変興味を持っていた。伝承館では、三陸の津波被害の歴史、東日本大震災津波、復

興の取り組みに関わる映像、写真、被災物などの展示物について、ガイドの説明を熱心に聞

き入っていた。また、津波火災による被災状況を残す門脇小学校は、1 階は津波と津波火災、

2 階、3 階には津波火災後の状況を見ることができ、さらに震災発生当時の石巻の状況を記

録した映像によって、被災状況を理解することができた。 

みやぎ東日本大震災津波伝承館        新幹線にて 
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24 日午前は、日本人学生と池袋防災館で地震体験ツアーに参加した。前日に東日本大震

災を見学したため、関心を持って、地震の揺れの体験、初期消火や応急救護、火災の煙から

の避難などの日本の防災・耐震技術や防災意識や管理システムに触れることができた。午後

は、日本人学生と日本未来科学館を見学した。日本の新たな科学技術の魅力や科学技術の進

歩が社会とどのようにかかわっているかを楽しみながら考えることができた。 

池袋防災館                  日本科学未来館 

 

25 日は今回のさくらサイエンスプログラムを振り返り、各自が主に日本語でプレゼンテ

ーションを行った。その後、国際交流部門長から参加者全員（10 名）に修了証とバッジが

授与された。各自の発表報告によると、東日本大震災津波伝承館での展示物や映像、震災遺

構である門脇小学校見学によって、日本とインドの共通課題の一つである災害と復興への

意識が高まったことが分かった。また、日本人学生との交流によって、日本語学習への動機

づけが高まり、日本文化への理解が深まったようだ。今回、本プログラムをサポートしてく

れた日本人学生は、2 月にインド工科大学を訪問予定になっている。今後もさくらサイエン

スプログラムをとおして、本学とインド工科大学とのネットワークの強化に貢献し、ひいて

は、日本及び世界の科学技術・イノベーションの発展に寄与していきたい。 

最終プレゼンテーション            さくらサイエンスプログラム修了式 
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5.5 海外協定校との連携 

 

 海外協定校との連携・交流は当教室の学生のために非常に重要であり、今後も引き続き支

援ネットワークを構築し、連携を深めていきたい。 

 2023 年度は、下記の 7 つの機関からの訪問があった。また、短期プログラム実施担当部

署からの依頼を受け、日本語の特別授業、文化活動を実施した。  

・4 月 26 日：東京大学インド事務所より、日本を留学先として学生に勧めることを念頭に、

佐々木事務所所長および職員の方、計 2 名が来室。「日本語教室についての説明」、「授業見

学」、「意見交換」を行った。 

・6 月 9 日：トレント大学国際交流課課長 Grazia Callovini 氏が来室。日本語教室について

の説明、授業見学のほか、文化活動（茶道、書道）にも参加。 

・6 月 12 日：ワシントン大学より Teaching professor の松田先生、本部 USTEP オフィスから

6 名の職員の方が来室。今後のさらなる交流を目指して、「日本語教室についての説明」、「授

業見学」、「意見交換」を行った。 

・7 月 20 日：バングラデシュ事務所所長 （Syed Emdadul Haque 氏）＋本部推進課職員の方々

が当教室について知りたいとのご意向で来室され、「日本語教室についての説明」、「意見交

換」などを行った。 

上記の他、来日短期プログラムの一環としての依頼を受け、以下の活動を行った。 

・5 月 31 日：ESEP、インドの学生（3 名）（日本語の特別授業） 

・7 月 5 日サマープログラム ESEP G＆UC （16 名）アジア・ヨーロッパ 10 か国（日本語の

特別授業） 

・7 月 28 日、31 日サウジアラビア学生 20 名国際短期プログラム GLP（特別授業および茶

道体験） 
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第 6章 研究活動・教材作成  

 

 工学系研究科日本語教室では、日本語教育および交流活動、国際化教育の実践研究を行

い、その成果を広く周知するとともに、改善・発展を目指している。本章では、まず、当

教室で行っている教育活動に関する研究について述べる。次に、各教員が行った専門分野

における研究成果について記載する。最後に、教材作成の成果について述べる。 

 

6.1 当教室における日本語教育の実践研究の発表 

 

猪狩美保・古市由美子（2023）「反転授業における学習者の学びと課題－「専門読解」コ

ースの実践を通して－」カナダ日本語教育振興会（CAJLE）CAJLE2023Proceedings 

猪狩美保・古市由美子（2023）「Learners’ Learning and Challenges in Flipped Classroom: Report 

on the Practice of “Technical Reading” Course 反転授業における学習者の学びと課題－「専門

読解」コースの実践を通して－」カナダ日本語教育振興会（CAJLE）pp.28-36 

【要旨】本発表は、工学系大学院生を対象とした日本語中級読解コースで実施した反転授

業の実践報告である。2020 年 4 月～2023 年 1 月まで 6 学期分の授業後のアンケートを分

析した結果、概ね反転授業について、肯定的な結果が得られた。そして、研究室で使用す

る専門的な知識、語彙力、読解力や読むスキル、文法力が養われたことが分かった。また、

専門語彙を学ぶことは、読解力の向上だけでなく、研究生活や日常会話にも役立っていた。

一方、反転授業の課題として、プラットフォームの簡便性、事前学習において専門性が異

なる学習者やレベル差のある学習者への配慮が必要である。専門読解コースを反転授業と

して実施することは、事前学習によって外発的な動機付けが高まるだけでなく、研究内容

と読解教材が関連することで内発的な動機付けに結びつくことが明らかになった。 

 

古市由美子・猪狩美保（2023）「反転授業における教員の専門性－日本語授業実践のリ

フレクションに基づいて－」東アジア日本語教育・日本文化研究学会 

【要旨】本発表は、日本語中級読解コースで実施した反転授業における教員の専門性につ

いて分析したものである。情報通信技術（ICT）の進歩、オンライン化の整備に伴い、反

転授業への関心が高まっている。そこで、工学系研究科の大学院生を対象とした工学に特

化した専門読解コースで実施した反転授業を取り上げ、授業実施教員２名のリフレクショ

ンの結果をもとに、教員の専門性について考察した。分析結果から、「専門性の三位一体

モデル」（舘岡 2021）において、反転授業は理念とフィールドとを連動すると促進しやす
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い。教員の専門性として、授業を行う上で学生主体への意識の転換が必要になり、高度に

構造化する授業デザインの知識、それを実施するためのファシリテータ、ICT リタラシー

の技術が必要になる。また、教員が授業実践をリフレクションすることによって、授業を

客観的に捉え、教員の成長につながることが分かった。 

 

6.2 各専門分野における研究成果 

 

【研究論文】劉羅麟（2024/03）「学習者の母語を活用した音声特化授業の設計―中国語母

語話者を第一歩として―」『早稲田日本語教育実践研究』12, pp.31-38 

【要旨】第二言語教育では教室における母語の使用を回避または禁止する時代もあったが、

近年では教育における母語の活用に関する研究が盛んに行われ、その実際の効果も検証さ

れている。本稿では、学習者の母語（母方言を含む）を活用した、音声に特化した授業の

設計について報告する。研究の第一歩として中国語母語話者を対象に選び、その母語を活

かしながら、日本語のリズム（促音、長音、撥音、拗音）、子音（清音・濁音、ナ行音・ラ

行音）、アクセント（初級名詞、人名、複合名詞）、イントネーション（への字のイントネ

ーション、文末のイントネーション）について学習する授業を設計し実践した。 

 

【実践報告】劉羅麟・伊藤茉莉奈・小林美希・中川彩野・渡邉咲・福島青史（2023/12）

「日本語の合成音声を用いた講義動画の作成―調整方法の報告と「聞きやすさ」に関する

考察―」『早稲田日本語教育学』35，pp.179-183 

【要旨】本稿では、オンデマンド科目で使用する講義動画を作成する過程における、1）

合成音声の不自然な箇所を調整する方法と、2）調整を行うか否かを判断する中で行われ

た音声の「聞きやすさ」に関する考察について報告する。ソフトウェアが生成した合成音

声には、不自然な読み方・ポーズ・アクセントがあったため、文字表記と句読点の変更・

コマンドの挿入・同音異義語への置換などの方法で調整した。こうした調整を行うか否か

を判断する中で、①読み方の間違い、②テーマとなる語句の後におけるポーズの欠如、③

語句の途中に挿入された不要なポーズ、④頻出する語におけるアクセントの崩れ、⑤ひと

まとまりであるはずの語句におけるアクセントの分断や、長い漢字語彙のような難しい語

彙におけるアクセントの崩れ、⑥音声上の問題点の多発、という 6 点が講義動画としての

「聞きやすさ」に影響を及ぼす要因として浮かび上がった。 
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【研究発表】劉羅麟（2023/11）「中国の大学の日本語教師における音声教育観と指導実態

―モデルに基づいたアンケート調査の結果から―」第 13 回国際日本語教育・日本研究シ

ンポジウム（英語での発表、題名原文：Beliefs about Speech Education and Teaching Practices 

of Japanese Language Teachers in Universities across China: Results of a Model-based 

Questionnaire Survey.） 

【要旨】本発表では、理念・経験・意見モデルに基づいてアンケートを作成し、中国の大

学における日本語教師（CT）の音声教育観と指導実態を調査した。CT を体系的な発音指

導を行う G1 と、非体系的な発音指導を行う G2 に分けた。分析の結果、①CT は全員音声

教育が必要だと考え、主に１年生（特に入門期）の際に発音指導を実践している。②G2 の

指導は殆ど総合系科目で行われているのに対し、G1 の指導は発音、会話、聴解など様々な

科目で行われている。③G1 は発音のほぼすべての側面を指導しているのに対し、G2 はア

クセントとリズムに重点を置いている。④G1とG2はどちらもフィードバック、知識伝授、

モデル発音を指導方法として用いているが、視覚や身体補助はあまり使用されていない。

⑤約 40%の CT が学習者の母語を日本語の発音指導に活用している。 

 

【セミナー】古市由美子 JIEPP 第 5 回日印交流セミナー 2023 年 11 月 

「インドとの学術交流・学生交流の促進に向けて（東京大学インド事務所、国際協力機構

の活動報告）」 

今回の日印交流セミナーでは、司会およびコメンテーターを担当した。当日は、大学関

係者や官庁・企業関係者等から約 100 名の参加があった。質疑応答を踏まえ、以下のよう

な報告文を WEB に掲載した。東京大学インド事務所が設立し、10 年間で日本の大学でイ

ンド人留学生が 3.5 倍に増加したことから、現地機関の重要性を認識している。また、イ

ンドの教育方針である NEP 2020 が改訂され、インドは教育大国を目指しており、格差の

大きいインド社会において IT 技術がますます重きをなすだろうと思われる。JICA インド

事務所については、人的交流とインド工科大学ハイデラバード校を拠点とした学術交流の

広がりに期待している。一方、ハイデラバード校に約 300 名の日本語履修生が存在するが、

潜在的な留学生はいるため、今後積極的に留学支援体制を整えることを希望する。さらに、

日本から企業や学生がインドを来訪し、相互理解を広げてくれることに期待する。 
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6.3 MOOC 教材の研究会と使用の広がり 

 

2022 年に MOOC 教材として開発した読解オンライン教材が海外協定校を中心に使用が

広がりつつある。2023 年度から KTH（スウェーデン王立工科大学）で B1 レベルの教材と

しの使用が開始された。また、MOOC 教材に関心のあるヨーロッパ日本語教師会のメンバ

ーを中心に、12 月「Let’s Read! Learning Japanese through Science & Technology コース内容

と実践方法」、3 月に「Let’s Read! Learning Japanese through Science & Technology 東京大学

の実践例に基づいて」について、研究会を開催した。 

2022 年 4 月公開 古市由美子「Let’s Read! Learning Japanese through Science & Technology-

1」 

2022 年 6 月公開 古市由美子「Let’s Read! Learning Japanese through Science & Technology-

2」 

 

2024 年 3 月末現在、Part１の総登録者数は 16,852 人、Part2 の総登録者数は 1,761 人で、多

くの受講生に利用していただいている。 
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第７章 今後の課題 

 

工学系日本語教室は、留学生・研究員を取り巻く環境づくりの一環として、円滑な研究

生活および日常生活の実現のための日本語教育・日本文化事情教育を提供することを目的

としている。今年度実施したことを振り返り、来年度のよりよい留学生支援に向けて、次

の5項目、1日本語教育、2日本文化事情教育、3多言語・多文化支援、4国際化教育、5実践

研究と教材開発について、課題と展望を検討する。 

 

7.1 日本語教育 

 

１）工学系日本語カリキュラムの検討 

 2023 年度の受講状況並びに、学生のニーズに応え、来年度以降、下記のコースの新たな

開講が望まれ、受講者数が少ないコースはシラバスの見直しなどを行いたい。 

・初級 1 コースの増設 

工学系研究科では、研究活動に用いる言語は主に英語であるが、日本社会での生活には、

やはり基礎的な日本語の運用力が必要となる。そこで、さまざまな留学生のニーズに合わ

せた多様な初級１レベルのコースを提供しているが、今年度は S1S2，A1A2 の受講者が定

員を上回ったため、さらに増設が必要である。その要因として、USTEP 生の初級コースを

当教室が担っていること、都市工学日本語教室が来年度より閉室に伴い、その留学生を当

教室で受け入れることから初級コースの増設が必要となる。 

・中級３日本語キャリアブリッジの開講 

日本組織事情コースの受講生の日本語レベル差があり、学びたいことや習得したいスキ

ルが個々で異なった。また、言語背景調査で修了後の進路について尋ねると、「日本で就職

する」72 名（42%）と約 4 割の学生がビジネス場面での高度な日本語習得を目指すという

回答があった。そのため、現在上級 1，2 レベルに開講している「日本組織事情」コースに

加えて、中級レベルにおける就職支援のコースの開設が望まれる。 

・上級２聴解・上級２読解の開講 

言語背景調査の「あなたはどの程度の日本語能力を目指していますか」という質問に対

する回答を見ると、超級レベルが（42%）、上級レベルが（32%）となり、全体の 7 割以上

の学生が上級レベル以上の日本語能力を目指している。今学期まで、教員不足などのため

開講できなった上級 2 の聴解と読解の開講を実施したい。 
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２）教室の確保 

教室の確保は長年の課題であり、未だに解決に至っていない。当教室が授業のために使

用できる教室は、現在 9 教室ある。日本語教室が管理する講義室は 1 つ、優先的に予約が

可能な教室が 3 つ、他の講義や会議のない場合に借りることができる 5 教室がある。しか

し、入試準備が始まる時期は、優先的に予約が可能な 3 教室が使用不可となり、一時的に

2 号館、5 号館を借用し授業を行ったが、来年度は受講者の増加も予測され、一定の広さ

を持つ教室が不足する。今後日本語教室が優先的に使用できる教室の確保が急務となる。 

 

7.2 日本文化事情・文化体験 

 

今年度は、各学期、日本文化体験およびワークショップを 3 回開催した。 「茶道ワークシ

ョップ」、「書道ワークショップ」は、大学サークルとの連携によって実施した。このよう

な日本人学部生と留学生の交流は、日本文化を教える過程で、日本人学生自身も改めて自

国の文化について再認識する機会となり、また、留学生は日本人学生から直接学ぶことで、

親しみを感じ、よりリアルな文化を理解することができる。現状の課題として、以下 3 点

が挙げられる。まず、茶道、書道、着物の着付けなどの日本文化体験やワークショップは

非常に人気が高く、希望者全員を受けいれることができない。次に、東京大学のサークル

と連携し、日本人学生との交流機会を増やしたいが、サークルへの連絡が困難で、指導に

当たる学部生の継続が難しい。さらに、日本文化が伝統文化に偏る傾向がみられるため、

留学生に人気のあるポップカルチャーの体験活動にも取り組みたいと考えている。 

 

7.3 留学生と日本人学生の国際交流支援 

 
 授業ボランティアは、日本人学生がボランティアとして参加し、教員と協働して留学生

の日本語学習を支援することを目的としている。このプログラムにより、日本人学生が日

本語を再発見し、日本語を見つめ直す機会を提供している。日本人学生のボランティアは、

今年度は 20 名が参加してくれたが、これは教員の希望する人数を下回った。今後授業ボラ

ンティアの募集方法を改善し、ボランティア経験の効果を周知することで、参加者数の増

加を図りたい。 

 International lounge は留学生と日本人学生および教職員との学内での国際交流、多文化理

解を促進する目的とし実施している。初回とイベント時の参加者は多いが、回を重ねるご

とに人数が減少する傾向がみられる。また、留学生の参加率が日本人学生に比べて若干低
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い。日本人、留学生の誰でも参加できるように英語が使用されることが多いが、日英両言

語を併用することによって、言語習得の機会を提供し、留学生の参加を促進したいと考え

ている。 

 日本語ラーニングアドバイスセッションは、学期間中に、日本人大学院生がアドバイザ

ーとして、留学生の日本語の四技能（聞く・話す・読む・書く）およびアカデミックスキ

ルに関する学習支援を提供することを目的としている。日本語授業が行われない学期間に

おいても効果的なサポートを実施すため、実施期間や回数、時間帯の調査を行い、その結

果に基づいて体制を強化していきたい。 

 

7.4 国際化教育 

 

 体験活動プログラムは、日本人学生が海外協定校でこれまでの生活と異なる文化や価値

観に触れることを通じて、新しいアイディアや発想力を身に付けることを目的としている。 

 今年度はインド工科大学カンプール校（IITK）で実施した。本プログラムは 2016 年から

IITK で 5 回実施してきたが、担当者の退職に伴う状況の変化により、来年度から実施校を

変更することとなった。来年度は新たな受入れ校を検討し、受入れ校の担当者との関係性

を構築し、プログラムを継続していきたい。さらに、来年度からケンブリッジ大学が体験

活動の場を提供してくれることになり、新たに体験活動を開始する予定である。 

 さくらサイエンスプログラムは、工学系および情報理工学系に関連する学術的背景を持

ち、日本文化や社会への関心が高く、日本語学習経験がある優秀なインド人学生を対象と

して、今年度初めて実施した。航空券や宿舎の手配、細かな事務手続きは困難であるが、

今後もさくらサイエンスプログラムを通じて、本学とインド工科大学とのネットワークを

強化し、日本および世界の科学技術・イノベーションの発展に寄与していきたいと考えて

いる。 
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7.5 実践研究および教材開発 

 

 今年度、専門日本語教育に関する研究を実施したが、今後も当教室の特徴を生かした工

学系の実践研究を継続していきたい。第 6 章で述べたように、2021 年度には大規模公開オ

ンライン講座（MOOC）として読解教材を開発し、2022 年度より配信を開始した。今年度

からは海外協定校でもオンラインテキストとして採用されたことにより、今後もこれを通

じて海外協定校との連携がさらに深まることが期待される。加えて、予算と人材を確保し、

工学系に特化したオンライン教材の開発を進めていきたいと考えている。 
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国籍   　 レベル 初級１ 初級２ 中級１ 中級２ 中級３ 上級１ 上級２ 延べ合計 実数合計
1 中国 18 37 46 47 45 61 15 269 207
2 フランス 11 8 4 2 1 1 27 23
3 台湾 1 12 10 8 9 6 46 20
4 韓国 2 2 1 5 4 5 19 15
5 ドイツ 8 2 2 1 3 16 14
6 アメリカ合衆国 1 4 4 9 1 19 11
7 インド 6 2 1 1 10 10
8 カナダ 2 1 3 2 4 1 13 7
9 オーストラリア 1 1 2 4 1 1 10 7
10 インドネシア 2 4 1 7 7
11 フィリピン 3 3 1 7 6
12 ノルウェー 2 1 2 3 8 5
13 ウクライナ 3 1 3 7 5
14 タイ 2 1 3 6 5
15 オーストリア 2 3 5 5
16 イラン 1 1 3 1 6 4
17 ブラジル 1 1 1 2 5 4
18 英国 1 3 1 5 4
19 イタリア 2 1 1 4 4
20 スイス 2 1 1 4 4
21 香港 1 1 5 7 3
22 トルコ 2 4 6 3
23 シンガポール 1 1 1 3 3
24 エジプト 2 1 3 3
25 ロシア 2 1 3 3
26 スウェーデン 1 1 1 3 3
27 マレーシア 1 4 5 2
28 デンマーク 1 2 3 2
29 オランダ 1 1 1 3 2
30 チリ 1 2 3 2
31 ミャンマー 1 1 2 2
32 ポーランド 1 1 2 2
33 パキスタン 2 2 2
34 ジョージア 1 1 2 2
35 ニュージーランド 2 2 2
36 ＊その他 13 1 10 2 2 1 29 21

91 79 107 81 88 92 33 571 424

都
市
工

都市工学日本語教室
（学生内訳）

単位コース選択者
都市工:3/その他工学
系:0/他研究科:1

都市工:3/その他工学
系:0/他研究科:0

ｼｽﾃﾑ創成系日本語教室
（学生内訳）

単位コース選択者

IME日本語教室
IME

シ
ス
創

３）国籍－レベル別 

４）身分別

＊その他(実数1名)：ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ・ｱﾙﾊﾞﾆｱ・ｲｽﾗｴﾙ・ｶﾒﾙｰﾝ・ｶﾞﾝﾋﾞｱ・ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ・ｼﾘｱ・ｽｰﾀﾞﾝ・ｽﾍﾟｲﾝ・ｽﾘﾗﾝｶ・ｾﾙﾋﾞｱ・ﾄｰｺﾞ・ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ
・ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ・ﾍﾟﾙｰ・ﾎﾞｽﾆｱﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ・ﾏﾙﾀ・ﾒｷｼｺ・ﾓﾝｺﾞﾙ・ﾗﾄﾋﾞｱ・南ｱﾌﾘｶ

２． 　４専攻日本語教室受講者数 （実数）　　　　　
初級１A 初級2A 初級２B

合計

合計
社
基

社会基盤学 28

単位コース選択者 28

9 9 10

9 9 10

合計初級Ⅰ都市総合Ａ 初級Ⅱ都市総合Ａ

都市工:9/その他工学
系:1/他研究科:3

都市工:8/その他工学
系:0/他研究科:1

合計

都市工:1/その他工学
系:1/他研究科:2

都市工:0/その他工学
系:0/他研究科:1

中級Ⅰ創成系総合 中級Ⅰ創成系読解 中級Ⅲ創成系総合

＊【シス創】中級Ⅰは複数
コース受講者有り、合計は実

数

ｼｽﾃﾑ創成系:5/その他
工学系:7/他研究科:5

IME:1/その他工学
系:1/他研究科:0

上級

IME:1/その他工学
系:4/他研究科:0

ｼｽﾃﾑ創成系:0/その他
工学系:0/他研究科:1

ｼｽﾃﾑ創成系:3/その他
工学系:0/他研究科:2

ｼｽﾃﾑ創成系:1/その他
工学系:0/他研究科:1

ｼｽﾃﾑ創成系:2/その他
工学系:0/他研究科:1

合計

IME:2/その他工学
系:5/他研究科:0

中級

ｼｽﾃﾑ創成系:2/その他
工学系:4/他研究科:4

ｼｽﾃﾑ創成系:1/その他
工学系:3/他研究科:1

ｼｽﾃﾑ創成系:3/その他
工学系:1/他研究科:1
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2023 言語背景調査 Language Background Questionnaire 

 

1. 専攻： 

2. 身分：□研究生 □修士 □博士 □研究員 □交換留学生 □USTEP □学部生 □配偶者 □その他： 

3. 身分で「その他」と答えた方は詳しく答えてください。 

4. 母語 

5. 現在の留学が終わった後の予定   日本で就職する/日本で進学する/帰国する/分からない 

6. 日本にどのくらい滞在する予定ですか。 

□１～３ヶ月 □４～６ヶ月 □７ヶ月～１年 □１～２年 □２年以上 

7.  日本語学習歴(自国) 

□なし □１～３ヶ月 □４～６ヶ月 □７ヶ月～１年 □１～２年 □２年以上 

8. 日本語学習歴(日本) 

□なし □１～３ヶ月 □４～６ヶ月 □７ヶ月～１年 □１～２年 □２年以上 

9.  どうして日本語を学習していますか。該当する項目を全て選んでください。 

日常生活に必要なため/研究に必要なため/日本で就職をするため/友達をつくるため/日本の伝統文化（茶道、華

道、書道など）に興味があるため/日本のサブカルチャー（アニメ、ゲームなど）に興味があるため/その他 

10. その他と答えた方は、詳しく答えてください。 

11. 現在取っている科目のレベル 

□初級Ⅰ（入門・初級１・初級２・ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ初級Ⅰ）□初級Ⅱ（初級３・初級４・ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ初級Ⅱ）□中級１ □中級

２ □中級３ □上級１ □上級２ 

12. 研究室で指導教員と研究について話す時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

13. 研究室で日本人学生と研究について話す時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

14. 研究室で留学生同士で研究について話す時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

15. 研究室で指導教官との雑談時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

16. 研究室で日本人との雑談時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

17. 研究室で留学生同士の雑談時、あなたは主に何語を使いますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他  

18. 研究室での研究発表には、主に何語が使われていますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

19. 研究室での打ち合わせには、主に何語が使われていますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

20. 研究に関する資料は、主に何語が使われていますか。 

□日本語 □英語 □日英両方 □その他 

21. 指導教員は、あなたにどの程度の日本語能力を求めていますか。 

□全く求めていない □初級レベル □中級レベル □上級レベル □超上級レベル 

22. あなたはどの程度の日本語能力を目指していますか。 

□全く目指していない □初級レベル □中級レベル □上級レベル □超上級レベル 

23. 具体的に、どんな日本語能力を身につけたいですか。 

24. 大学のあらゆる場面において、日本語ができなくて困ることがありますか。 

□ない □あまりない □ある □よくある 
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25. どんな場面があるか、具体的に書いてください。 

26. 大学以外の日常生活で、日本語ができなくて困ることがありますが、どんな場面か具体的に書いてください。 

□ない □あまりない □ある □よくある 

27. どんな場面か具体的に書いてください。 

28. 日本語教室に期待していることはなんですか。該当する項目を全て選んでください。 

□日本語学習 □日本文化体験 □日本人学生との交流 □留学生との交流 □大学生活・就職などのための日本語

支援 □その他 

29. No.28 で「その他」と答えた人は、具体的な内容を書いてください。 

30. 日本語教室のドリンクコーナーを利用したことがありますか。 

  □はい □いいえ 

31. N0.30 で「いいえ」と答えた人は、ドリンクコーナーを利用しない理由を書いてください。 
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2023 年 S1S2 学期  
コース評価 

Japanese Language Class Questionnaire  

 

このアンケートは、日本語プログラム/コースの評価のためのものです。回答結果は、日本語教室の報告書に掲載します。回答の

内容によって成績は変わりません。また個人が特定される情報は公開しません。御協力をお願いいたします。 

 

 

1. 身分 :  
 
                                       

  まったく思わない  あまり思わない  そう思う  強くそう思う  
 
2. コースおよび授業内容について、質問 2～11 に答えて下さい。  
 
コースの目標は明確だった。                        1             2             3             4 

                                                                

3. 授業のスピードは適切だった。                  1             2             3             4 

 

4. 授業内容は分かりやすかった。                  1             2             3             4 

 

5. 授業の課題の量はどうですか。                             多すぎる      適切である        少ない     課題が出ていない  

  1             2             3             4 

 

まったく思わない あまり思わない  そう思う  強くそう思う 

 

6. 担当教員は熱意を持って授業を行っていた。             1             2             3             4 

 

7.このコースの授業を受けて学習意欲が高まった           1             2             3             4 

 

8. このコースは自分にとって将来役に立つと思う。                   1             2             3             4  
 
 
 
9．あなたは、この授業科目の予習・復習に 

毎週どれくらい時間を使いましたか。 
                                   まったく予習・復習しなかった  1 時間未満  1～2 時間   2～3 時間  3～5 時間  5 時間以上 

1                    2           3         4      5         6  

               

10. このコースに出て、どんなことができるようになりましたか。 

 

11. このコースについて自由にコメントしてください。(教室、受講者数、テスト、宿題、試験、印象に残ったことなど） 

 

12. 現在、講義を受講しているまたは研究を行っているメインのキャンパスはどこですか。              

本郷/駒場/柏/東海村/その他 

13. No.12 で「その他」と答え人は、具体的な内容を書いてください。  

 
 
14. 履修登録の手続きとプレイスメントテストについて、次の項目に答えてください。 履修登録の手続きは分かりやすかった。 
 

まったく思わない/あまり思わない/そう思う/強くそう思う  
 
          

15. No.14 で 1 または 2を選んだ人は、どうしてそう思うか理由を教えてください。     

                            

 

16. プレイスメントテストの結果、適切なレベルのコースを履修することができた。 

まったく思わない/あまり思わない/そう思う/強くそう思う 
 

 

17. プレイスメントテストに関するコメントがあったら書いてください。（テストの説明、時間など） 
 

 

18. 日本語教室に期待していることはなんですか。該当する項目をすべて選んでください。 

       日本語学習/日本文化体験/日本人学生との交流/留学生との交流/大学生活･就職などのための日本語支援/その他 
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2023 年 S1S2 学期  
コース評価 

Japanese Language Class Questionnaire  

 

19. No.18 で「その他」と答え人は、具体的な内容を書いてください。 

 

 

20. 日本語学習サポート（チュートリアルや日本語ラーニングアドバイスセッション）を受けることを希望しますか。 

希望する/希望しない 

 

 

21. 誰に日本語学習サポートを受けることを希望しますか。該当する項目をすべて選んでください。 

日本語教室の先生/日本人の大学院生/留学生の大学院生 

       

 

22. 日本語学習サポートでどんなサポートを受けたいですか。該当する項目をすべて選んでください。 

日本語の学習方法、復習など/ JLPT 対策/日本語のアカデミック・ライティング/奨学金の申し込み/アカデミックスキル（ノートテ

イキングなど） 

 

 

23. 日本語学習サポートを希望する場合、どの時期に参加を希望しますか。該当する項目をすべて選んでください。 

学期中/夏休みや冬休みなど 
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